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			規格外れの英雄に育てられた、常識外れの魔法剣士①

			ｋｔ60

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・百足屋ユウコ＋アオキテツヤ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			レイン六歳。魔法を覚える。

			レイン十歳。狩りをしてたら少女に出会う。

			レイン十歳。マリナとイチャつく。

			レイン十四歳。やりまくる。

			レイン十四歳。伝説の英雄に勝利する。

			レイン十四歳。村のために立ちあがる。

			レイン十四歳。イカと戦う。

			レイン十四歳。知識チートを使う。

			レイン十四歳。エルフのリリーナと出会う。

			レイン十四歳。エルフさんを師とあおぐ。

			閑話　話が違う。いい意味で。

			閑話　リリーナさんは、のぞき見エルフ。

			レイン十四歳。トイレを作りたい。

			レイン十四歳。のぞき魔を捕まえる。

			レイン十四歳。学園に誘われる。

			レイン十四歳。転移魔法を覚える。

			レイン十四歳。盗賊に出会う。

			レイン十四歳。盗賊を倒す。

			レイン十四歳。山賊のアジトを壊滅させる。

			レイン十四歳。盗賊を理解する。

			レイン十四歳。奴隷の女の子を手に入れる。

			レイン十四歳。奴隷といっしょに食事する。

			レイン十四歳。バカ貴族を殴る。

			レイン十四歳。筆記試験を受ける。

			レイン十四歳。実技試験を受ける。

			バカ貴族ミーユ。入学式でもやらかす。

			生意気なミーユにおしおき編。

			閑話　ミーユ＝グリフィンベールの事情。

		

	
		
			　

			プロローグ

			　

			　少年は、誰もが一度は異世界に憧れる。

			　異世界に行って、美少女たちに囲まれることを考える。

			　ゲームの世界に吸い込まれる妄想をしたり、物置みたいな暗いところに異世界への扉が繋がっていることを期待したりする。

			　そういうことが、一回以上はあったと思う。

			　しかし成長をすると、そんな気持ちは減ってくる。

			　異世界に行きたいとは思う。

			　異世界に行って、かわいい女の子たちでハーレムを作ったりしたいとは思う。

			　一方で、本気で行けるとは思わない。

			　ゲームをやっても物置を見ても、そこが入り口だとは思わない。

			　それでもどこかで期待している。

			　神秘的な廃(はい)墟(きよ)や森の写真を見ると、ちょっとワクワクしたりする。

			　古本屋でやたら古い本を見つけると、興味を惹かれたりする。

			　オレはまさしく、そんな普通の高校生だった。

			　とある日のこと。

			　古本屋で漫画を立ち読んできた帰り道。

			　いつものように自転車を走らせていると、明かりの灯った廃ビルを見つけた。

			　窓が割れてコンクリートもヒビ割れたビルは、明らかに人が住める建物ではない。

			　それなのに、わずかな明かりが漏れていた。

			　気になったオレは、自転車を止めて中に入った。

			　ジャリ……と小石を踏みしめながら、階段を登る。

			　明かりが灯っていた階層へ、一歩一歩向かう。

			　ダンジョンにもぐっているような気分になって、ちょっとワクワクした。

			　ゴブリンぐらいは、でてきそうである。

			　落ちていた鉄パイプを拾い、剣のつもりで振ってみる。

			　なんか盛りあがってきた。

			（魔王――炎(えん)舞(ぶ)剣(けん)！！！）

			　見られていたら、死にたくなるような名前とポーズをビシリと決めて、高いテンションでビルを登る。

			　しかし目的の階層にいたのは、ゴブリンではなかった。

			　白いマスクを被った連中が、怪しい呪文を唱えてる。

			　何本ものろうそくが灯る空間で、祈るように手をあげている。

			（宗教の団体か……）

			　一見だけで、そうとしか言いようのない光景。

			　常識で言えば、逃げるべき場面。

			　ただオレは、逃げることができなかった。

			　部屋の奥に、女の子がいたからだ。

			　白いワンピースのような服を着たショートカットの女の子が、手首を縛られ壁に貼りつけられたかのようにされている。

			　儚(はかな)げで物(もの)憂(う)げな雰囲気は、オレの心を惹きつけた。

			　生まれて初めて、一(ひと)目(め)惚(ぼ)れをした。

			　教祖らしき男が叫んだ。

			「今宵我らは、この清らかなる処女の心臓を偉大なるアルファゲート様に捧げる！　穢(けが)れたこの世界と別れ、新たなる世界へと旅立つのだ！！！」

			　教祖の言葉に、信者たちがもろ手をあげた。

			　一方、オレの心拍数は跳ねあがっていた。

			（心臓って、そういうことだよな……？）

			　教祖が銀色の剣を抜く。

			　助けを呼んでるヒマはない。警察を呼んでいる時間もない。

			　そう思った途端、オレは心臓が冷えるのを感じた。

			　無心になって、陰から飛びだす。

			　黒い風のように駆けて、教祖に不意打ちを入れた。

			「うぐおっ……！」

			　ガマガエルみたいな顔をした教祖は、カエルみたいな呻きをあげた。

			　オレは鉄パイプを構え、信者たちに言った。

			「逃げるなら、命だけは助けてやらあぁ！」

			「「「ひいいいいいいいいいいっ！」」」

			　信者らの大半は、蜘(く)蛛(も)の子を散らすかのように逃げて行った。

			　しかし残った八人が、オレに殺意と武器を向けた。

			　オレは鉄パイプを握りしめ、信者たちに立ち向かった。

			　気持ちはふしぎと高揚していた。

			　口の端に狂気めいた笑みの浮かんでいることが、自分でもわかった。

			　けれども、あまりに多勢に無勢。

			　六人まではぶちのめしたが、途中で剣を胸に刺された。

			「ぐっ……」

			　直感でわかる。

			　コイツは急所に突き刺さった。

			　しかしここで下がったら、名前も知らないこの美少女が、生け贄(にえ)にされるだろう。

			　ただの男と可憐な美少女。優先すべきは美少女だ。

			　誰だってそうする。オレだってそうする。

			　天秤の片割れに載っているのが自分(オレ)であろうと、そんなことは関係ない。

			　優先すべきは美少女だ！！！

			　しかも少女は、ただの美少女ではない。

			　オレが惚(ほ)れた美少女だ。

			　自分が惚(ほ)れた美少女だったら、命に代えても守るのが男だっ！

			　決死の力を絞り、信者ふたりをぶちのめす。

			　そして近くの住民が、ビルの騒ぎを聞きつけたのだろう。サイレンの音が近づいてきた。

			　よかった……。

			　もう大丈夫だと思ったら、体の力がふわっと抜けた。

			　同時に意識も遠のき始める。

			　それでも少女を安心させてやるべく、微笑みかけた。

			「もう、だいじょう……ぶ…………」

			　オレは教祖が描いたと思しき、魔法陣の上に倒れる。

			　青い輝きがオレを包んだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　消えた意識がふと戻る。

			　背の高い木々と、空をおおう木の葉が見えた。

			「おぎゃ……あ、ああ……」

			　声をだそうとしてみたら、赤ん坊のような声が響いた。

			　オレの脳裏に、教祖の言葉が蘇(よみがえ)る。

			『今宵我らは、この清らかなる処女の心臓を偉大なるアルファゲート様に捧げる！　穢れたこの世界と別れ、新たなる世界へと旅立つのだ！！！』

			　この言葉、字(じ)面(づら)通りに解釈するなら――。

			　

			　異世界への転生。

			　

			　ただの狂人の戯(たわ)言(ごと)かと思いきや、そうでもなかったということか。

			　実際の生(いけ)贄(にえ)になったのはオレの血だけど、発動はするってことか。

			　若返っているのは、たぶん教祖の都合だろう。

			　教祖は中年男性だった。

			　若返る術式も、転生の儀式に組み込んでいたに違いない。

			　けれども、オレは高校生。

			　中年の教祖がちょうどよくなる術式でワープしたから、赤ん坊になってしまったに違いない。

			　不意に森の風が吹く。オレの全身、ぶるりと震えた。

			　寒い。

			　死ぬほどに寒い。

			　単なる空気が凶器となって、地面の冷気が体温を吸い取る。

			　ヤバい。

			　ヤバい。

			　ヤバい。

			　死ぬ。

			　死ぬ。

			　死ぬ。

			　このまま行くと、森の中で凍死する。

			「おっ……ぎゃあ！　ぎゃあ！　ぎゃあ！」

			　助けを呼ぼうとしてみたが、歯のない口では声にならない。

			　死にたく……ねぇ……！

			　つまらない現代だったらともかく、異世界にきたのにっ……！

			　決死の思いで腕を動かす。赤ん坊にとっては背の高い草むらを、這って進んだ。

			　途中で雨も降ってきた。

			　地面がぬかるむ。手のひらが痛い。

			　雷の音が、オレの存在をかき消そうとする。

			　それでも必死に這って進むと、馬車の通り道と思しき空間にでた。

			　馬車の音もした。

			　遠ざかっていく馬車があった。

			　オレは力を振り絞り、あらん限りの声を発した。

			「おぎゃあ……！　ぎゃあ……！　ぎゃあ……！」

			　かすれた声を三回だすが、そこが力の限界だった。

			　どちゃりと崩れる。泥がびちゃりと跳ねあがり、ほっぺたにもかかった。

			（せっかく……。異世界にきたのにな……）

			　オレの意識は、無念の中で遠ざかって行った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　二度と覚めない眠りかと思いきや、そんなことはまったくなかった。

			　パチパチパチ。

			　暖(だん)炉(ろ)独特の音がする。身を包むのは、温かでやわらかな触感。

			　目の前にあるのは、整った顔立ち。メイド服を着込み、カチューシャをつけている美女であった。

			「お目覚めですか？」

			「ばぶうっ?!」

			　驚くあまり、赤ん坊の声がでた。

			「おお、目覚めたか」

			　声をあげたのは、初老の男性だった。

			　人のよさそうな顔つきをして、髪は白くなっている。

			「おお、おお。よかったのぅ。よかったのぅ」

			　初老の男は満面の笑みで、オレを見つめた。

			「捨てられていた赤ん坊を拾うとは……本当に、ご主人様はお人よしでございますね」

			「そうは言っても、見捨てるわけにはいかんじゃろう」

			「そのようなことだから、我が領はいつまでも困(こん)窮(きゆう)しており、屋敷のメイドもわたくしひとりしか雇えないのです」

			「それを言われると辛いのぅ……」

			「まぁ、もっとも、あなたがお人よしだから税率も安く、反乱などが起きないのも事実ではありますが……」

			　メイドの美女は、険しい顔で眉根を寄せた。

			　しかしその声音には、どこかやさしい響きがあった。

			　初老の男の性質を困ったものだと思う一方、好ましくも思っている様子が見て取れる。

			　そうしてオレは、レリクス＝カーティスの養子にして長男。

			　レイン＝カーティスとして育てられることになった。

			　名前の由来は、雨の日に拾われたことだ。

		

	
		
			　

			レイン六歳。魔法を覚える。

			　

			　六年がすぎた。

			　オレは裏庭で父さんといっしょに、剣の素振りをしていた。

			「フンッ！」

			「フンッ！」

			「んっ！」

			「んっ！」

			「ハアッ！」

			「ハアッ！」

			「はっ！」

			「はっ！」

			　上半身を脱いでいる父さんの体には、隆々とした筋肉といくつもの傷跡がついていた。

			　元は有名な魔法剣士だったらしく、功を立てたご褒美として領地を賜(たまわ)ったらしい。

			　今は老いと戦いで負った無数の傷のダメージのせいで、力はかなり落ちている。

			　でもこの父さん、いろいろとおかしい。

			　異世界のお約束として備わっていた鑑定スキルでステータスを見た瞬間、死ぬかと思ったりした。

			　具体的に言うと、こんな感じだ。

			　

			　レベル　４８２００

			　ＨＰ　　５３００００／５３００００

			　ＭＰ　　３９７５００／３９７５００

			　筋力　　４６３８００

			　耐久　　４３０６００

			　敏(びん)捷(しよう)　　４５０５００

			　魔力　　４５７２００

			　

			　なにこれ?!　人間?!

			　道を歩いていたら、魔王とエンカウントしたかのような気分だよ！

			　実際は父さんで味方なんだけど、明らかにステータスおかしいよ！

			　しかもこれ、引退している人だからね?!

			　戦いはやめて、田舎でのんびり暮らすこと考えている人だからね?!

			　この世界の人間はみんなこんなものなのかと考えた時期もあったけど、普通のおっさんは５とか10、傭兵さんでも20とか30だからねっ?!

			　それでも父で恩人だ。

			　剣の稽古をつけてくれるのもありがたい。

			「さぁ、こい、レイン！」

			「はいっ！」

			　オレは木剣を握りしめ、父さんに打ちかかる。

			　二連続で振りおろし、足を引いて薙(な)ぎ払い。

			　ピュウッと鋭い音が鳴る。父さんは、半歩さがって剣をかわした。

			　しかし腹部に、木剣の跡が走る。

			　父さんが、感嘆の声を漏らした。

			「むうっ……！」

			　それからしばらく、オレは父さんと訓練を続けた。

			「お食事ができました」

			「すまないな、メイ」

			「職務ですので」

			　メイと呼ばれたメイドさんは、紅茶とサンドイッチを縁側におろした。

			　オレと父さんは並んで座り、朝の食事をその場で取った。

			「しかしワシに一太刀を入れるとはな。すごいぞ、レイン」

			　父さんはうれしそうに目を細め、オレの頭をやさしく撫でた。

			　オレもとってもうれしくなって、自然と両目が細まった。今の父さんと同じような顔をしているような気がした。

			　前の世界でのオレの父母は、ハッキリ言ってクズだった。

			　殴られたことは何度もあるが、撫でられたことは一度もない。

			　それだけに、この父さんの手のひらは温かい。

			　生まれて初めて愛されたかのような実感を受ける。

			「それではそろそろ、魔法を教えてやるとしようか」

			「魔法、ですか」

			「ワシが使えるのは、そう大した魔法ではないがな」

			「レリクス様で大したことがないと言ったら、この世界から魔術師はいなくなってしまうかと」

			「若いころであればともかく、今のワシではのぅ」

			　父さんは、右手を前に突きだした。

			　どごぉんっ！

			　すさまじい勢いの火球が、父さんの手から飛びだした。

			　暴君のごときそれは、およそ二〇メートル近い距離にある木々を消し炭にして消えた。

			　魔法を知らないオレから見ても、すさまじすぎる破壊力。

			　メイドのメイさんも、唖然として口を開いてる。

			　それなのに、父さんは言った。

			「見ての通りじゃ……」

			　もうガチで、しょんぼりとしている顔だった。

			「無詠唱魔法でこの威力をだしておいて、なにが『見ての通り』なのでしょうか……」

			「しかし若いころには、あの山までは届いていたからのう」

			　メイさんは、渋い顔でため息をついた。

			　人のいい父さんだけど、ちょっとばかり常識がなかった。

			「まぁ、レインに教える分には充分じゃろう」

			「充分どころか、世界も滅ぼせてしまう気がします」

			「冗談がうまいのぅ」

			　オレは本気で言ったのに、父さんは笑った。

			　ゆっくりと立ちあがる。

			「まずは透明なリンゴを持っているようなイメージで、両の手を向い合わせてかざすのじゃ」

			「はい」

			「次に、体内を巡る魔力を両手に集める。ここでものを言うのは、一にも二にもイメージじゃ」

			　言われるままにイメージを作った。両の手が、じんわり温かくなってくる。

			「あとはひたすら、魔力を集中させてれば――」

			　オレの手と手のあいだに、黄金色のイカズチが走る！

			「おお……！」

			　オレは感動に打ち震えながら、森に向かって言ってみた。

			「ライトニング！」

			　イカズチは、鋭角に突き進む。生えていた木にバリリと当たり、一瞬で炎上させた。

			　父さんが、目を丸くして言った。

			「まさか一発目から、成功させるとはのぅ……」

			「しかも使いこなすのが非常に難しいと言われる、雷(らい)属性……」

			「すごいんですか？」

			「うまく練れるようになるのに半年。風なり炎なりをだせるようになるまで一年。効果のある魔法として放てるようになるまで二年はかかるのが常識じゃな」

			「末恐ろしいですね……」

			　メイさんも、そんなふうに言っていた。

			　血は繋がっていないとはいえ、オレも父さんの息子――ということか。

		

	
		
			　

			レイン十歳。狩りをしてたら少女に出会う。

			　

			　拾われてから、十年がすぎた。

			　オレは森で狩りをしていた。

			　木の陰からほんのわずかに身を乗りだして、ターゲットを見やる。

			　直径二メートル級の、角を生やしたイノシシだ。

			　そのツノは普通の生き物とは違い、水晶のように輝いている。

			　オレは鑑定を使用した。

			　

			　名前　なし

			　種族　ホーンボア（ツノイノシシ）

			　

			　レベル　38

			　ＨＰ　　５５０／５５０

			　ＭＰ　　０／０

			　筋力　　４２６

			　耐久　　４１８

			　敏(びん)捷(しよう)　　３８８

			　魔力　　０

			　

			「またモンスターか……」

			　この世界で言うモンスターとは、動物などが変質したものを指す。

			　ツノやツメ、瞳や心臓といった、器官の一部に水晶や宝石のようなものがついているのが特徴だ。

			　もちろん例外はいるが、九割以上がこの特徴に当てはまっている。

			　動物以外でも、長期にわたって月の光を浴びた鉱石や、窪んだ地形に溜まり続けた瘴気(ガス)がモンスター化することもあるらしい。

			　当然強い。

			　手のひらサイズのネズミでも、モンスター化すればライオンぐらいに強くなる。

			　つまりイノシシのモンスターは、かなり危険であるわけだ。

			　それでもオレは、リストを取りだして見やった。

			　父さんがまとめてくれた、『この森にでる動物と、それがモンスター化した場合の危険度』のリストだ。

			　戦っても大丈夫であることを確認し、剣を構えた。

			「魔法剣――サンダーソード」

			　父さんからもらったロングソードに、父さんから教えてもらった要領で魔法をつけた。

			　タンと地を蹴り、身を乗りだした。

			「ハアアッ！」

			　イノシシが気づき、オレのほうを向いてくる。

			　けれども、遅い。

			　オレは金色の斬撃を振るい、ツノイノシシに雷撃を当てた。

			　麻(ま)痺(ひ)したイノシシの首をめがけて、剣を振る。

			　鮮血が舞った。

			　

			　モンスター化した動物は強い。

			　手のひらサイズのネズミでも、モンスター化すればライオンぐらいに強くなる。

			　しかし父さんに教育を受けたオレは、それ以上に強い。

			　っていうかウチの父さんは、魔物化した竜――魔竜を倒したこともある英雄らしい。

			　歴史上でも数えるほどしか報告例のない魔竜だが、少なくとも三ヵ国が総力をあげて、軍事力の九〇パーセントを失う覚悟で討伐するか、国を捨てて裸足で逃げだし、魔竜が動かないことを祈るしかなかった。

			　それをウチの父さんは、たった七人で殺ったらしい。

			　本人曰く、

			『伝承の魔竜より、弱い個体だったんじゃなかろうか……？』

			　という話だったが――。

			『絶対に違います。仮にそうであったとしても、七人で倒すのは非常識です』

			　メイさんは、そんなふうに言っていた。

			　とにかくそんな父さんに育てられたのが、ここにいるオレである。

			　イノシシぐらいの魔物なら、不意を突けば楽勝だ。

			　肉をさばいてたき火を作り、火にかけて焼いた。

			　豚肉にも似た、香ばしい香りが漂ってくる。

			　オレはパラリと本を広げた。

			　魔法に関する本である。

			　父さんの屋敷には、魔法に関する本もたくさんあった。

			　だから適当に借りて、あいた時間に読んでるわけだ。

			「魔法の基本七属性は、炎、雷、風、木、土、水、氷の七つ」

			「これにはそれぞれ、相性がある」

			「後天的に属性を開拓したい場合は、先天資質の属性と相性のよい属性を選ぶべきである」

			「先天資質を調べるには……」

			　そこから先は、父さんから教えてもらった魔力を練るやり方が書いてあった。

			　そこで雷が発現したオレの先天資質は、雷である。

			「でもって雷と相性がいいのは炎か」

			　確かに炎と雷は、親戚みたいなところあるしな。

			　イノシシの肉を軽くかじって、一メートル五〇センチぐらいの木を切った。

			　枝を払って丸太に変えて、地面へと突き刺す。

			　魔力を練りあげ、右手に集め――。

			「ファイアーボール！」

			　集めた魔力はイメージ通り、炎の玉となって丸太を燃やした。

			「っ……」

			　ただし疲労は、ライトニングを放った時よりも大きかった。

			　あとなんか、使用するまでがだるかった。

			　パソコンを覚えたての時、キーボードの文字を一文字一文字確認しながら打っていた時のまどろっこしさに近い。

			　体の細胞のひとつひとつが、〈炎の魔法を放つ手順〉を、逐一確認しているような感じだ。

			（まぁこのへんは、慣れ…………だろうな）

			　オレは火炎魔法のトレーニングも続けた。

			　ちなみに後日、成果を父さんとメイさんに報告したら――。

			『その年で二属性とは、さすがじゃのぅ』

			『その年で二属性とか、おかしいのですが……』

			　みたいな反応をされた。

			　でもこの時のオレは、それがそこまで特別だとは思ってなかった。

			　だから普通に訓練していた。

			　雷だけを鍛えることも考えたけど、いろいろ使えるほうにロマンを感じた。

			　その時だった。

			　背後から、強い光が差してきた。

			　自然界には存在しえない、強烈なまでの青い光だ。

			「なんだっ?!」

			　オレは素早く剣を構える。

			　そこにいたのは――。

			「女の子……？」

			　白いワンピース風の服を着た、整った顔立ちの女の子。

			　年のころは十歳前後。

			　今のオレより、ひとつかふたつ年上といった感じだ。

			　そしてオレはその顔に、見覚えがあった。

			　オレがこの世界にくる直前。

			　怪しい宗教団体に捕まっていた女の子。

			　目の前の子は、その女の子にそっくりなのだ。

			　その女の子を幼くすれば、こうなるという姿なのだ。

			「えっ、ええっと……」

			　オレは剣を鞘(さや)に納めて、なにか話しかけようとした。

			　が――。

			　少女はタンと地を蹴ると。

			　

			　抱きついてきた。

			　

			「会えた………！」

			「ええ……?!」

			「わたしはあの団体に、生(いけ)贄(にえ)になるための存在として育てられた。」

			「あの団体ってのは、儀式やってた……？」

			「うん。」

			　少女は小さくうなずいた。

			「あのあとわたしは、小さな施設に保護された。」

			「施設の人は、みんな親切でやさしかった。」

			「わたしは文字を書くことを覚えて、学校にも行った。」

			　

			「だけどあなたを、忘れることができなかった。」

			　

			「夜寝る時も、朝起きた時も、ごはんを食べている時も。」

			「ずっとずっと、あなたを忘れることができなかった。」

			　矢継ぎ早に言われたオレは、混乱している頭でかろうじて整理した。

			「つまりオレに会いたいばかりに、儀式を再現してこっちにきてみたってこと……？」

			「うん………。」

			　少女は小さくうなずくと、抱きつく力を、ぎゅうぅ………！　と強めた。

			「わたしの………。旦那さま………！」

			　どうしよう。

			　なんだかめっちゃ、好かれてる。

			　悪い気はしない。

			　むしろ最高である。

			　でもどうすればいいのかは、まったくもってわからない。

			「ととっ、とりあえず、戻ろうか。家に」

			「うん。」

			　オレはたき火の火を消した。焼けた肉とまだ残っているイノシシの死体を並べ、意識を集中させていく。

			「空間魔法――アイテムボックス！」

			　ぐにゃりと空間がゆがみ、肉とイノシシを異次元にしまった。

			　実際に使用するには難易度の高い魔法らしいが、イメージしたら簡単にできた。

			「今の………まほう？」

			「ああ、うん。アイテムボックス。けっこうすごい魔法らしいけど、試してみたらあっさり使えた。容量の制限はあるけど、肉とイノシシ運ぶぐらいならできるよ」

			「………。」

			　少女は無言で、オレのことをジ………と見つめた。

			　神秘的な輝きを放つ顔立ちと瞳はとてもまぶしく、オレの顔は熱くなる。

			「なっ、なんか……あった？」

			「なまえ………。」

			「えっ？」

			「あなたの、お名前。」

			　ああ、それか。

			「レインだよ。レイン＝カーティス。レリクス＝カーティスっていうすごい人に拾われて、この世界で生きている」

			「レイン………。」

			　少女は愛おしそうにつぶやくと、改めて言った。

			「レイン、すごい。」

			「オレをきっちり褒めるため、わざわざ名前を聞いてきたの……？」

			「うん。」

			　少女はこくりとうなずいた。そんな仕草も愛らしい。

			「ちなみに、そっちは……？」

			「マリナ。」

			「いっ、いい名前…………だね」

			　オレが褒めると、マリナの顔がぽっと赤らむ。

			「えっ、どっ、どうしたの?!」

			「ほめられて………うれしい。」

			「そんなことで好感度があがるとか、どんだけオレのこと好きなの?!」

			「あなたを追って、異世界にきちゃうぐらい。」

			　そうでしたー！

			　準備を終えて、歩きだす。

			（ぴと………。）

			　マリナは、オレの右腕に腕を巻きつけた。

			（ふにゅっ………♥）

			　まだ十歳ぐらいのはずにしては、大きいおっぱいが当たる。

			　もう本当に大きい。サイズで言えば、ＥからＦはありそうだ。

			　どうしよう。

			　気持ちいい。

		

	
		
			　

			レイン十歳。マリナとイチャつく。

			　

			「ただいま帰りました。父さん」

			「おお、そうか」

			　裏庭にいた父さんにあいさつをしたオレは、アイテムボックスを使った。

			　仕舞い込んでいた獲物を取りだす。

			「ほぅ……イノシシか」

			「はい」

			　父さんは焼けた肉を掴み、がぶりとかじった。

			「この味からすると、魔物化したイノシシのようじゃのぅ」

			「父さんから教えてもらった気配の消し方を使いつつ、魔法剣を使ったらなんとかなりました」

			「そうか……」

			　父さんは、さびしげに目を伏せた。

			　最近の父さんは、なぜかこういう表情を見せる。

			　オレとしては、単純に喜んでほしいんだけど。

			　しかし憂(うれ)いの表情は、ほんの一瞬で消える。

			　すぐにいつもの笑顔に戻り、しみじみとうなずいた。

			「この年でもうイノシシを狩れるとは、将来が楽しみじゃのぅ」

			　そして頭を撫でてくれた。

			「ただし相手と戦う時は、ワシが作った魔物リストに目を通すのじゃぞ？　おヌシが相手にしてもよいのは、Ｄ級以下の魔物だけじゃ。リストに載っていない魔物や、クマのような大型動物が魔物化している場合には、けっして手をだしてはならん」

			「はい、父さん」

			　オレがうなずくと、メイさんがぼやいた。

			「イノシシは、『相手にしてもよい』グループに入るのですね……」

			「イノシシであれば、その通りじゃろう？　これがクマだと危ういが」

			「平均的な騎士団がモンスター化したイノシシを狩る場合、十人から二〇人の編隊を組むのが常であるわけですが……」

			「そうは言っても、ワシがレインの年のころには、三体ぐらいは普通に狩っておったしのう……」

			「…………」

			　メイさんは、もはやなにも言わなかった。

			　いっしょに暮らしていてわかったことだが――。

			　

			　ウチの父さん、常識がない。

			　

			　強さの基準が、色々とぶっ壊れている。

			　それでも自分の基準を押しつけることはしない。

			　無理だと言えば、無理なものとして受け入れてくれる。

			　今回の件にしても、実際にイノシシを狩れている。だから問題はない。

			「ところでレイン。そちらの少女は……？」

			「森で拾った女の子です」

			（こく………。）

			　マリナは小さくうなずいた。人見知りをしているのだろう。オレの後ろに隠れてる。

			　かわいい。

			「ゆくあてなどはあるのか？」

			（こくっ。）

			　マリナは小さくうなずくと、オレにくっつく力を強めた。

			「この人のいるところが、わたしのいる場所。」

			「あはは……」

			　あまりにもまっすぐな発言に、オレは照れた笑いを浮かべた。

			「スミにおけんのぅ」

			　父さんは、にこやかに言った。

			「しかしウチで過ごすからには、家事なり狩りなり、なんらかの仕事はやってもらうぞ？」

			　基本的にやさしいが、甘くはないのが父さんである。

			「うん。」

			　マリナは、小さくうなずいた。

			「レインのお手伝い、する。」

			「それならば…………ふむ。適性を見る限り、まずは魔法の練習からじゃな」

			「はい。」

			　マリナはこくっとうなずいた。

			「魔法の覚え方はいろいろとあるが、ワシが一番と思うのは、やはりこの方法じゃ」

			　父さんは、自然体で立った。

			「透明なリンゴを持つようなイメージで両の手をかざし、魔力を両の手に集める」

			「はい。」

			「そして練りあげることで、その当人にあった属性が、自然と形成されてくるのじゃ」

			「んっ………。」

			　キツいのだろう。マリナの顔が険しくなった。

			「巻物(スクロール)などを使えば容易に覚えることも可能じゃが、威力の面で劣ることが多い。補佐的に使う分にはよいと思うが、メインの属性は自力で習得するべきじゃな」

			「有効な巻物(スクロール)はとてつもなく高価なので、ウチでは買えないという事情もあります」

			　父さんが言うと、メイさんが補足した。

			「んっ、んっ………。」

			「限界と思ったら、休憩を挟んでもよいぞ？　属性を発現させられるようになるまで、一年以上かかるのは当たり前じゃからの」

			　父さんは、マリナを気づかって言った。

			　が――。

			　

			　シャキィン！

			　

			　マリナの手のあいだには、氷の塊(かたまり)が生まれた！

			　それはすぐさま弾け飛んだが、それでも属性の発露はできた。

			「んうっ………。」

			　力を使い果たしたらしい。マリナの膝ががくりと折れた。

			　オレは、がしっと体を支える。

			「大丈夫か？」

			「うん………。」

			　マリナはオレの腕の中で、満足そうにつぶやいた。

			「初日で属性の発露までできるとは……。さすがは、レインが連れてきた少女じゃのぅ……」

			　父さんは、目を丸くして言っていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そのあとマリナは、軽い睡眠を取った。

			　仮眠と休憩と練習を重ね、夕食である。

			　マリナはメイさんが作ってくれた食事を、一生懸命食卓に運んだりした。

			　家事をやるよう言ったりした父さんであるが、実際にやるのはこの程度である。

			　このあたり、甘くないけどやさしい。

			　食事が食卓に並ぶ。

			　メインはもちろん、オレが取ってきたイノシシ肉のステーキだ。

			　じゅうじゅうと立つ音に、濃厚な香りを放つ湯気。

			　ほどよく焼けた焦げ茶色の表面が、なんとも言えず食欲をそそる。

			　オレは静かに手を合わせ、命に感謝して食った。

			　脂が乗った豚肉のような味わいである。

			　うまい。

			　たっぷり満足したあとは、裏庭だ。剣の稽古をつけてもらう。

			　訓練用の剣を持ち、父さんに打ち込む。

			「ハッ、ハッ、やあッ！」

			「うむッ！　なかなか鋭い踏み込みじゃ！」

			　父さんの振りおろしをバックステップで回避して、右手を父さんに伸ばす。

			「ライトニング！」

			　雷は、超高速で突き進む。

			　が――。

			「まだまだじゃあ！」

			　父さんは、木剣で雷を切った。

			「うそおっ?!」

			　勢いのまま突っ込んできて、オレの胴に寸止めが入る。

			「うぐっ……」

			「ここまでのようじゃの」

			「はい……」

			「しかし魔法でも一撃を入れられるとは、レインの上達はすさまじいのぅ」

			　切断されていたと思っていた魔法だが、わずかな破片が当たっていたらしい。

			　父さんが着ている服の肩のあたりが、じんわり裂けて焦げていた。

			　ただし皮(ひ)膚(ふ)には、わずかな跡すらついてない。

			　服が焦げるような熱を受けても、本人は平然としているのがウチの父さんである。

			「本当に、将来が楽しみな子じゃ」

			　父さんは、いつものように笑うのだった。

			　そして夜がきた。

			　部屋の前で、マリナに軽いあいさつをした。

			「オレの部屋はすぐ隣だから、なにかあったらすぐこいよ？」

			「うん。」

			　マリナがうなずいたのを見計らい、オレはひとりで部屋へと入る。

			　腰に帯びていた剣を外して、服を脱ぐ。簡素なる寝巻に着替え、天(てん)蓋(がい)つきのベッドに入る。

			「ふー……」

			　いろいろなことがあったせいだろう。万感のため息が口からもれた。

			　すると違和感。

			　体の横に、奇妙な違和の感覚があった。

			「………。」

			　マリナであった。

			　マリナがオレのベッドの中で、頬を赤くしてオレを見ていた。

			「ええっ?!」

			　オレは思わず後ずさる。

			　どんなスピードで着替えたのだろう。

			　マリナは薄くて色っぽい、ネグリジェみたいな服を着ていた。

			「どっどっどっどっ、どうしているの?!」

			　マリナはオレの服の裾を掴んで、まっすぐに言った。

			「なにかあったら、こいって言った。」

			「なにか、あったの……？」

			「うん。」

			　マリナは、小さくうなずくと言った。

			「さびしい。」

			「へ？」

			「『離れたらさびしい』が、わたしの中にあった。」

			「ええっと……」

			　オレはなにも言えなくなった。

			　理由としてはかなりひどいが、そこまで慕ってくれるのはうれしい。

			　そもそもオレはマリナに対し、強い好意を持っている。

			　前世では、命を賭けて助けたぐらいだ。

			　こうやって迫られて、悪い気がするはずがない。

			　けれども、どうなのであろう。

			　実年齢は二〇を超えているだろうけど、身長的には十歳のオレとマリナが～～～ってさ！

			「それと、もうひとつ………ある。」

			「もうひとつ？」

			「わたし………びょうきなの。」

			「びょうき……？」

			「うん。」

			　マリナはうなずき、静かに言った。

			「ぜったいに治らない、ふじのやまい。」

			　オレの気分が、急激に重くなる。

			　不治の病。

			　治らない病気。

			　自身を苛(さいな)む苦しい痛みに耐えながら、死に怯える毎日をすごす日々。

			　そんなイメージが頭に浮かんだ。

			　マリナの頼みを、できる限り聞いてやりたくもなった。

			　地球ならともかく、こっちなら治せるかもしれないし。

			　そんな期待も密かに込めて、オレはマリナに問いかけた。

			「なんていう病気なの……？」

			　マリナは、薄い桜色の唇を、ゆっくりと開いて言った。

			　

			「あなたのことが………好き好き病。」

			　

			　…………。

			　………………。

			「え………………？」

			「あなたのことが好き好きすぎて、いつも頭があなたばかりで、離れているとさびしくなったり、いっしょにいても切なくなったりしちゃうびょうき。」

			「ええっと……」

			　戸惑うオレに、マリナは抱きついてきた。勢いのまま、オレはマリナに押し倒される。

			「十年ずっと、想ってた。」

			「十年ずっと、さびしかった。」

			「十年ずっと、毎日毎朝毎晩毎昼。あなたのことばかり考えていた。」

			　

			「十年ずっと、夢の中にもあなたがでてきた。」

			　

			　マリナは体をこすりつけつつ、熱烈に告白を続けた。

			　胸元のふくらみや太もものぬくもりが、オレの体にこすれまくった。

			　声音の吐息が耳をくすぐり、オレの理性は死にそうだった。

			「わたしのびょうきは、十年、ずっと、なおらなかった。」

			　言い切ったマリナは、体をゆっくりと起こした。

			　オレの手を取り、自身の胸へといざなって言う。

			「わたしの、お医者さんになってください………。」

			　そしてマリナは、オレの唇に唇を重ねた。

			　痺(しび)れが走るほどに気持ちのいいキスをして、唇を離す。

			　そこがオレの限界だった。

			　マリナを抱きしめキスをした。

			　かわいいかわいいマリナに向かって、お医者さんプレイをやってしまった。

			　唇による唇への検査から始まって、おっぱいへの触診。

			　そして注射だ。

			　針と呼ぶには太すぎる注射をマリナに差し込み、白い薬を二桁はだした。

			　

			　ちなみに指でいじる時は、爪を切ってヤスリをかけた。自分のほっぺたや首筋を引っかいても痛くないほどの深爪だ。自分の体でやって痛いような爪の長さで女の子の体をいじったら、さらに痛いに決まってる。大切なマリナに、そんなことはできない。

		

	
		
			　

			レイン十四歳。やりまくる。

			　

			　一晩あけて朝がきた。スズメとよく似た鳥の鳴き声で目を覚ます。

			「病気、すこしは治まった？」

			「うん………♪」

			　マリナは小さくうなずいた。

			　オレは軽いキスをして、ベッドから降りた。服を着ようとクローゼットに向かい、ドアの下から紙がでていることに気づいた。

			「……？」

			　何気なく拾う。

			　そこには父さんの文字で、ハッキリとあった。

			　

			　今日から三日は、完全自由休養日とする。

			　ふたりそろって、存分に励むがよい。

			　食事と水も、たっぷりと用意してある。

			　レリクス＝カーティス

			　

			　父さ――――――――――――――――――――――ん！！！

			　オレは声なき悲鳴をあげた。

			　二桁近くやっておいて言うのもなんだが、公認されると恥ずかしい。

			　エロ本が見つかった時の気分って言えば、ご理解いただけるだろうか。

			（………。）

			　マリナがオレの背中にくっつき、父さんのメモ書きを見つめていた。

			　オレの肩にちょこんと頭を乗せていて、とてもかわいい。

			　メモを見たマリナは、ぽつりと言った。

			「いっぱい………できる♪」

			「まだするのっ?!」

			「………。」

			　マリナはほっぺを赤くして、ぽつりと言った。

			「三万、六五〇〇回は………したい。」

			「どこからでたの?!　その数字！」

			「一日十回、三百六十五日。十年分で計算するとそうなる。」

			　一日十回という狂った前提を見さえしなければ、なにひとつ問題のない計算であった。

			　でも一日十回という前提が、とてつもなくおかしい。

			　これがまともだって言うんなら、トンカツを載せまくったパフェだってヘルシーだよ。

			「あなたのことが好き好き病は、十年、ずっとだったから………。」

			　しかしそんなふうに言われると、そのいじらしさが愛らしい。

			　オレはマリナを押し倒し、病気の治療をしてやった。

			　マリナは途中で疲れていたが、不眠不休でがんばった。

			　十年分はさすがに無理だが、三日で三ヶ月分はやった。

			　無理だ無理だと思っても、やってみればできるものだ。

			　無理って言うのは、ウソツキの言葉だね！

			　そんなこんなで、『お楽しみの三日間』は、あっという間に過ぎ去った。

			　マリナはベッドに四肢を投げだしぐったりとしていたが、顔は満足そうだった。

			　しばし休んだのち、三日ぶりに服を着て、三日ぶりに外にでた。

			　外の空気は爽やかだった。

		

	
		
			　

			レイン十四歳。伝説の英雄に勝利する。

			　

			　四年がすぎて、オレは十四歳になった。

			　荒野で、父さんと戦う。

			　刃を落としたミスリル銀の剣を振るって、父さんと打ち合う。

			　ガリギャギャギャ。

			　打ち合うたびに火花が飛び散る。

		

	
		
			[image: p048.jpg]
		

	
		
			「唸れ雷炎・ライトニングファイア！」

			「必防奥義・避雷剣！」

			　オレの放った雷炎魔法に、父さんは剣の切っ先を当てた。

			　父さんの剣は、雷撃と熱の両方を吸った。

			　だがエネルギーは消えない。

			　凶器と化しているエネルギーは、刀身を伝って父さんの手に向かう！

			　それはコンマ一秒にも満たない、神速の速度。

			　常識で言えば、剣から伝わる雷撃と熱が腕を焼く。

			　でも父さんに常識はなかった。

			「ふぅんっ！」

			　剣を握る手に雷炎が届くより早く、自身の剣を鋭く振るった。

			　あさっての方角に、溜まった力を飛ばしてしまう。

			　遠方にあった巨岩に、巨穴があいた。

			　差していた傘に雷が落ちてきた瞬間、傘を放してダメージを回避するかのごとき人外技だ。

			　しかしさすがの父さんも、今の技では隙が生まれる。

			「凍(い)てつき尽くせ――イズベルアイス！」

			　マリナの魔法で父さんの足元に魔法陣が生まれ、氷山がせりあがった。

			　父さんは、氷漬けになる。

			　それでも氷の中で熱を発して――。

			「ハアアッ！」

			　

			　砕いた。

			　

			　ウチの父さんの場合、氷漬けになったぐらいではなんともない。

			　バラバラに砕けた氷が、散弾となってオレたちに向かうっ！

			「ファイアーボール！」

			　オレは軽く魔法を放ち、タンと地を蹴り突っ込んだ。

			　氷のツブテが体に当たるが、ファイアーボールのおかげでもろい。

			　当たった端から砕け続ける。

			　オレは一直線に駆け抜けて、剣を父さんの胴体にっ！！！

			　その一撃は、完全なる寸止めを入れた。

			　もしも本物の剣でその気になってさえいれば、父さんは真っ二つである。

			「うぅむ……」

			　感嘆の声を漏らした父さんは言った。

			「ワシの負けじゃなぁ」

			　訓練が終わったので、お弁当である。

			　父さんが狩ってきたホーンラビットの肉と、家から持ってきた果物などを広げる。

			　父さんとオレは肉派だが、マリナは持ってきた果物派である。

			　ハチミツみたいな琥(こ)珀(はく)色をしたハニーアップルを両手で持って、かぷりと咥える。

			（かぷ………。しゃくしゃくしゃく。こくん。）

			（かぷ………。しゃくしゃくしゃく。こくん。）

			「おいしい？」

			「うん。」

			　マリナはリンゴで唇を隠しつつ、こくりと小さくうなずいた。

			　このハニーアップルは、マリナのお気に入りである。一日一個は食べている。

			　おかげでマリナとキスをすると、リンゴの匂いがしたりする。

			　それは甘く爽やかで、思わずマリナの胸元の果実も収穫したく……このへんにしよう。

			「しかしふたりに組まれると、ワシも勝てなくなったのぅ」

			「でも父さんは、全力じゃありませんよね？」

			「確かに加減はしておるが、おヌシたちを殺さぬためじゃ。『殺さない範囲での』という意味では、先刻の戦いが全力じゃ」

			　父さんは、肉をがぶりと噛み千切る。

			「十五にも届かぬ年齢でありながら、雷と炎の二属性を使用。おまけに剣技も、そこらの聖騎士であれば圧倒できるようになっているのが今のおヌシじゃ。その実力は、自信を持ってもよいぞ？」

			「ありがとうございます」

			（くい。くい。）

			　マリナがオレの袖を引く。

			　オレのことを（じぃ………。）と見つめ、父さんのほうをチラと見た。

			「自分のほうはどうなのか、父さんに聞いてほしいって？」

			「うん。」

			　マリナは小さくうなずいた。

			「おヌシのほうは…………氷属性がピカ一じゃのぅ。単純な力では剣も魔法もレインに劣るが、属性が違うということで役に立てることも多いはずじゃ。大陸で三指に入る魔術師になれる素養もあるじゃろうな」

			「すごいな、マリナ」

			「ん………♪」

			　マリナはうれしそうだった。

			　暮らしの中でもベッドの中でも大人しいマリナだが、地味に戦い好きである。

			　特にオレとの模擬戦は、かなりイキイキやっている。

			「それではワシは、一足先に帰るとしよう」

			　父さんは立ちあがり、足にググッと力を込めた。

			　ドゥンッと高く飛び跳ねる。

			　森を越え、あっという間に見えなくなった。

			　魔法のような跳躍だったが、名前をつけると『ただのジャンプ』だ。

			　本当に、あの人はおかしい。

			　ただオレは、訓練とはいえあの人に勝てるようになった。

			　そう思うとうれしい。

			　気分が思わず高揚してくる。

			　空を飛んでみたいなとも思う。

			　ジャンプで飛ぶのは無理にしても、なにか別の方法で。

			（一番簡単なのは風魔法だけど、オレはまだ使えない。火炎魔法にしても、体を宙に浮かすほどの出力はだせない。それ以外としては、ヘリコプターとか、飛行機か……）

			　機械そのものを作るのは無理にしても、機械の原理を使ったなにかはできないものか。

			　考えていると、マリナの姿が視界に入った。

			　ふたつ目のリンゴを両手で持って、かぷかぷと咥えてる。

			　それを見てたら閃(ひらめ)いた。

			　純粋な意味で〈飛ぶ〉というのとは違うが、爽快感はありそうなアイディアである。

			　想像したらワクワクしてきた。

			　ついでにちょっと、ムラムラしてきた。

			「マリナ」

			　手首を掴んでリンゴをどかし、その唇にキスをした。

			　一息に押し倒す。

			　マリナのリンゴが、ころりと転がる。

			「あっ………。」

			　オレはマリナの巨乳を握り、たぷたぷとゆらした。

			　オレが毎日もんでるせいか、今やオレの手を挟めるぐらいには大きくなってる。

			　実際いろいろ、挟んでもらったりしてる。

			　手とか、顔とか、おちんちんとか。

			「ふたり切り……だしさ」

			　マリナは頬を赤く染め、オレの視線から目をそらす。

			「ここ………外。」

			「外のマリナもかわいいよ」

			「えっち………。」

			　オレはマリナにキスをして、リンゴの香りを楽しんだ。

			　太ももをこすらせもじもじしているマリナの足をグイッと開かせ、ぐちゅっと挿れた。

			　しっかり愛撫していたおかげで、ぐっちゅぐちゅになっている。一突きごとにマリナの性器もオレの性器もとろけて溶けて、混ざり合っていくかのような感じだ。

			　そのまま抜かずに、三発分は楽しんだ。

		

	
		
			　

			レイン十四歳。村のために立ちあがる。

			　

			　マリナを味わい家に帰ると、客間で父さんが話を受けてた。

			　相手はすこしくたびれた服を着たおっさんだ。辺(へん)鄙(ぴ)な村の村長といった風貌である。

			「と……言うわけなのでございます」

			「それは確かに、困り者じゃのぅ……」

			「どうしたんですか？　父さん」

			「おお、レインか」

			「…………」

			　オレが会話に割って入ると、おっさんは露骨に顔をしかめた。

			「悪いけど、坊や。今おじさんは、大切な話をしてるんだ」

			「気にすることはないじゃろう。ふたりは確かに子どもじゃが、童(わつぱ)ではない。少なくともワシは、ふたりに年不相応な『知』を感じることがしばしばある。魂だけが、奇妙に成熟しているかのような――と言えば、わかりやすいかのぅ」

			　オレもマリナも、地球からの転生人だ。

			　その説明は、完璧に正しい。

			　ただオレは、地球からの転生できていることを話していない。

			　隠しているわけではないのだが、わざわざ言うこともないと思っているからだ。

			　なのにこんなピンポイントで当ててくるとか……。

			　ウチの父さん、マジですげぇ。

			「領主さまが、そうおっしゃるのであれば……」

			　おっさんは、不承不承にうなずいた。話を一からしてくれる。

			　一通り聞いたオレは、簡単にまとめた。

			「流行り病が村にきた。いつもなんとかしてくれる治癒魔法師に依頼をしたけど、今回は外せない用事があって、時間がかかる…………ということですか」

			「あっ、ああ」

			　おっさんは、ハトが豆鉄砲を食らったような顔でうなずくと言った。

			「坊やは……いったいいくつなんだい？」

			「今年でちょうど十四歳ですかね」

			　おっさんは、感嘆のため息をもらした。

			　今のオレ、この世界の十四歳としてはかなりしっかりとした受け答えしたもんな。

			「ちなみにその病気ですが、どのような症状がでるのですか？」

			「それは……、恐ろしい病です…………」

			　おっさんは、深刻な顔をして語った。

			「水のような下(げ)痢(り)が起こったかと思ったら、顔は青ざめ体は痩せて、最後は干からびたようになって死に至ります」

			「なるほど……」

			「治癒魔法師であるリリーナさまが、病気であると断定するまでは、呪いであるとさえ思われておりました」

			　確かに知らない人が見たら、そう思うのも無理はない。

			　しかしオレには、その症状をもたらす病気に覚えがあった。

			「その症状…………下(げ)痢(り)が一番最初ですよね？」

			「はっ……はい」

			「しかもほかの症状は、下(げ)痢(り)が長く続いたあとに、初めてでてくる」

			「おっしゃる通りでございます……」

			　おっさんは、唖然と目を見開いていた。

			「一部を聞いただけでそこまで見通してしまうとは、伝説の賢者さまのごとしですな……」

			　くすぐったいほどの褒め言葉だったが、オレは軽く流して言った。

			「その病気なら、なんとかなるかもしれません」

			「治療法まで、おわかりになられるのですかっ?!」

			「治癒魔法師さんがくるまでの延命でしたら、確実にできると思います」

			「えっ……？」

			「はい……？」

			「なん……じゃと？」

			　メイさんとおっさん、父さんの三人が同時に驚く。

			「………。」

			　マリナにしても、目を丸く見開いて驚いていた。

			「この領の近くに海はありますか？　父さん」

			「西に八〇キロスほどゆけば、大きな砂浜があるのぅ」

			　父さんは、アゴをさすってつぶやいた。

			　ちなみにキロスは、この国での単位だ。一キロスで一キロと思えば、だいたいあってる。

			「危険なモンスターも何種かでるが……ワシとおヌシなら大丈夫であろうな」

			「わかりました。すぐにでましょう」

			「海でなければならぬのか？」

			「大量の塩があるなら、海でなくとも構いませんが」

			「ある程度ならこの屋敷でも用意はできるが、大量の――となると難しいの」

			「それならやっぱり、海がいいです」

			「それではすぐにでるとしようか」

			「いっ、いきなりでございますか?!」

			　戸惑うおっさんに、オレは言った。

			「村の人たちは、のんびりしていても構わないぐらいに元気なのですか？」

			「レリクスさまと似てまいりましたね……」

			　メイドのメイさんが、ハアッとため息をついた。

			　なんてこった。

			　この非常識な父さんと、いっしょくたにされてしまったぜ。

			　感謝も尊敬もしてるけど、それとこれとは別問題だ。

			　だが父さんは、オレの命の恩人だ。その父さんの領民が困っているのだ。

			　なにもしないわけにはいかない。

			「それでは行くかの」

			「はい」

			（こくっ。）

			　簡素な旅支度を終えた父さんが言うと、オレとマリナはうなずいた。

			　おっさんが、馬ぐらいの大きさをした鳥を引いてやってくる。

			「それではせめて、これをお使いください。わたしがここにくるのに使った、巨大鳥のククルーです」

			　それはこの世界で馬の代わりに使われる、乗り物用の鳥である。

			　地球の馬がそうであったように、急ぐ時にはコイツを使うのが一般的だ。

			　速さなんかは馬やドラゴンに劣るものの、飼育がしやすく人気が高い。

			『劣る』と言っても、自転車ぐらいのスピードはでるしね。

			　だが父さんは、ナチュラルに首をかしげた。

			「急ぐ旅なら、いらんじゃろう……？」

			「えっ？」

			「いや……じゃから、急ぐ旅なら、ククルーではなく、二本の足で進むべきじゃろう？」

			　父さんは、ガチの本気で言っていた。

			　車に乗ってでかけようとしたら、自転車を勧められた人みたいにきょとんとしていた。

			　実際この父さんであれば、馬や竜より速く走れると思う。

			　だからって、それが常識のように言われても困る。

			　さすが父さんである。

			「ワシは、先に行っておるでの」

			　とだけ言い、タンと地を蹴り走りだす。

			　そのスピードは、Ｆ１――は言いすぎにしても、自動車ぐらいは余裕ででていた。

			　日本にいたら、速度違反で捕まりそうなレベルではある。

			　ＵＴＭＯ。

			　ウチの父さん、マジでおかしい。

			「さすがは、魔竜殺しの伝説を持つ領主さまですな……」

			　おっさんは、感嘆してつぶやいた。オレとマリナのほうを見て言う。

			「ぼっちゃまとお嬢さまは、いかがなされますか？」

			「乗って行ってもよいのですが、試してみたい魔法がありますので」

			　それはついさっき閃(ひらめ)いた、空を飛ぶ方法である。

			「その若さで、魔法を……?!」

			　おっさんは、目を丸くしてオレを見た。

			　このおっさん、この一日で一生分は驚いている気がする。

			　オレは視線を受けつつも、青銀の板を持ってきた。

			　剣や鎧(よろい)に使われることの多い、頑丈な金属だ。

			　かなり大きく、オレの身長ぐらいはある。

			「サンダーソード！」

			　魔法剣を発動させて、すこし大きなビート板ぐらいに裂いた。

			　板に乗ったオレは、オレのマリナを抱きあげる。いわゆるひとつの、お姫さま抱っこ。

			（………！）

			　オレの意図を理解していないマリナは、驚いたように目を見開いた。

			　しかしすぐさま気を取り直し、なでられた猫のように（きゅうぅん………♥）と目を細め、オレのほっぺに頬ずりしてきた。

			　かわいい。

			　でもオレがしてほしいのは、それじゃない。

			　オレはマリナに耳打ちし、してほしいことを頼んだ。

			「うん。」

			　マリナは小さくうなずくと、右手をヒュンッと小さく振るった。道が軽く凍りつく。

			　氷の道の完成だ。

			　幅は一メートル程度だが、長さは三〇メートル近くある。

			　先っぽのほうは、スキーのジャンプ台のように反りあがっていた。

			「むっ、無詠唱で、この規模の……?!」

			「マリナは、父さんが認めた天才なので」

			　オレは一言そう言うと、自身の魔力を溜めていく。

			　雷とも炎とも言える雷炎の力を溜めて、足場の板に移してく。

			「あと治療には、大量の水が必要となります。それも用意しておいてください」

			「はっ、はいっ！」

			　おっさんにそれだけを言って、紅と黄色の混ざったイカズチを、バチバチと鳴らし――。

			「ゴオッ！」

			　一息に発射。

			　超加速したボードは、氷の道を超高速で突き進む。

			　反りあがった氷の道の先端へと突き進み――。

			　大ジャンプッ！

			　気持ちいい風を全身に浴びて、マリナといっしょに着地する。

			　蛇行気味にゆれ動き、炎の出力をわずかに落とす。

			　ほんのわずかに減速し、体勢を整えて再加速。

			　ギュオンッと空気の裂く音が聞こえ、白い風となって走る。

			　陸上サーフィン、フゥー！

			（………♪）

			　マリナも気持ちいいらしい。一見すると無表情だがほんのり頬を紅(こう)潮(ちよう)させて、地面の先を指差している。

			　マリナが指を差すと、茶色の地面は順々に凍った。

			　ヤバいな、これ。

			　本当に気持ちいい。

			　バイクに乗っているみたいな気分だ。

			　風になっていると、父さんの背中が見えてきた。

			　オレは出力をあげて、一気に追いつく。

			「それは……なんなのじゃ？」

			「さっき作った乗り物です」

			「さっき作った…………じゃと？」

			「父さんみたいに跳べないかと思って考えてみたら、閃(ひらめ)いたので作ってみました」

			「作ってみましたの一言で、そのような乗り物を作ってしまえるというのか……」

			　父さんは、あきれと感嘆が混ざったような目でオレを見つめた。

			　その目は〈急ぐ旅なら、ククルーではなく、二本の足で進むべきじゃろう？〉と言った父さんを見つめる村のおっさんを彷彿とさせた。

			　え……。

			　待って。

			　これはまだ、セーフだよね？

			　そんな非常識じゃないよね？

			　おかしいかどうかで言ったら、こんなマシンの横を普通に走ってる父さんだよね?!

			　っていうかホント、なんで普通に並走してるのっ?!

			　時速で言うと、八〇キロはでてるんだけどっ?!

			　オレは言い訳や驚きをくり返しながら、父さんと並んで砂浜へ向かった。

		

	
		
			　

			レイン十四歳。イカと戦う。

			　

			　砂浜に行くと、イカの群れが穴を掘ってた。

			　なにを言われているのかわからないかもしれないが、そのままの意味である。

			　直径三〇センチぐらいのイカの群れが、あちこちに穴を掘ってる。

			　若干デフォルメされているかのような、かわいらしいフォルムが特徴だ。

			　

			　モンスターの印(しるし)である宝石は、イカのトレードマークである三角な頭の中央にあった。

			「ビーチ・スクイッドか」

			「知ってるんですか？　父さん」

			「名前の通り、砂浜(ビーチ)に住んでいるイカ(スクイツド)じゃ。時期になると上陸し、砂や土の中にタマゴを産むのじゃ。長期にわたってほうっておくと砂浜(ビーチ)が削られ、陸地の面積が減ってしまう」

			「それなら、倒したほうがいいですか？」

			「危険なモンスターを、用心棒にしていることもあるしの」

			　父さんは、小さくうなずきつぶやいた。

			「しかしこの地方には、いないはずのモンスターなんじゃがのぅ……」

			　不穏な話も聞こえたが、剣を構える。

			　ちょっと可哀想な気もするが、間引かなければ仕方ない。

			「できるだけ経験も積みたいので、父さんはサポートメインでお願いします」

			「うむ」

			「サンダーソード！」

			　オレは魔法を剣に走らせ、タンと地を蹴り躍りだす。

			「せやあっ！」

			　剣を振るえば雷撃が飛びだし、イカたちを焼いた。

			〈〈〈ぴぎぃー！〉〉〉

			　イカの半数が海へと逃げて、もう半数が怒りに震えた。

			　最前列の一体が触腕を伸ばす。

			　身をのけぞって回避した。

			　別の二体がスミを吐く。

			（ん………。）

			　マリナが右手をツイッと伸ばして、イカのスミを凍らせた。

			　が――。

			　

			　氷の壁をぶち破った砲弾のごとき影が、オレの腹部にぶち当たるっ！

			　

			「ごほっ！」

			　みぞおちに鋭いのが入り、オレはちょっと痛かった。

			　足元を見れば、どろりととろけた球体のようなものが転がっていた。

			（なんだこれ……？）

			　と思う間もなく、追加の砲弾が飛んでくる。数は八つ。

			「オラァ！」

			　オレはサンダーソードを振るいまくって、一瞬で撃ち落とす。

			「ビーチ・スクイッドのタマゴじゃな。硬質のカラに覆われた自身のタマゴを、やつらは武器としても使う。自身の口から、砲弾のように放つのじゃ」

			　なんてひどい生態だ。

			　クワガタのメスは、エサが不足すると自分が産んだタマゴを食べることもある――って話を思いだす。

			　心の中にちょっぴりあった可哀想って気持ちが、粉々になって吹き飛んだ。

			　オレは戦闘を再開した。

			　鋭く伸びた触腕の先を切り裂いて、右の手からファイアーボールを放つ。

			　一匹、二匹をイカ焼きにして、三匹目には雷を落とす。

			　イカスミがくればジャンプで回避し、戦いながらも視野は広げる。

			　飛んできたタマゴは、身を翻(ひるがえ)して回避した。

			　砂の足場は戦いにくいものがあったが、なんとかなった。

			　マリナのほうはシンプルに、イカを氷漬けにしている。

			　海に住んでいるイカは体表が塩水で覆われているせいか、ちょっと凍りにくかった。

			　マリナは、それがちょっぴり不満そうであった。

			　イカは六〇近くいたと思うが、残り十体になったら逃げた。

			　オレはひとまず、剣をしまった。

			　その時だった。

			　不意に背後に怖気を感じた。

			「レイン！！！」

			　父さんの声もして、オレは反射で地を蹴り跳ねた。

			　どごぉんっ！

			　オレの立っていた足場に激しい衝撃が入り、砂が間欠泉のように舞いあがった。

			　視線の先には――――。

			　

			　なにもない。

			　ただの景色が広がっている。

			　

			　それでもオレは、とりあえず叫んだ。

			「ライトニング！」

			　虚空を走る雷撃は、しかし途中でなにかに当たった。

			〈ＰｉＧｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉ！！！〉

			　悲鳴があがり、見えない脅威が振るわれる。

			　オレは空気の流れでそれを感じて、右に左に回避した。

			　やがてそいつが、姿を現す。

			　それは巨大なクラーケン。

			　二階建ての一軒家ぐらいの高さを持った、とても巨大なイカである。

			　マリナを守っていた父さんが、マリナといっしょにやってきて言った。

			「大王スクイッドじゃな」

			「知っているんですか？　父さん」

			「名前の通りの、大王なイカ(スクイツド)じゃ。ビーチ・スクイッドが雇うモンスターとしては、比較的ポピュラーな種でもある」

			「そうなのですか……」

			「しかし擬態化も使える個体は、見るのも聞くのも初めてじゃのぅ……」

			　となるとけっこう、レアで危険なモンスターってことか。

			　オレは鑑定を使用してみた。

			　

			　名前　なし

			　種族　大王スクイッド

			　レベル　２２７０

			　ＨＰ　　５８９２０／５８９２０

			　ＭＰ　　０／０

			　筋力　　４２８８０

			　耐久　　５３５８０

			　敏(びん)捷(しよう)　　１２２００

			　魔力　　０

			　

			　安全に倒そうと思えば騎士が十人ぐらい必要な、ホーンボア（ツノイノシシ）はこうである。

			　

			　レベル　38

			　ＨＰ　　５５０／５５０

			　ＭＰ　　０／０

			　筋力　　４２６

			　耐久　　４１８

			　敏(びん)捷(しよう)　　３８８

			　魔力　　０

			　

			　父さんですら知らないスキルを持っている、変異種なだけはある。

			　常識で言えば、かなりヤバいモンスターだ。

			　でも父さんに鍛えられたオレのステータスは、こんな感じだ。

			　

			　レベル　１０２４０

			　ＨＰ　　１０７０４０／１０７０４０

			　ＭＰ　　８４０９４／８４２９４

			　筋力　　９３６６０

			　耐久　　９０３０８

			　敏(びん)捷(しよう)　　９１９０１

			　魔力　　９３２２１

			　

			　わりと勝てそうな感じで、ちょっとばかり気がゆるむ。

			　それでも一応、剣を構えた。

			　こちらを警戒しているイカは、触手を動かし威(い)嚇(かく)している。

			　その姿たるや、迂(う)闊(かつ)に近づいたものをすべて絡め捕りそうな雰囲気がある。

			　女の子とか捕まえて、うにょうにょしそうな雰囲気がある。

			　女の子とか、捕まえて……。

			　オレはちょっぴり変な気分で、マリナのほうを見やってしまった。

			　マリナはオレをまっすぐに見つめて、まっすぐに言った。

			「わたし、捕まったほうがいいの？」

			「なに言ってんの?!」

			「レインが、期待しているような気がした。」

		

	
		
			[image: p074.jpg]
		

	
		
			　当たってる！

			　でもまさか、正直に言うわけにはいかない。

			　ここはウソになってしまうが、ハッキリ否定しておこう。

			「そんなことはないアルよ！」

			　しかし自分にウソはつけず、似(え)非(せ)中国人みたいな本音がでてきた。

			　やましい気持ちは、人種も変えるっ……！

			「ばか………。」

			　頬を染めて言ったマリナは、律儀に捕まってくれた。

			　触手に絡まれ、エロい姿になってくれる。大王スクイッドの体液の作用なのか、服やパンツが、ほのかに溶け始めたりもした。

			　守りたい、この眼福。

			「なにをやっとるんじゃ?!」

			　父さんは目を見開いて、自身の剣に手をかけた。

			「落ち着いてください、父さん！」

			　変なテンションになっていたオレは、父さんを抑えて叫んでしまった。

			「あのイカは味方です！！！」

			「おヌシはなにを言っているんじゃ?!」

			「邪魔をするなら、父さんだろうと容赦はしません！」

			「ワシは……育て方を誤ったのか…………？」

			「育て方の問題ではありません！　オレが生来所得していた、魂の問題です！」

			　オレはガチで剣を構えた。

			　マリナは致命的なダメージは食らわないよう、器用に触手を凍らせていた。

			　しかしながら細い触手を、首にプスリと刺されてしまった。

			　痺(しび)れ毒だったのだろう。ぐったりとしてしまった。

			　巨大なイカが口をあけ、マリナを飲み込もうとした。

			「捕食は許さんっ！！！」

			　オレは素早く自身の剣に、雷を流し込んだ。

			　一直線に地を蹴って、イカの触手をぶった切る。

			　マリナをしっかり抱きとめて、荒ぶるイカにファイアボルト。ファイアーボールと雷魔法の混合技だ。

			　その一撃で、イカはあっさり黒焦げになった。

			「一撃……じゃと？」

			「ファイアーボールトは、海水をよく伝う雷の性質に、体を焼き焦がす炎の性質も加わっている魔法ですからね。海の生き物にとっては、クリティカルだったんだと思います」

			「それにしても、一撃で倒せるのはすごいのぅ」

			　父さんは、しきりに感心してくれた。

			「とりあえず邪魔者は排除したが、どうやって持って帰るんじゃ？」

			「そこはマリナの力を借ります」

			　オレは、オレにお姫さま抱っこされているマリナを見やった。

			　体は麻(ま)痺(ひ)したマリナだが、魔法自体は使えるらしい。

			　小さくうなずき、海に向かって指を伸ばした。

			「ん………。」

			　すこしキツそうにしながらも、海の水を凍らせる。

			　ある程度凍らせて、オレのアイテムボックスに入れる算段である。

			「なるほどのぅ」

			　父さんは、心静かにうなずいた。

			　十分か二〇分が経って、かなりの量の海水が凍った。

			「うむ」

			　父さんが、なぜかおもむろに近づいた。

			　そして――。

			「ふうぅんっ！」

			　

			　一軒家ほどはある塊(かたまり)を、たったひとりで持ちあげたっ！

			　

			「えっ、ちょっ、なにやってるんですか?!」

			「海の水を凍らせて、ワシに運ばせる計画ではなかったのか？」

			「違います！　そのサイズの氷塊を持って運べるだとか、さすがに想定していませんでした！　空間魔法のアイテムボックスで持って帰る予定だったんです！」

			「そうじゃったのか」

			　うなずいた父さんは、テレビのリモコンを置くかのような気安さで、一軒家サイズの氷塊をおろした。

			　ちなみにおさらいしておきますが、父さんのステータスはこれです。

			　

			　レベル　４８２００

			　ＨＰ　　５３００００／５３００００

			　ＭＰ　　３９７５００／３９７５００

			　筋力　　４６３８００

			　耐久　　４３０６００

			　敏(びん)捷(しよう)　　４５０５００

			　魔力　　４５７２００

			　

			　マジ半端ない。

		

	
		
			　

			レイン十四歳。知識チートを使う。

			　

			　屋敷についた。

			　オレは裏庭に回り、アイテムボックスを解除する。

			　ずどーん！

			　巨大なる氷塊が、音を立てて落ちた。

			　このサイズの氷塊を持ち歩くのは、さすがに魔力を消費した。

			　おかげでほとんどカラである。

			　あとはこの氷を溶かし、蒸発させて塩を取れればよいのだが……。

			「海の塩分濃度ってわかりますか？　父さん」

			「えんぶん…………なんじゃと？」

			　そこからか。

			「百リットルの水を蒸発させた時に、どの程度の塩が入っているかっていうことです」

			「考えたこともないのぅ……」

			「錬金術師でもない限り、必要としませんからね……」

			　父さんが言うと、メイさんが補足した。

			「ただレインさまたちがお出かけになった地方の海は、塩がよく取れるといいます。平均的な海よりも、豊富に含まれているかと」

			　平均的な海よりも濃いのか。

			　となるとますます、ちゃんと調べる必要があるな。

			　計量カップなどはないそうだけれど、それはそれでやり方がある。

			　氷塊の維持をマリナに任せ、天秤と鉄製のコップに、銀貨十〇枚を用意してもらった。

			　左のコップに銀貨十〇枚を投入し、右のコップには切り取った氷塊の一部を溶かしてそそぐ。

			　大(おお)雑(ざつ)把(ぱ)に注いだら、天秤のつり合いが取れるよう、慎重に調整していく。

			　調整が終わったら、コップの水を蒸発させる。

			　残った塩と銀貨の天秤が、何枚目で釣り合うのかを調べる。

			　銀貨を一枚。銀貨を二枚と入れていく。

			　九枚目で釣り合った。

			　持ってきた海水に含まれる塩分は、およそ九パーセントであるとわかった。

			　オレは大きな鍋を用意してもらい、下のほうと上のほうに目盛りをつけた。

			　海水を下の目盛りまで注ぎ、真水を注いで上の目盛りにまで合わせる。

			　数字で言うと、十倍に薄めた。

			「完成…………かな」

			「それが、薬なのですか……？」

			「飲めばすぐ効く特効薬ってわけじゃないけどね」

			「…………」

			　オレは軽く答えたが、おっさんはほうけてた。

			　とてもではないが信じられないといった顔だ。

			「ワシの目には、海水を薄めたようにしか見えなかったのじゃが……」

			「わたくしの目にも、同様です……」

			　父さんとメイさんも、キツネに摘ままれたような顔をしている。

			「それでもおヌシが効くと言うなら、信じるとしようか」

			　ただ父さんは、しっかりとうなずいてくれた。

			　薬のことは信じることができずとも、オレのことは信じてくれるらしい。

			　本当に、いい父さんである。

			「なにかあった時の責任は、このワシが取る」

			　村長のおっさんも、父さんの一言で黙った。

			　オレたちは村に行く。

			　すこし離れたところからでも、悪臭が漂う村だった。

			「排泄物などは、どのようにしているのですか……？」

			「どこと言われますと、そのへん…………ですかな」

			　おっさんは、そんなふうに答えた。

			　異世界のクセに、イヤなところがリアル中世である。

			　ウチにはトイレが存在している。

			　地球と比較しても遜(そん)色(しよく)のない、水洗のトイレだ。

			　だから当然、ある物であると、思っていたけど……。

			「おトイレがついているのは、貴族のかたのお屋敷か、大きな都市ぐらいではないかと……」

			　オレが絶句したせいだろう。

			　おっさんは、言い訳がましく答えた。

			　事情は理解できたけど、実際に接するとキツい。

			　応急処置が終わったら、公共トイレと下水道も整備する必要がありそうだ。

			　だが今は、病気の人たちの処置である。

			　かなり大きい寸胴の鍋をふたつ用意し、氷を入れる。

			　軽く火をかけ氷を溶かし、下の側の目盛りに合わせる。

			　真水を入れて十倍に薄めた。

			「それでは病気の人…………は難しいと思うので、病気の人が身内にいる人たちを呼んでください」

			「はっ、はいっ！」

			　村長は、よたよたと去って行った。

			『領主さまのご子息が、延命薬を作ってくださったぞ！』

			『ご子息が？』

			『病を治すほどの効果はないが、治癒魔法師のリリーナさまがきてくださるまで命を繋ぐことはできるそうだ！』

			『しかし……』

			　話を聞いていた村人は、十四歳のオレをチラと見やった。

			　強い不安を感じたことが、遠目からでもよくわかる。

			『不安なのはわかる。

			　しかしあの領主さまのご子息だ！

			　自作した魔法の道具を使って、ククルーよりも速く走る姿も確認しておる！』

			『確かに、領主さまのご子息なら……』

			『鬼神であろうと鬼(き)謀(ぼう)があろうと、むしろ当然とも言えるな……』

			『そもそもあの領主さまが、常識で言ったらありえない存在であるしな……』

			『ご子息さまも人外でなければ、逆におかしいと言えるかもしれん』

			　マジでおかしい《積みあげた》行動の数々《実績》が見せる、抜群の信頼がそこにはあった。

			　行列ができた。

			　コップでは容量が足りないので、みんなどんぶりを持っている。

			「基本的には、じわじわと飲ませてください」

			「じわじわ……とは？」

			「一回の食事にかける時間と同じくらいの時間をかけて、どんぶりの半分の水分を飲み干すぐらいのペースです。

			　特に下(げ)痢(り)をしたあとは、絶対に飲ませてください。

			　でないと――――」

			　オレは声を一段低くし、脅すように言った。

			「命の保証はできません」

			「はっ、はい！」

			　そんな注意を入れながら、たくさんの人に薄めた海水を配った。

			　それは一定の効果をあげた。

			　弱っていた人も死にかけていた人も、体力を取り戻す。

			　

			◆　◆　◆

			　

			〈病気で死ぬ〉とは、人口に膾(かい)炙(しや)している概念だ。

			　しかし厳密なことを言うと、人が病気で死ぬことはない。

			　死ぬ時は、その病気が引き起こす症状で死ぬ。

			　ヘリクツのような話だが、重要な概念である。

			　病気によっては、この概念の有無で話は変わる。

			　今回オレが対策した病気は、その代表である。

			　病気の症状を聞いたオレには、ひとつの病名が浮かびあがった。

			　

			　コレラ。

			　地球にもあったそれと、症状は同じだ。

			　数十万人を殺したという記録も存在している、恐ろしい伝染病。

			　だが実際に、コレラで死ぬ人はいない。

			　コレラによって下(げ)痢(り)をして、脱水症状で死ぬのである。

			　ならば話は簡単だ。

			　水分を取らせればいい。

			　水分を取っていれば、脱水症状で死ぬことはない。

			　単純な話だが、むかしの人は知らなかった。

			　だからこそ、数十万人が死んだという記録も存在している。

			　と言っても、ただの水では効果がない。

			　熱射病対策には、塩分の入った水が必要である。

			　コレラで下(げ)痢(り)をしている人にも、塩分が必要だ。

			　そのための海水である。

			　今回の病気がコレラとは限らないものの、脱水症状を抑えるという対処法は近いはずだ。

			　あとは糖分も必要とか聞いたような気がするので、果物も食べるように言っておいた。

			　治癒魔法師がくるまでの二週間。

			　死者はひとりもでなかった。

		

	
		
			　

			レイン十四歳。エルフのリリーナと出会う。

			　

			　二週間がすぎた。

			　この段階になると、オレがすることは特にない。

			　教えを受けた村人が、自分たちで作ってる。

			　ただし氷の維持だけは、マリナでないと難しい。

			　夜はオレのアイテムボックスに収納するが、削る時は出しっぱなしにする必要がある。

			　海水を溜めておくための風呂を作る計画もあるが、二週間では難しい。

			　ゆえにオレの役割は、マリナの抱っこだ。

			　マリナを膝の上に乗せ、マリナに氷を維持してもらう。

			　最初は隣に座ってた。十センチほど離れた、わりと近い距離にいた。

			　けれども、マリナには足りなかった。

			　身を寄せて、肩をぺたりとつけてくるようになった。

			　それでも、マリナには足りなかった。

			　太ももも、ぺたりとくっつけてくるようになった。

			　まだまだ、マリナには足りなかった。

			　頭をぺたんと、オレの肩に乗せてくるようになった。

			　そんな感じで距離が縮まり、最終的には抱っこになった。

			　マリナの体はやわらかいので、完全な役得である。

			　さりげなくおっぱいを揉んでも、文句などは言われない。

			「あっ………。」

			　とかわいい声をあげ、頬を染めるだけである。

			　服の隙間に手を差し入れて、直接さわっても平気だ。

			　オレのマリナは、超絶天使だ。

			　ちょっとぐらいなら休憩を入れても構わないので、人気のないところでヤッたりもした。

			　口でしてもらうことがあれば、柵に手をかけるマリナをバックから突いたりもした。

			　マリナを酷使していると思われるかもしれないが、そうではない。

			　マリナのほうから

			「レイン………。」

			　と誘ってくるのである。

			　そんな毎日を送っていたが、オレは思った。

			「そろそろきてもいいと思うんだけどな……。治癒魔法師の人」

			「うん………。」

			　大きなおっぱいを揉まれているマリナは、頬を染めつつもうなずいた。

			　その時だった。

			「リリーナ様がいらっしゃったぞー！」

			「「「リリーナ様が?!」」」

			　村人たちは目を輝かせ、作業の手をとめた。

			　村の入り口のほうに行く。

			　オレも行こうとしたのだが、マリナに手を握られてしまった。

			（………。）

			　マリナは神秘的な無表情で、オレのことをじっと見つめた。

			「手を繋いで、移動したいのか？」

			「うん。」

			　マリナは、こくっとうなずいた。

			　オレはマリナの手を握り、入り口のほうに移動した。

			　そこにいたのは、美形のイケメンエルフだった。

			　水色の瞳に、流れるような金色の髪。優美なる衣装。

			　そして漂う雰囲気が、とても知的で穏やかだ。

			　もしもオレが女だったら、出会って五秒で惚(ほ)れてたかもしれない。

			　マリナの手を握る力が、思わず強くなってしまった。

			　不安な気持ちが、伝わってしまったのだろう。

			　マリナはキュッと握り返すと、まっすぐに言ってきた。

			「わたしの王子さまは、どの世界でもあなただけ。」

			　心臓が跳ねた。

			　改めて恋をする。

			　さっきは天使と言ったけど、もはや女神かもしれない。

			　巨乳だし。

			　なんて感じ入ってると、病気の人たちが広場に集められた。

			　その数、ざっと百人。

			　みんなそろって顔色が悪く、ひとりでは立てない人もいる。

			　リリーナさんは、指を立てて詠唱を始めた。

			　エルフ語なのだろうか。オレには理解できない言葉で延々と詠唱を続け、最後に叫ぶ。

			「我と盟約を結びし風よ！　森の癒しを、病魔に侵されし者たちに運べ！　広域治癒魔法――ティエーラ・ディスポイズン！」

			　リリーナさんの指から、緑の光と水色の光が螺(ら)旋(せん)を描いて宙に昇った。

			　ふたつの光が広場を駆け抜け、光が雪のように降り注ぐ。

			「おお……！」

			「治った！　治ったぞー！」

			「パパー！」

			「心配かけたなぁ、アリサよ」

			　村の人たちは、口々に歓声をあげた。

			　完治の喜びを、家族と抱き合って分け合っている人たちもいる。

			　だがオレは、驚(きよう)愕(がく)していた。

			　長い詠唱があったとはいえ、これだけの人数を一瞬で治してしまうとは……。

			　この治癒魔法師、只者じゃない。

			「今回も、ありがとうございました」

			「レリクス様の、お頼みですから」

			　しかしレリクス《父さん》の知り合いと聞いて、納得いった。

			　父さんの知り合いが、規格外。

			　それはケーキ一個分に含まれるカロリーは、ケーキ一個分である――という命題に等しい。

			「それにしても今回の病……わたしの到着が遅れてしまったわりには、症状が軽くありましたね。かなりの腕の治癒魔法師を手配することができたのですか？」

			「それは恐らく、レインさまが作ってくださったお薬のおかげでしょうなぁ」

			「レイン？」

			「レリクスさまの、ご子息さまのお名前です」

			「レリクス、の……？」

			　リリーナさんは、なぜかショックを受けていた。

			　錆(さ)びついたゴーレムのようにぎこちなく首を動かして、酔っぱらった泥人形のようにふらついて寄ってくる。

			「顔立ちなどは、あまり似ているとは言えないが、立ち込める非常識の雰囲気は、確かに…………！」

			　親子を感じるポイントそこぉ?!

			　確かにオレも立場が逆なら、常識の有無(そこ)で判断しそうだけどさ！

			「レリクスと雰囲気が似ている上に、少年。少年か……」

			　いったいどういうわけだろう。

			　リリーナさんは頬を染め、吐息をほんのり荒らげてた。

			　そこはかとなく、春の日の変質者的な空気がでている。

			「……リリーナさん？」

			「ふわっ?!」

			　リリーナさんはすぐにハッとし、咳払いをして聞いてきた。

			「……ご子息。母君殿は、どのような女性であるのだ……？」

			「母さんはいません」

			「なに？」

			　リリーナさんは、眉根を寄せた。

			　オレは困った。

			　オレは父さんに拾われた子どもだ。

			　母親なんていない。

			　ゆえに尋ねたこともない。

			　しかし初対面の相手に、『実は異世界からきておりまして……』と言うわけにもいくまい。

			「細かいことは、父さんに聞いていただければ……」

			　そう言って、お茶を濁す。

			　その刹(せつ)那(な)、リリーナさんが赤くなる。

			「ひひひっ、独り身の女が、独り身の男の家になど行けるかぁ！」

			「えっ？？？」

			　素(す)っ頓(とん)狂(きよう)な声がでた。

			　全体的に華(きや)奢(しや)だけど、男の人だよね？　このリリーナさん。

			　思っていたら、リリーナさん。自身の指をパチッと鳴らした。

			　白い光が、リリーナさんを包む。

			　身長や凛(り)々(り)しい雰囲気はそのままで、しかしほんのりやわらかくなった。

			　唇は艶やかに赤く、おっぱいは大きい。

			「女ひとりで移動してると、面倒ごとも多いからな。ひとりで移動する際は、男化の魔法をかけているのだ」

			（むぎゅっ。）

			　説明が終わると、腕にやわらかな触感がきた。

			　マリナである。

			　マリナがオレの腕に抱きつき、オレを見ている。

			　不安に怯えるその顔は、つい先刻のオレの姿だ。

			　女神のクセに不安がり屋とか、オレのマリナ超かわいい。

			　十年ずっとオレを想って、異世界にまで追いかけてきちゃうだけはある。

			「大丈夫。どんな人が目の前にいても、オレの一番はマリナだから」

			（ん………♪）

			　とってもうれしかったらしい。

			　マリナはオレの肩に顔をうずめて、（ぴと………。）と押しつけた。

			　かわいい。

			「とにかくそういうわけなので、事情が知りたいのでしたら父さんのところにきてください――としか」

			「レッ……レリクスがいる上に、少年もいるキミの家にか……？」

			「まぁ……そうです」

			「わっ……わかった。このリリーナ。心臓が破裂しかねん想いを賭して、堂々と会いに行こう！」

			　リリーナさんは、謎の決意を固めてた。

		

	
		
			　

			レイン十四歳。エルフさんを師とあおぐ。

			　

			「わざわざ裏庭に呼びだして、いったいなんの用なのじゃ？　レイン」

			「ええっと……」

			　オレはちらりと後ろを見やった。

			　木しか見えないように見えるが、リリーナさんが隠れてる。

		

	
		
			[image: p098.jpg]
		

	
		
			　リリーナさんにとっての、『堂々と会う』。

			　それは『木の陰に隠れて代弁を頼む』と、イコールで繋がっていた。

			　さすが父さんの知り合いと言うべきか、常識がない。

			「父さんに聞きたいのは、オレの母上のことなんですけど……」

			　父さんの眉が、ピクッと動いた。

			　話しにくそうに目を伏せる。

			「とうとう、気にする時がきてしまったか……」

			　フー……と重いため息をつき、リリーナさんが隠れている木のほうを見やった。

			「ところで……その木の陰に隠れているリリーナはなんなのじゃ？」

			（はぐうぅ！）

			　リリーナさんは、木の陰で身をすくませた。

			　ぶるぶるがたがたと震えながらも、意を決して現れる。

			「フ……フハハハハ！　ななな、生で会うのは、ひさしぶりだな！　レリクス＝カーティスよ！」

			「ともに魔竜を討伐して以来じゃのぅ」

			「アアア、アレは骨が折れた相手だったなぁ！」

			「腕の骨と肋(ろつ)骨(こつ)だけで、軽く十本は折れたからのぅ」

			「もしもわたしがいなければ、十〇回以上は死んでたな！　治癒と補助のエキスパートである、このわたしがいなければ！」

			「十〇はともかく、五〇は死んでおったな」

			「フハハハ、ハハ、ハ…………」

			　緊張しまくっているのだろう。

			　真っ赤な顔のリリーナさんは、キャラも変わりまくってた。

			（わたしのバカあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！）

			　そんな感じの心の声も、聞こえてきたような気がする。

			　そんなリリーナさんを見たオレは――。

			「ちなみに母上のことを知りたいと言ったのは、リリーナさんです」

			　

			　全責任を押しつけた。

			　

			（ふわあぁんっ！）

			　リリーナさんは嘆いていたが、オレは知らない振りをした。

			「おヌシが気にするというのか……」

			　父さんは、目を閉じて考え込んだ。

			　しかしゆっくり目を見開くと、穏やかに言った。

			「わかった。話そう」

			　父さんとオレたちは、客間も兼ねた食卓についた。

			　父さんはそこで、ありのままを話す。

			　雨の日に、オレが森を這っていたこと。

			　拾いあげ、自分の息子として育てたこと。

			　血の繋がりこそなかったが、本当の息子のように思っていたこと。

			　それらのことを、父さんは粛(しゆく)々(しゆく)と話す。

			　その姿はまるで、教会の懺(ざん)悔(げ)室で罪を懺(ざん)悔(げ)する罪人のように弱々しかった。

			　思い当たることもある。

			　父さんは、オレを息子と呼んだことが一度もなかった。

			　オレを見て、さびしげな表情を見せることもあった。

			　それらはすべて、自分が実の父ではない、後ろめたさからくるものだったのだろう。

			「どうして、今まで黙っていたのだ……？」

			「ワシのエゴじゃな……」

			　リリーナさんの端的なつぶやきにも、詰問を受けたかのようにうなだれる。

			「ワシにとって、レインは本当に愛らしい息子じゃった。しかし拾われた子であったと知れば、育てただけのワシを忘れて、本当の父を探す旅にでるかもしれん。ワシはな、それが怖かったのじゃ……」

			　語る姿は、胸が締めつけられるほどに切なかった。

			　魔竜殺しの英雄ではない、人間としての父さんがそこにいた。

			　オレはできる限り穏やかな笑みを浮かべて、正直に言った。

			「オレは逆だと思うんですけどね」

			「逆……？」

			「血が繋がっていないのに育ててくれたって言うんなら、余計に本当の父さんですよ。だって血も繋がっていないのに、オレを育ててくれたわけでしょ？　それだけの愛情をかけてくれた人を父さんと呼べないのなら、誰を父さんと呼べばいいんですか？」

			　それは単なる本音だったが、父さんの心には響いたらしい。

			　目頭を押さえ、大粒の涙をこぼし始めた。

			「そうか……。こんなワシを、父と呼んでくれるのか……」

			「もちろんですよ――父さん」

			「ふあああああああああああああああああああんっ！」

			　なぜか隣で、リリーナさんが号泣していた。

			　一番最初に見た時は、神秘的なエルフさんとか思ったけど……。

			　そんな人はいなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ところで治癒魔法って、オレにも使えたりしますかね？」

			　父さんとの話が終わったオレは、リリーナさんに尋ねた。

			　村の衛生環境も整えたいとは思うのだけど、回復魔法も覚えたい。

			　いまだ余(よ)韻(いん)を残しているリリーナさんは、涙ぐみながら答える。

			「半分までなら……（ぐすっ）、できなくも……（ひくっ）、ないであろうな……（ふええ）」

			「半分？」

			　リリーナさんは、涙を拭いて言う。

			「自己の治癒力を高める魔法でよいなら、半年から三年はかかる修行と痛みに耐えれば習得できる。しかし他者を治癒する魔法は、エルフや魔族にしか使えん」

			「理由とか、わかります？」

			「普通に覚えようとすれば、百年近くかかるからな。寿命の問題で不可能だ」

			「そんなにっ?!」

			「自身の治癒力を向上させるだけでよければ、自身の魔力で事足りる。しかし相手の治癒力を高めるためには、自身の魔力を巧妙に変質させて、相手の魔力に近づけないとならんのだ。それの間合いや技術の習得には、どうしてもそのくらいはかかる。例外は、巻物(スクロール)や魂の宝珠などで覚える場合だな。それならば、一瞬で覚えることができる」

			「そう考えると、スクロールってすごいですね」

			「ただし効果は、自力で習得した時よりも劣る」

			「そんな治癒魔法を自力で覚えたリリーナさんも、本当にすごいんですね」

			「だだだ、だからと言って、ババアと呼んだりするではないぞ?!　見た目がとても若い以上、中身も若いとイコールで結んでも過言ではないにょがわたしっ――――（ぶちぃ！）」

			　途中で舌を噛んだらしい。

			　リリーナさんは、口を押さえて悶絶した。

			　こうなると、ちょっとばかり気になる。

			「リリーナさんって、おいくつなんですか……？」

			「三〇〇歳はいってない！　よってババアではない！　むしろ子どもだ！　小娘だ！」

			　リリーナ・ババアさんは、とても苦しい言い訳をした。

			　これ以上は可哀想なので、オレは引く。

			「とにかくそういう話なら、自己治癒魔法だけでも教えていただけませんか？」

			「わたしとしては、構わんが……」

			　リリーナさんは、父さんのほうをチラと見た。

			　父さんは、深く重くうなずいた。

			「我が息子のレインがよいと言うなら、ワシが止めることはせんよ。我が息子のレインが、よいと言うならな」

			　威厳的なものを見せようとして重くうなずいた父さんであるが、その口元はゆるんでた。

			　息子として想われていることがとてもわかって、オレもほころぶ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「それでは、学習をするとしようか」

			「はい」

			　いつもの裏庭。

			　リリーナさんの言葉に、オレはしっかりとうなずいた。

			「そっ……その前に、わたしのことは、〈先生〉と呼べ」

			　それは確かに、当然だな。

			　オレは真剣な眼差しで、リリーナ先生にうなずいた。

			「はい、先生」

			「はぐっ……！」

			　その一言で、リリーナ先生はうめいた。

			　顔を赤くし、胸元を握りしめて身をよじった。

			「クハハ、ハ……。キキキ、キミは、レリクスと、似ている…………な」

			「そうですか？」

			「しっ、真剣になった時の眼差しの強さが、ととと、とてもよく似ている」

			「そうなんですか……」

			　よくわからないが、悪い気はしない。

			　育ててくれた恩義があれば、その強さにも憧れている。

			「それでいて、少年だ……」

			「……？」

			「実はわたしは、若いころのレリクスに村を助けられたことがあってな」

			「はい……」

			「その時のレリクスは、とても凛(り)々(り)しく格好がよかった」

			「オレの父さんですしね」

			「だがレリクスは、少年ではなかった」

			「？」

			「その点キミは、レリクスと似ている上に少年だっ！　それは即ち、危険で怪しく、妖(よう)艶(えん)であるということだっ！　それだけは、心に留めておいてほしいっ！」

			　理解した。

			　要するに、この人はショタコンなんだ。

			　基本的な性癖は、犯罪者手前のデンジャラス・ショタコン。

			　ただ若いころの父さんは、別格でカッコよかったから例外。

			　そういう嗜(し)好(こう)の人なんだ。

			　初見の時のクールで凛(り)々(り)しいイメージが崩壊してくが、あえて気にしないことにした。

			「とにかく、魔法を教えてほしいんですが」

			　先生は、こほんとセキをしてうなずいた。

			「レッ……レリクスに師事していたならわかると思うが、魔法の基本はイメージだ。火を操るなら火。水を操るなら、水を操る光景をイメージする必要がある」

			「はい」

			「しかるに、治癒の魔法を習得するには――」

			　そう言うと、リリーナさんはオレの手を取りナイフを構え――。

			　

			　刺した。

			　右手の甲を、ざっくりと。

			　

			「ぎゃあああああああああああああああああああああ！！！！！！」

			　想定外の激しい痛みが右手に走り、オレは思わず叫んでしまった。

			「慌てるな、少年」

			　リリーナ先生は、詠唱を始めた。

			　傷がみるみる回復し、完全に塞がった。

			　刺された痛みが残っていることを除きさえすれば、なんの問題もない完治だ。

			「とまぁこのようにして、自らを傷つけて治癒の残(ざん)滓(し)を瞳に焼きつけ、自身でもやってみるのが治癒魔法習得の基本だ」

			「それなら覚悟ができるよう、事前に言ってほしかったです！」

			「事前に話などしたら、尻込みしたキミがやめてしまうかもしれない…………と思ってな」

			　リリーナさんは頬を赤らめ、胸の前で指を突つき合わせて言った。

			　うっかりすると、騙されそうになる愛らしさである。

			「それに――ことわざにもあるではないか」

			「ことわざ……？」

			　

			「刺せばなる。刺さねばならぬ。何事も」

			　

			「何事もっ?!　それはバイオレンスすぎるのではっ?!」

			「とっ……とにかく、巻物(スクロール)なしで覚えようと思ったら、これを一日十回以上、半年は続けたいところだ」

			　話を聞いただけでふらっときた。

			　とは言うものの、覚えられるものは覚えておきたい。

			　むかしはともかく、今はマリナっていう恋人がいる。

			　それなら戦いに使えそうなスキルは、できる限り覚えておきたい。

			　もしもなにかあった時、マリナを守るのはオレだ。

		

	
		
			　

			閑話　話が違う。いい意味で。

			　

			「ぐああぁ～～～」

			　回復魔法の訓練が終わった。

			　オレはベッドに倒れこむ。

			　マリナは静かにベッドに乗った。

			　着ている服は、薄くて色っぽいネグリジェだ。

			「レイン………へいき？」

			「うん……」

			「おっぱい………さわる？」

			　オレはマリナの巨乳を見つめた。

			　顔がほんのり熱くなる。

			　しかしすぐさま目を逸らし、正直なところを言った。

			「いい、今は手が痛いから無理…………かな」

			「ひざまくら、わ………？」

			「できる……かな」

			　オレはもぞりと体を動かし、マリナの膝に頭を乗せた。

			　やわらかな太ももが、とても至福だ。

			　オレは静かにため息をつく。

			　マリナには平気と言ったけど、実際まったく平気じゃなかった。

			　傷を治す魔法と、失った血液まで回復させる魔法は別だ。

			　訓練で失った血液は、失ったままである。

			　よって体は、普通にふらつく。

			　リリーナ先生であれば、血液も含めて治すこともできるらしいのだが――。

			『体が弱っていたほうが、魔法は発動しやすい』

			　と言われ、死なない程度にふらついたままである。

			　同じ理由で、右手も痛い。

			　刺された傷が、出血しない程度にそのままだ。

			　傷の痛みを肌と視覚の両方で感じ、双方が消えていくイメージを重ねる訓練も重要らしいのである。

			　オレは再びため息をついて、傷を見つめた。

			　つい先刻の、リリーナ先生がかけてくれたヒール。

			　それで傷が塞がっていった光景を思いだす。

			「ホイミッ！」

			　有名なゲームで使われる、主人公がレベル３ぐらいで覚える魔法も唱えたりしてみた。

			　すると傷は、じわじわ塞がり――。

			　

			　治った。

			　

			「え……？」

			　グー、パーと手を握る。

			　痛みも完全に消えていた。

			「半年から、三年はかかるって聞いてたんだけどな……」

			　オレが持っている才能は、オレが思っている以上にすごいってことか。

			　それとも、ひょっとして――。

			「レイン………。」

			　オレがあれこれ考えていると、艶っぽい声が聞こえた。

			　同時にマリナが、前屈みになる。

			　マリナの巨乳が、オレの顔面で潰れた。

			「…………！」

			　幸福で悶絶していると、マリナは離して言った。

			「治ったなら………さわれる？」

			　マリナは、ときめきと恥じらいを足して二で割ったような、色っぽい顔をしていた。

			「今日は………朝と、昼で、十五回しか………してない。」

			「十五回って、けっこう多いと思うんだけど……」

			（………。）

			　マリナは無言で、（かぁ………[image: kaomoji_fmt.png]）と顔を赤くした。

			　かわいい。

			　右手もしっかり治ったことだ。

			　オレはおっぱいに手を伸ばし、唇にキスをした。

			　あふれる若さを、たっぷりぶちこむ。

		

	
		
			　

			閑話　リリーナさんは、のぞき見エルフ。

			　

			　レリクスの息子――レイン＝カーティスに回復魔法の基本を教えた日の夜。

			　屋敷に泊めてもらったわたしは、昼のことを思い返していた。

			　あの少年は、レリクスと似ていた。

			　英雄的な眼差しが、レリクスを彷彿とさせた。

			　しかも少年である。

			　まだあどけない瞳や、五月の若葉のような瑞々しさ。

			　大人の体へと向かおうとするうっすらとした筋肉は、いけない衝動を催される。

			　わたしは、世界のあちこちを旅したり、こうやって村を訪れて、治癒魔法を使用している。

			　その一方で、王都の魔法学園に相談役として呼ばれることも多い。

			　そこにはたくさんの少年がいる。

			　彼らのキラキラとした眼差しは、正直に言って危ない。

			　しかしあの少年の眼差しは、彼らの眼差しの魅力に加えて、そこはかとない矛盾を足した蠱(こ)惑(わく)的な雰囲気を……。

			　そこまで考えていたわたしは、自身の顔が熱くなってくるのを感じた。

			　必死に首を左右に振った。

			　流れるよう――と評されることも多い金色の髪が、バサバサとゆれた。

			　イカンイカンイカン！

			　これではまるで、変質者ではないか！

			　わたしは単に、レイン少年の体と眼差しに、強い興奮を覚えているだけだ！

			　変質者ではない！

			　仮に変質者だとしても、対象は少年だ！

			　変質者だとしても、健全な変質者である！

			　わたしは深く息を吸い、淫(みだ)れた心を落ち着けた。

			　相手は幼い少年である。

			　わたしより、二七〇近くも下だ。

			　少年にしても、強くて凛(り)々(り)しく高潔なイメージを、エルフには持っているはずだ。

			　そのイメージを、わたしが崩すわけにはいかない。

			　なにせわたしは先生だ。

			　先生と、呼ばれている存在だ。

			「クハハ、ハハ……」

			　先生と呼ばれた時のことを思い返すと、胸の奥がくすぐったくなってきた。

			　少年と先生。

			　なんとそそる響きであろうか！

			　なんと危険な響きであろうか！

			　顔を両手で覆い隠して、ひとり悶え苦しんでしまう。

			　エルフの耳が、ぴこぴこと動くのが自分でもわかった。

			「クウゥッ……！」

			　いかん。

			　ダメだ。

			　二八〇年の間に積もり積もっていた情動が、妙な形でくすぶっている。

			　山にこもって薬と睡眠魔法で強引にやりすごしていた、四〇年に一度の発情期。

			　それが一度に襲いかかってきたかのようだ。

			「わたしは変質者ではない！」

			　机を叩いて声を荒らげた。

			　呼吸を整え、何度したかわからない深呼吸。

			　部屋の隅に、小ビンがあったのが目についた。

			　体の治癒力を高める、特別な薬だ。

			　材料自体は安いほうだが、調合が難しい上に時間もかかるので高価な品だ。

			　治癒魔法の学習に使うのは、少々もったいなくはあるのだが……。

			「まっ、まぁ、レリクスの息子であるしな」

			　わたしはつぶやき、ひとりうなずく。

			「レリクスの息子のためとは、レリクスのためでもある。

			　レリクスは、わたしの村を救ってくれた恩人でもある。

			　ならば少年のためになにかするのも、当然と言える」

			　声にだして連呼してると、正論に思えた。

			「そそそそ、そうだ。

			　わたしはわたしは、恩のあるレリクスのために、少年に薬を渡してやるにすぎない。

			　そう、すぎないのだ。

			　顔を見たくなったとか、声を聞きたくなったとか、やましい気持ちは一切ない」

			　何度も何度もうなずきながら、薬を片手に少年の部屋へと向かった。

			　部屋のドアの前に立つ。胸に手を当て、深呼吸。

			　暴れていた心臓を落ち着かせて、ドアをこっそりとあけた。

			　中を見る。

			（ななななっ…………！）

			　少年は、すごいことをやっていた。

			　ヒヒヒヒ、ヒザマクラである。

			　恋人同士がおこなうこととして有名であるが、実際に見るのは初めてだ。

			　それ単体でも過激であるのに、キキキキ、キスまで始めた。

			　そして最後は……。

			　ボンッと湯気が湧きあがり、わたしの体がぐらりとよろけた。

			　なななな、なんなのだ。

			　アレは、ホントに、なんなのだ。

			　心臓のバクバクと鳴る音が、鼓膜の後ろで響き渡る。

			　これは……。

			　実に……。

			（けしからん！）

			　もう本当に、けしからん。

			　よってわたしは、監視を続けた。

			　どのくらいけしからんことをしてるのか、把握するためである。

			　以上でなければ、以下もない。

			　体はうずいて火照ってきたが、少年と少女のためであるのだから仕方ない。

			　もう本当に、仕方ない。

			（ふわあ、あっ、あっ。けしからん。実に……実にけしからん！）

		

	
		
			　

			レイン十四歳。トイレを作りたい。

			　

			　チュン……。

			　チュン、チュン。

			　雀とよく似た鳥の音(ね)が、エロ爽やかな朝に響く。

			　目覚めたオレは、脇のあたりに体を縮めてくっついているマリナを見やる。

			（ん………。）

			　マリナは、目元を、（くし………。）とこすってオレを見つめた。

			（………。）

			　朝から可憐に頬を染め、オレのほっぺにキスをしてきた。

			　オレのマリナは、今日も朝から天使だなぁ。

			　オレはキスのお返しをして、朝の十八禁を楽しんだ。

			　マリナといっしょに服を着る。

			　部屋をでようとして、部屋のドアがわずかにあいていることに気づいた。

			「…………？」

			「レイン？」

			「いや、なんでもない」

			　オレはなかったことにして、マリナといっしょに食卓へ向かうことにした。

			（ぎゅっ………♪）

			　マリナはうっとり目を細め、オレの腕に抱きついてくる。

			　頭も肩に乗せてくる。

			　毎度のことだが、毎度かわいい。

			　食卓には、すでに父さんがいた。

			「おはようございます、父さん」

			「うむ、おはよう。我が息子のレインよ」

			　父さんは、父親っぽく威厳を作ってうなずいた。

			　しかしふしぎと、親バカっぽい雰囲気が漂っていた。

			「はぐうぅ……」

			　そして壁の陰から、リリーナ先生がオレを見ていた。

			　オレが見やると、視線があった。

			「ふわあぁんっ！」

			　それだけのことで、先生は悲鳴をあげた。

			「どうしたんですか？　先生」

			「なななな、なんでもない、なんでもないぞ、少年……」

			　

			　◇Ｓｉｄｅ「リリーナ」

			　レイン少年とマリナの行為を見てしまったわたしは、一睡もできなかった。

			　体が熱いやら恥ずかしいやらで火照り、一秒たりとも眠れなかった。

			「はぐうぅ……。んッ、クウゥン……！」

			　体が夜泣きしてしまい、枕に顔をうずめて悶えたりした。

			　少年とも顔を合わせづらく、朝食の際には壁の陰から少年を見やったりしていた。

			　それなのに、少年は言った。あっさりと言った。

			『どうしたんですか？　先生』

			　その顔はあどけない。

			　きのうのことなど、まるで知らないという顔だ。

			（少年にとって、ああああ、あの程度の、ここここ、行為は、ににににっ、にちっ、にちっ、日常に、すぎんのだ……）

			　なんという大人。

			　すさまじい大人。

			　二八〇年生きているわたしを十〇万倍は超える、ゴールデン大人だ。

			「ところで、先生」

			「にゃんだ?!」

			「食事終わったら、見てもらっていいですか？　魔法」

			「ももももっ、もちろんにゃと（ぶちぃ！）」

			　大人の余裕でうなずこうとしたら、舌を噛んだ。

			　とても、痛い。

			　口元を押さえ、じたじたともがく。

			　わたしはクールなエルフなのだぞ！

			　わたしは凛(り)々(り)しいエルフなのだぞ！

			　なのだぞ！　だぞっ！　だぞ―――――――――――――！

			　必死に言い聞かせてみるが、痛いものは痛かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「見ててください、先生」

			　ここは裏庭。

			　オレはリリーナ先生の前でナイフを取りだす。

			　痛みに軽く怯みつつ、右手の甲を刺した。

			　真剣な眼差しで見つめている先生を前に、左手をかざして叫ぶ。

			「ヒール！」

			　傷口は、みるみるうちに塞がった。

			「なっ――！」

			　先生は絶句した。

			　オレの右手を軽く握って、ふにふにと揉む。

			　きめ細やかなエルフの指は、細い上にやわらかだった。

			「一晩で、習得したというのか……?!」

			「そうみたいなんですよね」

			「スクロールなどは、使用していないのだよなっ?!」

			「はい。使用していません」

			「レリクスの息子であることを考慮に入れても……ありえん」

			「でも実際に、使えてるわけですから」

			「すさまじい才能だな……」

			「だけどオレ、ちょっと思ったんですよ」

			「なにをだ？」

			「先生とかが難しいって言うから、難しくなってるんじゃないかな――って」

			「はぐ？」

			「例えば先生、言ったじゃないですか。回復魔法は、習得するのに半年はかかるって」

			「実際に、そのぐらいはかかるからな……」

			「だけどそれ、そう言っちゃうからそうなっちゃう部分もあると思うんですよね。

			　魔法は、イメージが大切。

			　なのに先生や偉い人からそんなふうに言われたら、〈三日や四日で習得できる自分〉をイメージすることはできない。

			　だから本当は使える実力を身につけているのに、難しいというイメージのせいで、うまく発動してくれない。そういうケースも、わりとあると思うんですよ」

			「なるほど……」

			　先生は、重く深くうなずいた。

			「その点オレは、ほかの人に比べてあんまりなかったんですよ。回復魔法が難しいもの――っていうイメージが」

			「なん……だと？」

			「重い傷を治すような魔法はともかく、軽いやつならわりと簡単に使えるイメージなんですよね。オレにとっての回復魔法って」

			　なにせゲームなんかだと、レベル１や２でも使えることは珍しくない。

			　比較的簡単というイメージが、無意識レベルに刷り込まれていた。

			　一方で〈難しい〉は、新しく教えてもらった知識にすぎない。

			〈難しい〉という刷り込みを受け続けた人に比べて、覚えやすいのは当然なのだ。

			「その発想がすさまじければ、そもそも〈覚えやすい〉と発想できてしまうのも、なんとも常識破りだな……」

			　ただし先生からすると、そういう結論になるようだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そのあとオレはリリーナ先生と軽い訓練をして、荒野のほうに移動した。

			　父さんと剣を打ち合う。

			　マリナと組めば勝てるようになった、訓練モードの父さん。

			　でも一対一だと、まだまだ厳しい。

			　五回に一回は一本を取れるようになっているけど、四回は負ける。

			　父さんと打ち合ったあとは、マリナと一対一で戦う。

			　マリナは氷をトリッキーに使ってくるので、父さんとはまた違う戦いになる。

			　訓練が終わる。

			　日々の酷使も相まって、今日も地形は大きく変わった。

			　もともと荒野だったのが、あちこちにクレーターができている。

			　この一部だけ、爆弾と世紀末を落とされたかのようだ。

			　それでもオレたちは平和的に、弁当を広げた。

			　オレとマリナと父さんはいっしょのシートに座るが、リリーナ先生だけは離れてる。

			　十メートルは離れてる。

			　まるでイジメみたいだが、先生自らがそこにシートを広げているのだからどうしようもない。

			　マリナがサンドイッチをだして、オレの口元にやってくる。

			「ん………♪」

			「今日もマリナの手作りかな？」

			「うん。」

			　マリナはこくっとうなずいた。

			　オレは、あーんして食べる。

			「なんと、過激なっ……！」

			　リリーナ先生が、遠くでブルブルと震える。

			　先生は、今日の朝から様子がおかしい。

			「ところで、父さん」

			「なんじゃ？　我が息子レインよ」

			「村にトイレを設置しようとしたら、どのくらいのおカネと時間がかかりますかね？」

			「その前に、どうしてトイレを設置するのじゃ？」

			「父さんは、病気の原因とはなんだと思いますか？」

			「モンスターなどの毒や呪いを除けば、なるものじゃからなる…………という認識じゃのぅ」

			「しかし実際には、原因があるものです。糞尿は、その中のひとつです。外に垂れ流しているこの現状は、けっしてよいとは言えません」

			「ふむ……」

			　父さんは、重々しくうなずいた。

			「費用のほうは、安ければ城が一軒。高ければ十軒はかかる可能性もあるが、時間のほうは…………二週間から三年といったところじゃの……」

			「ムラがありますね……」

			「公共のトイレに使うほどの水をだしたり汚物を浄化したりする魔宝石は、オークションで求めるのが普通じゃからのぅ。安定せんのじゃ」

			「期間のほうは？」

			「魔石が手早く手に入った上に、出来のよい土魔法の使い手がいれば二週間。魔石の入手に手間取ったり、魔法を使わず工事をやったりすると三年じゃな。ワシの領地は税が安く不自由は少ないのじゃが、裕福でもないからの。無理はさせられぬ」

			「なるほど……」

			　密かに聞いていたのだろう。

			　先生が、小さくうなずいていた。

			（水の魔宝石なら、確か……）

			　耳聡くなければ聞こえていないであろう程度のひとり言をつぶやいて、胸元をごそごそとまさぐっている。

			　懐からなにかを取りだし、確認している。

			　オレたちのほうをチラと見た。

			「こほんっ、こほんっ」

			　わざとらしくセキもしていた。

			　すごいチラチラこっちを見てくる。

			　仕方ない。

			　オレは大きな声で言う。

			「魔法や魔宝石をなんとかできる人が、どこかにいればいいんですけどねぇ」

			「わわわわっ、わたしはわたしは魔宝石を持っている上、工事に便利な魔法もできるぞ！」

			　リリーナ先生が、十メートル離れたところから叫んだ。

			「火急の際の路銀にもなるからな、便利で重宝してるのだ！」

			「買い取らせていただくとしたら、いくらぐらいになりますかね？」

			「それはだな……」

			　オレを見つめる先生は、顔をボッ……と赤くした。

			「ちっ……知識の出世払いを、所望する…………」

			「知識の出世払い？」

			「せせせ、先日の薬といい、今日の魔法の知識といい、キキキ、キミの考え方には、カネで買えない価値がある。わたしはわたしは、それを所望するわけだ！」

			「なるほど……」

			　確かに知識や情報は、とても大きな価値がある。

			　コレラっぽかった病気の対策として配った海の水にしても、製法を隠してしかるべき場所に売れば、かなりの利益をだせるだろう。

			　ｗｉｎｗｉｎな取引きではありそうだ。

			「それにこの約束をしていれば、特に用事がない日でも、キミと世間話をすることが……」

			「今なんか言いました？」

			「なんにもなんにも言っていないぞっ?!　わたしはわたしは生まれてこのかた、一度たりとも言葉などを発していないっ！！！」

			「どうしてそんな、わけのわからないウソをっ?!」

			「家庭の事情というやつだなっ！」

			　なんということだ。

			　説明が加わったことで、余計に意味がわからなくなった。

			「まぁ……とにかく、魔宝石をゆずってくれるってことでいいんですよね？」

			「結論的には、そうにゃ――（ぶちぃ！）」

			　舌を噛んだ先生は、口を押さえて転がり回った。

			　スペックは高いのにポンコツという、嫌な意味で奇跡的な人だった。

		

	
		
			　

			レイン十四歳。のぞき魔を捕まえる。

			　

			「作るとしたら、このあたりかな？」

			　村の外れで、リリーナ先生が言った。

			　オレは設計図を広げた。

			「魔宝石を設置する水源から二手に分かれて、男女別の空間に。あとは村を横断するような形で下水管を通して、川の下流に流しましょう。この構造なら、あとあと村の中にもトイレを増やすことができます」

			「理論的には、そうなるな」

			　先生は、設計図を見つめてうなずく。

			「この構造だと……一軒当たり、七人が用を足せる計算になるわけか」

			「そういうことですね。個室ではなく長屋式にすることで、複数の人が同時に用を足せるようにしています」

			　古代ローマの方式である。

			　トイレと下水が整えられていた古代ローマは、トイレも長屋式だった。

			　それでそれなりに使われていたというから、特に問題ないだろう。

			　村長のおっさんにも、話は聞いたが――。

			『我が村に、トイレがやってくるわけですか……！』

			　と感動していた。

			「公共の場にトイレとなると、大きな都市でしか見られないからな」

			　新幹線が通ったと騒ぐ田舎みたいなものか。

			「それでは木材を採ってくるかの」

			「そうですね、父さん」

			　オレは父さんとマリナの三人で森にでかけた。

			　形よい木が並ぶ森の入り口で、父さんが気合いを発した。

			「ふぅんっ！」

			　本当に、気合いを発しただけだった。

			　なのに気合いで、木々三〇本の木の葉が吹っ飛ぶ。枝も吹き飛び、丸太だけが残る。

			　父さんは、木材採取用の剣を両手で持った。

			　身長ほどもある、大剣だ。

			「ふうぅんっ！」

			　ハンマー投げのハンマーを投げるかのように剣を振るうと、剣圧だけで木々が倒れた。

			　

			　技名・父さんダイナミック。

			　効果・丸太を取れる。

			　

			　そんな説明を入れたいぐらいだ。

			　気合いで枝と木の葉をまとめて吹き飛ばせるのがおかしければ、剣圧だけで木々をなぎ倒せるのもおかしい。

			　毎度恒例、ＵＴＭＯ。ウチの父さん、マジでおかしい。

			　でも頼りがいはある。

			　

			「とりあえず、これだけあれば充分かのう。我が息子レインよ」

			「はい、そう思います」

			　オレはアイテムボックスを使用して、木々の塊(かたまり)を収納した。

			「何度見ても、我が息子のアイテムボックスはすごいのぅ」

			「そ、そうでしょうか」

			「ワシを含めてアイテムボックスを使える者自体は少なくないが、その容量を一度に――となると、ワシはひとりしか知らぬぞ」

			「それでもひとりはいるんですね」

			「まぁ……の」

			　父さんは、ほんのすこし遠い目をした。

			　触れられたくない雰囲気があったので、あえて触れないことにする。

			　ついでに森を散策し、キノコを何本か採取した。

			「なんに使うの？　レイン。」

			「ちょっとね……」

			　マリナの質問をはぐらかし、村へと戻る。

			「ま……このようなところかな」

			　村へついた。

			　リリーナ先生が香水のビンのようなものから、液体を垂らしていた。

			「なにしていらっしゃるんですか？」

			「見ての通りだ。魔法水で陣を描いている」

			　先生は、最後に自身の血を垂らす。

			「我が血を受けて現れよ、森もぐら(フオレスト・モール)！」

			　魔法陣が青く輝き、大きなモグラが六匹でてきた。

			　一匹あたり六〇センチはあるが、もこもことしていてかわいい。

			「まずはここから、あそこぐらいまでのを掘ってくれ」

			〈〈〈もぐー！〉〉〉

			　モグラはそろって声をあげ、土をザクザクと掘り始めた。

			「先生って、召喚術も使えたんですね」

			「専門ではないがゆえ、レベルの低い魔獣しか呼びだせんがな」

			「それでもすごいと思います」

			「まっ、まぁ、わたしを尊敬するというなら、やぶさかではないぞ、少年。

			　フハハハ、ハハ！」

			　先生は、自慢というより照れて笑った。

			　かわいい。

			　モグラたちは、もぐもぐ黙々がんばって、穴を掘り進めてくれた。

			　三時間ほどがすぎた。

			　水を通すための水路と、汚物を通すための下水が掘られる。

			　下水のほうは、直径二メートルの穴が、二〇メートルほどである。

			　川にはまったく届いていないが、召喚時間が限界だった。

			「ん………。」

			〈もぐー〉

			　マリナがモグラの一匹一匹に、報酬代わりのリンゴを渡した。
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			　モグラは受け取り、満足そうに魔法陣の中へと入る。

			「リンゴでいいんですね、報酬」

			「マリナ少女が配っているのは、ゴールデンアップルだ。これは肉食の魔物も果物食に目覚めてしまう、すばらしい味をしている。報酬にならんはずがない」

			　先生自身、ほっぺたを赤くして、リンゴを、かぷ……とかじってた。

			　剣と魔法の訓練もして、一日をすごす。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夜がきた。

			　マリナといっしょに浴室に入る。

			　小型の魔法石が設置されている台座に魔力を流し、蛇口から水をだす。

			　次に袋を用意する。

			　手のひらサイズの袋には、ビー玉ぐらいの大きさをした赤い魔宝石が詰まってる。

			　浴槽に入れて、熱をださせる。

			　入手の容易なジャンク品に近い魔法石だが、こうやって集めれば、ちょっとした銭湯ぐらいのスペースを温めるのには使える。

			　毎日使って一ヶ月持つかどうかといったとこだが、一ヶ月は持つので充分だ。

			「はい、マリナ」

			「うん………。」

			　マリナにすっと手を伸ばし、湯船の中にエスコート。

			　マリナの巨乳が、ぷか……と浮かぶ。

			　オレはマリナの肩を抱き、空を見上げる。

			　この風呂は、父さんの趣味が入ってる。

			　足はゆったり伸ばせるし、窓からは月と星空が見える。

			「今日も月が綺麗だな」

			「うん………♪」

			　マリナがオレにしなだれかかる。

			　オレは湯船のお湯をすくって、マリナの鎖(さ)骨(こつ)やほっぺにかけた。

			　マリナの手触りを楽しみながら、汗や泥を簡単に流す。

			　ほどよく温まったあとは、体の洗いっこである。

			　ほぼスポンジと言ってよいヘチマのような植物で、セッケンを泡立てる。

			　まずはマリナの背中を洗い、さりげなく抱きつく。

			　体をぴたりと密着させて、マリナの二の腕、マリナの脇腹、マリナのおなかを丁寧に洗った。

			　おっぱいの谷間にも、スポンジを走らせる。

			　オレの手が動くたび、おっぱいさまはゆれた。

			「こんなにたぷたぷゆれてたら、スポンジで洗うのは難しいな」

			「えっ………？」

			「問答無用！」

			「あっ………♥」

			　オレは両手で揉み洗う。

			　泡まみれの手でおっぱいを洗ったあとは下半身に手を伸ばし、股の付け根のクレパスちゃんもしっかり洗った。マリナに四つん這いになってもらって、眼福な角度から洗った。

			「あんっ！」

			　お尻の穴を突っつかれて喘ぐマリナは、とてもかわいらしかった。

			　当然ヤッた。

			　風呂場でイチャついたオレとマリナは、寝室に入る。

			「ほんばん………♪」

			「ついさっきしたばっかりじゃ？！」

			「おふろのは………れんしゅう。」

			　そういうことらしかった。オレの腕に抱きついたまま、頭を肩に乗せてくる。

			　口数少ないマリナだが、地味にエロい。まぁオレも、人のことは言えないが。

			「じゃあ、先にベッドに行ってて」

			「うん………♪」

			　マリナは素直にオレから離れ、いそいそとベッドに入った。

			　オレはドアのほうを見やり、スポンジ（と呼んでいる植物）を取りだした。

			　森で取ってきたキノコの胞子をぽんぽんかけて、ドアの上に設置する。

			　古典的な、黒板消しトラップだ。

			　今朝はこのドアが、ほんのちょっぴりあいていた。今夜も犯人がくるとしたら、恐らくこれに引っかかる。

			　ひとりうなずきベッドに入り、マリナとイチャイチャらぶらぶした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「はぐうぅ……」

			　夜がきた。

			　わたし――リリーナは、自室でひとりうめく。

			　思いだすのは、昨晩のことだ。

			　少年とマリナがおこなっていた、ひざまくらなどのハレンチだ。

			　ふたりは、今日もしているのだろうか。

			　今日も昨晩のような、はははは、ハレンチをしているのだろうか。

			　想像すると、もじもじとする。そわそわとする。

			　裸を見られているかのように、恥ずかしくなってくる。

			　いてもたってもいられなくなって、部屋を抜けだしてしまう。

			　足と体が勝手に動く。少年とマリナの寝室へ、自らを運ばせていく。

			「はぐうぅ……」

			　泣きたいような気分だが、心も体も止められない。

			　部屋が近づいてきた。

			　わたしのエルフの聴覚が、マリナの声をわたしに運ぶ。

			　苦しげな、しかし麻薬的な陶(とう)酔(すい)を含む甘い声。

			　だしてみたいと思ってしまう。

			　その声がでてくるほどの気持ちを、味わってみたいと思ってしまう。

			（クウゥ～～～～～～～～～～～～～）

			　あまりにひどいわたし自身に、頭を抱えてうずくまってしまった。

			　それなのに、やましい気持ちは止められない。

			　赤子のような四つん這いで、ふたりの寝室に向かってしまう。

			　なぜか最初からあいている隙間から、部屋を覗き込んでしまった。

			（はぐっ……！）

			　ふたりは今日もすごかった。

			　説明するのが恥ずかしいぐらい、すごいことをやっていた。

			　キキキキ、キスなどを、当たり前にやっていた。

			　クールで凛(り)々(り)しいはずのわたしは、ガラにもなく興奮してしまった。

			　自分で言うのもなんではあるが、わたしは、本当にそういうイメージなのだ。

			　レリクスたちとやった魔竜殺しは、詩人の語りや絵画のテーマにも使われた。

			　黒いメガネで変装し、劇団の講演を見に行ったこともある。

			　そこでのわたしは、クールで凛(り)々(り)しいハイエルフだった。

			　これがわたしか！　と驚くと同時に惚(ほ)れ惚(ぼ)れとしたものだ。

			　だからわたしはカッコいいのだ。

			　クールで凛(り)々(り)しく、カッコいいのだ。

			　そんなわたしを露知らず、ふたりの行為は過激化してきた。

			　わたしは思わず、身を乗りだして――。

			　ぽふんっ！

			　頭になにかがぶつかった。白い粉のようなものが鼻に入った。

			「くちゅんっ！」

			　くしゃみがでてきた。

			　同時に、においで察知する。

			（痺(しび)れ、キノ、コ……？）

			　少年が、わたしの存在に気がついた。

			　マリナ嬢をズンッと突きあげどぷっとだすと、わたしのほうに寄ってくる。

			（ふわあぁん！！！）

			　わたしは逃げようとしたが、キノコのせいで動けない。

			　後日には、解毒魔法を使えばよかったと気がついた。

			　でもこの時は、焦ってうっかり失念していた。

			　わたしの凛(り)々(り)しいイメージが！

			　クールで凛(り)々(り)しいイメージがあぁ！

			　

			◆　◆　◆

			　

			「やっぱり、あなただったんですか……」

			「はぐうぅ……」

			　オレの部屋。

			　先生が、正座でしょぼんとうなだれた。

			　無防備でうなだれる姿は扇情的で、そそられるものがある。

			「生徒の行為を覗いちゃうなんて、とってもいけない先生ですねぇ……」

			「でっ……、できごころだったのだ……」

			「ただの『できごころ』で、二日連続のぞいちゃうんですか？」

			「ふわっ?!」

			「実際、のぞいてたでしょ？　二日連続で」

			「クウゥン……」

			　図星であったらしい。

			　うなだれていた先生の耳が、しおっと垂れる。

			「………レイン。」

			「どうした？　マリナ」

			「………してあげたら？」

			「え……？」

			「よっきゅうふまん………、かわいそう………。」

			「マリナは……いいの？」

			（ジ………。）

			　マリナはオレを無言で見つめ、口にチュッとキスをしてきた。

			「一番はわたしって、言ってくれたから………。」

			　いいらしいかった。

			「してあげて。」

			　話は決まった。

			　マリナがそう言うのなら、しない理由もないだろう。

			「まままま、待て！　なにを理由に、わたしが欲求不満であると言っているのだ！！！」

			「違うんですか？」

			「とととと、当然だ！　わたしはけっして、やらしい存在ではない！！」

			「覗きをしておいてそんなこと言うなんて、いけない先生ですねぇ……」

			　先生の往生際が悪いせいだろう。嗜(し)虐(ぎやく)的な声がでた。

			「そんな悪い先生には、おしおき…………ですね」

			「ふわっ?!」

			　先生を押し倒した。

			　本気で嫌がられたらやめるつもりではあったが、そんなことはなかった。

			　なんと言っても、先生自身が言っている。

			「わたしの体は自由にできても、心までは自由にできんぞ！　だから……存分にするがいい！　けっして欲求不満などではないが避妊魔法も使えるわたしを、存分にもてあそぶがいいっ！　早く……、早くうぅ…………！」

			　ここまで言われてしまったら、しないほうがむしろ犯罪である。

			　覆い被さり、たっぷりとやらせてもらった。

			　先生は処女であったが、一回や二回では済まないぐらいにやりまくった。

			　行為が終わった。

			　オレはベッドの端に座る。

			　マリナが、背中にくっついてきた。

			「………。」

			　言葉は発していないものの、目線は切なげに細まっていた。

			「レイン。リリーナに、九回した………。」

			「数えてないけど、そんなとこかな」

			「わたしは………八回。」

			「風呂場の分は？」

			「れんしゅうだから………ノーカウント。」

			「そうなのか……」

			「うん。」

			　やはり言葉はなかったが、オレを抱きしめる腕の力が、（むぎゅっ………。）と強まってきた。

			「いちばんじゃないのは………いや。」

			　かわいい。

			　しかも風呂場のがノーカウントなら、オレはその分もしないといけない。

			　マリナに熱いキスをして、たっぷりと楽しんだ。

			　二回すればよかったところを、その六倍は楽しんだ。

		

	
		
			　

			レイン十四歳。学園に誘われる。

			　

			　三ヶ月がすぎた。

			　オレの毎日と領地の経営は、順調であった。

			　リリーナのおかげでできたトイレは、なかなかに好評だ。

			　トイレがなければ、汚物の処理はどうしようもない。だから柑(かん)橘(きつ)系の香水をかけて誤魔化すしかなかった。その生活に、慣れるしかなかった。

			　しかしトイレで綺麗になれば、もはや臭いに耐え切れない。

			　トイレから離れたところに住んでいる人たちからも要望が湧いて、オレはトイレを増築した。

			　プラシーボもあるのかもしれないが、疾病率は大幅に改善された。

			　村を歩けばいろんな人から、感謝の言葉を投げかけられる。

			　それはなかなか心地いい。

			　夜の生活も順調だ。

			　風呂場でマリナとイチャついてると、ドアからノックの音がする。

			「わ……わたしだ」

			　入ってくるのは、タオルで体を隠したリリーナ。

			　顔を真っ赤に火照らせて、もじもじと太ももをこすらせる。
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			「せっ……せっかくなので、その…………」

			　そんなふうに入ってきては、体を洗いっこする。

			　背中から始まって、二の腕に脇の下を丁寧にこすり、おっぱいを揉み洗う。リリーナの胸は小ぶりだが、小鳥のようにふかふかしていた。マリナとはまたベクトルの違う、ほがらかな楽しみがある。

			　ふたりを洗い終わったあとは、オレが洗ってもらう番だ。

			　泡にまみれたマリナが前から、リリーナが後ろから、自身の体でオレの体を洗ってくれる。

			「こっ……これで、よいのか？　少年……」

			「最高に気持ちいいよ。リリーナ」

			「そっ、そうか……」

			　リリーナは、頬を染めつつうなずいた。

			「ん………。」

			　マリナがリリーナに対抗し、キスをしてくる。

			　舌も入れてくるような、甘くて熱いキスである。

			　そしてお風呂が終わったら、ベッドの中で本番だ。ふたりを並べてかわいがる。

			　しかしながらリリーナは、行為が終わると服を着る。

			「きょきょ、今日の手前も、なかなかのものであったな」

			「今日も帰っちゃうんだ」

			「わわわわ、わたしがキミとしてるのは、とてもクールで凛(り)々(り)しいわたしの、気分を浄化するためだ。ゆえにケジメの一環として、共に眠るわけにはいかん」

			　わけがわからない。

			　健康は大切だから、病気になる前に自殺します！　と言われたかのようだ。

			「というか、この年の差でいっしょに眠るまでしたら、ははは、恥ずかしいではないか……」

			　しかしすぐさま頬を染め、そんなふうに言うのであった。

			　そんなある日のことだった。

			　リリーナが、朝食の席で言う。

			「時に……、レリクス」

			「なんじゃ？」

			「わたしはそろそろ、学園に戻ろうかと思う」

			「学園？」

			「魔竜を殺した功績を買われたわたしは、レイボルト魔法学園のゲスト講師もやっているのだ」

			「この国で、一番大きなところじゃの」

			「愛らしい少年がたくさんい…………ではなくて、未来を作っている実感が湧いてくる、とてもやりがいのある仕事だ」

			　リリーナは、ワイングラスで水を飲んでつぶやく。

			「わたしの治癒魔法のおかげで空を見られるようになった盲目の少女や、歩けるようになった少年の話などを聞くと、心の底からほっこりとする」

			　リリーナの横顔は、温かな誇りに満ちていた。

			　そんなリリーナを見ていると、オレの気持ちもほっこりとする。

			「そしてここからが本題なのだが――」

			　リリーナは父さんの目を見つめ、まっすぐに言った。

			「レイン少年とマリナ嬢を、レイボルトに連れて行きたい」

			「ふむ……」

			「三ヶ月近く接していてわかったが、レイン少年の知識と器と発想力は、独特で優秀だ。辺境の地で一生を終わらせるには、あまりにも惜しい。マリナ嬢も、その魔法の才はなかなかのものだ」

			「…………」

			「もちろんキミのように、権力に利用されることに疲れて隠居するのも悪いとは言わない。しかし実際に体験してみて隠居するのと、体験もせずに隠居するのとでは、違ってくるとわたしは思う」

			「確かにそれは、一理あるのぅ」

			　父さんは、言葉ではうなずいた。

			　しかし発する雰囲気は、重々しくて息苦しい。

			　リリーナに邪(よこし)まな感情がわずかでもあれば、視線だけで圧殺しそうだ。

			　だがリリーナも、不純な気持ちで言ったわけではないらしい。父さんの眼光を、まっすぐに見つめてる。

			　その雰囲気は、三国を滅ぼしかねない魔竜を倒した英雄のそれであった。

			「ふたりは、どう思うのじゃ？」

			「わたしは………。」

			　マリナは、ほんのわずかに目を泳がせると言った。

			「レインに、従う。」

			　オレはリリーナに尋ねた。

			「学園では、どんなことをやるんですか？」

			「歴史などの教養から始まって、実技の練習。ダンジョンなどの探索がおこなわれているな」

			「へえぇ……」

			　心が躍った。

			　今の生活に不満はない。

			　でもそれはそれとして、ダンジョンの探索とかは心が躍る。ワクワクとする。

			　せっかく異世界にきたのだから、冒険のひとつはしてみたい。

			　領地――というか父さんのためにも、オレの人脈を広げることはプラスだと思う。

			　村の人が病気した時にリリーナをすぐに呼べるとは限らない。

			　土魔法を使える人がいれば、トイレの設立は今よりもっと簡単にいった。

			　問題は――。

			「オレがいなくなったら、父さんはさびしいですよね……？」

			「それはその通りじゃが、ワシのためにおヌシがガマンするようなことになったら、そっちのほうが辛いのぅ」

			「その学園がある街って、ここから何日ぐらいかかります？」

			「安全なルートを通っていくなら二十日前後。多少危険でもよいなら十日前後だな」

			「けっこう、かかりますね……」

			「一度入ったら、卒業か退学までは、ほとんど帰れんと思ってくれ」

			「一週間ぐらい、考えさせてもらってもいいですか？」

			「それは当然の権利だな」

			　リリーナは、うなずいた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　いつもの裏庭。

			　マリナとふたり切りになったオレは尋ねた。

			「それでどうなの？　本音を言うとさ」

			「え………？」

			「明らかに遠慮して迷ってたじゃん。さっきの答え」

			　マリナは問いに答える代わりに、オレの唇にキスをしてきた。

			「わたしが一番いたいのは、あなたの隣。」

			　オレはマリナを抱き返し、頭と背中を撫でた。

			「いっしょにいるのは前提だけど、それはそれとしてどうなの？」

			「行って………みたい。」

			　か細い声でつぶやいたマリナは、ぽつぽつと語りだす。

			「あなたに助けられたわたしは、学校に行った。」

			「みんな、楽しそう………だった。」

			「わたしはとても、さびしかった。」

			「あなたがいなくてさびしかった。」

			「あなたがいたら毎日楽しいと思ったけど。」

			「あなたがいなくて、さびしかった。」

			「学校、さびしかった。」

			「さびしかった………の。」

			　マリナの声は徐々に震えて、最後は泣きそうになっていた。

			「だからさびしかった分、オレといっしょに学校通ってみたいわけか」

			「うん………。」

			　マリナは、静かにうなずいた。

			　その姿はとても愛おしく、オレはやさしく抱きしめた。

		

	
		
			　

			レイン十四歳。転移魔法を覚える。

			　

			　マリナも、学園には行きたいらしい。

			　こうなると、心はますます学園に傾く。

			　ただすぐに帰れないってのは困る。

			　そもそも動機の半分ぐらいは、領地というか父さんのためなのだ。

			　それが領地や父さんになにかあった時、どうしようもないのでは困る。

			　オレは目線を木に移す。

			「ハアッ！」

			　気合いを込めて斬撃一(いつ)閃(せん)。

			　一本の木を切り落とし、アイテムボックスを使用する。

			　次元の裂け目のような穴が、丸太を吸った。

			　すこし移動し、アイテムボックスを使用する。

			　次元の裂け目のような穴から、丸太がでてきて地面に落ちた。

			「なるほど……」

			　オレは再び使用して、次元の穴に丸太を吸わせた。

			　今度は意識を集中させる。

			（五メートルぐらい、離れた場所に……！）

			　五メートルほど離れた位置に、次元の穴が現れた。

			　丸太がでてきてどさりと落ちる。

			　マリナが小さく小首をかしげる。

			「………？」

			「転移魔法の研究」

			「………？？」

			「一度異空間みたいなところにアイテムをしまってから、別のところにだす魔法でしょ？　アイテムボックスってさ」

			「うん。」

			「だったらだす範囲を延ばすことで、運送魔法や転移魔法にもなるんじゃないかなって」

			　オレは再び丸太をしまい、八メートル離れたところにだしてみた。

			　ずずずずず。

			　丸太はしっかり、でてくれた。

			　ステータスを見て、消費した魔力をチェックする。

			　

			　レベル　１３２４０

			　ＨＰ　　１３６４４０／１３６４４０

			　ＭＰ　　９１０９４／９２２９４

			　筋力　　１２６５６０

			　耐久　　１１４７７０

			　敏(びん)捷(しよう)　　１１８２２０

			　魔力　　１２３２２１

			　

			　１４００近くも、ＭＰを消費していた。

			　普通の人は０であり、見習いの魔術師なら50。

			　一人前と言われるクラスで、４００前後が相場だ。

			　軽い実験で１４００というのは、相当な消費量である。

			　だけどオレには関係ない。

			　一度近づき丸太を吸って、後ろに下がって距離を取る。

			　今度の狙いは、十五メートル離れた位置だ。

			　ずずずずず。

			　丸太がでてきた。

			　消費量もチェックする。

			　消費した量は、およそ１５００であった。

			　八メートル先にだした時より、ちょっとだけ多い。

			　それでも見える範囲のとこなら、わりとなんとかなるらしい。

			　それならば、見えないところだとどうか。

			　オレは目標に背を向けて、目を閉じた。

			　つい先刻まで見ていた場所に、丸太がでていく姿をイメージする。

			　ずずずずず……どしん。

			　丸太はしっかり、転移されてた。

			「いい感じだな」

			「うん。」

			　それなら次は、いつも食事を食べている部屋にでも転移させてみるとしよう。

			　丸太はちょっと大きすぎるので、赤い木の実でテストをしてみる。

			　アイテムボックスにしまい、つい先刻の食堂をイメージする。

			　ただちょっと、難しい。

			　いつも食事をしている食堂とはいえ、実際にイメージをしろってなるとおぼろげだ。

			　それでも一応、覚えている範囲でイメージをする。

			　覚えている範囲の部屋に、時空の裂け目のような穴があいて、赤い木の実が落ちる光景。

			　けど――。

			「無理か……」

			　時空の穴を繋げてみるようなイメージが、うまく沸いてくれなかった。

			　十メートルとか先でいいなら、見えないパイプで繋げるイメージでいける。

			　しかし見えないところになると、どうやったら繋がってくれるのかがイメージしにくい。

			「そこさえなんとかできればなー……」

			「なにをやっているのだ？　少年」

			「リリーナさんこそ、どうしたんです？」

			「じ……自室で紅茶を嗜んでいたら、強い魔力を感じたのでな……」

			　リリーナは、ちょっと照れながら言った。

			「で、キミはなにをやろうとしていたのだ？」

			「転移魔法を使えないかな、と思いました」

			「転移魔法だとっ?!」

			「そんなすごかったり、するんですか……？」

			「文献として残されてはいる。実用を度外視すれば、成功例もなくはない。しかし実用レベルで――となると、伝説級の魔法だぞ?!」

			「でも先生は、召喚魔法とか使ってますよね？　アレって転移じゃないんですか？」

			　教えを乞う状況になったので、先生と呼んで尋ねた。

			「それはだな……」

			　先生は、懐からリボンをだした。オレに渡す。

			「これの片方を持ってみろ」

			「はい」

			　オレが持ったら、ぐいっと引っ張る。

			「うわっ！」

			　先生は、よろけたオレを抱きしめた。

			　エルフ独特の、甘くてふんわりとした香りが鼻孔をくすぐる。

			「やはり……。うら若き少年はよいな…………」

			「先生っ?!」

			「はぐっ！」

			　怪しいことを言っていたショタコンさんが、オレから離れた。

			「ととっ、とにかくそういうわけなのだ。召喚術は、特定の魔獣とリンクを結び、魔力の線で無理やり引っ張る。ゆえに細かいイメージが浮かばなくとも、召喚することができるのだ」

			「送り返す時はどうするんですか？」

			「魔獣には、帰巣本能を持っている者がいる。もともと住んでいた場所であれば、帰巣本能で帰ることができる。逆に言うと、その本能を持っていない魔獣は、召喚獣にできん」

			「なるほど……」

			「その本能も、時間がかかると働かなくなる。召喚時間に三時間や四時間といった限界があるのも、そういうことだ。たったそれだけの時間で、帰還が難しくなってしまうのだ」

			「うーん……」

			「そういうわけであるがゆえ、人や物質を遠くへ送る転移魔法は、不可能と言っていいほどに難しいのだ」

			「でもそのへんも、転移する自分をイメージできれば、なんとかなる可能性があるんですよね？」

			「理屈ではその通りだが…………できるのか？」

			「それは……」

			　確かに厳しい。

			　木の実を転移させようとした時もそうだけど、〈転移先の光景をイメージする〉ってのが厳しい。

			　そこのイメージが湧かないと、すごいあやふやになる。

			　でも、待てよ。

			「そういうことなら、イメージする景色の分量を減らせば……」

			　オレとマリナは作業を始めた。

			　木を切って削り、釘やハンマーでトンテンカンと作業する。

			「できた……！」

			「………♪」

			　目当ての道具が完成だ。

			　ピンク色のドアである。

			　日本生まれのジャパン人なら、どこにでも行ける気がするドアだ。

			「これは……どういうことなのだ？」

			「ドアです」

			「どあ……？」

			「特定のエリアに、人や物体が転移する光景をイメージするのは大変です。それなら特定の空間全体じゃなくって、特定の空間に繋がっている、入り口だけをイメージすれば――と思いまして」

			「いや……しかし、理屈では、そうかもしれないが…………」

			　長生きしているせいだろう。

			　先生は、『空間転移は難しい』という先入観を捨て切れないでいた。

			　でもオレに、そこまでの意識はない。

			　むしろこのドアを使ったら、どこにでも行ける気しかしない。

			　オレはドアをがちゃりとあけた。

			　びっくりするほど簡単に、食堂に繋がった。

			「はぐ……、う……、あ……？」

			　先生は庭で口をパクパクと、酸欠の金魚みたいに動かしていた。

			　一方のマリナは、とても普通についてきていた。

			「簡単にできたな」

			「うん。」

			「この調子なら、ほかのところにも行けるかもな」

			　オレは一度ドアを閉め、戦闘の訓練をよくする荒野をイメージした。

			　ドアをあける。

			　イメージ通り、ドアは荒野に繋がった。

			　オレやマリナの魔法のせいで生まれた、大きなクレーターや地面の焦げ跡もそのままである。

			　地を踏み締めた時の感触も、土の匂いも荒野のものだ。

			「せっかくきたし、やってくか？」

			「………うん。」

			　マリナは地面に膝をつき、オレのズボンをおろそうとした。

			「そっちじゃないよ?!」

			「え………？」

			「オレがやろうって言ったのは、戦いとか魔法とかの訓練！」

			「………。」

			　マリナの頬に赤みが差した。

			　間違えてしまった恥じらいと、それはそれとして『したい』と思う気持ちが表れている。

			「いや、まぁ…………いいけど」

			「ん………♪」

			　マリナは、あむりと口をあけ、オレのやつを咥えた。

			　すこし前まで外は恥ずかしいとか言っていたのに、今や外でも積極的だ。

			　口の中のとろけた熱に、舌使いもヤバい。

			　やらしい行為と、バトルと魔法の訓練が終わった。

			　クレーターにまみれた荒野に、また新しいクレーターができた。

			　オレはドアノブに手をかける。

			　きゅっ………。マリナが裾を引っ張ってきた。

			　無表情の顔で、オレのことを、じ………。とみている。

			「ええっと……」

			「汗………かいた。」

			　オレは無言でドアをあけた。

			　自宅の脱衣所が、目の前にあった。

			「………。」

			　マリナは無言で頬を染め、脱衣所に入っていった。

			　お風呂場で汗を流して、十八禁を楽しむ。さっきしたばかりだが、裸のマリナが頬を染め、ジ………。とオレの股間を見てくるのだから仕方ない。

			　その次にオレは、魔法学園とやらに行ってみようと思った。

			　だがしかし、ドアが機能しなかった。

			　ガチャリと開きはするのだが、目的の場所に移動できない。

			　王都にも行ってみようとしたが、やはりというか、無理だった。

			　一方で、村の入り口や、以前に海水を取りにいった砂浜には行けた。

			　波の音と海の風を浴びて、オレは軽く伸びをする。

			「さすがのドア様とは言っても、行ったことのない場所にはいけないみたいだね」

			「わたしも、そう思………くちゅんっ！」

			「寒かった？」

			「すこし。」

			「お風呂あがりだと、潮風は冷たいか」

			「うん。」

			　マリナはうなずく。

			　いまだしっとり濡れている姿は、そこはかとなく色っぽい。

			「じゃあ、いつもの寝室」

			　イメージしながらドアに入ると、いつもの寝室になった。

			「すごいなぁ、これ」

			　しかしステータスを見ると、魔力が地味に減っている。

			「乱用は禁物ってことか」

			（きゅっ………。）

			　オレがつぶやくと、マリナが服の裾を引っ張ってきた。

			　オレとベッドを交互に見やる。

			「せっかくだから、したいって？」

			「うん。」

			　うなずいたマリナは、淡々と言った。

			「わたしの中でこの部屋は、あなたにされるための空間。」

			　そう言って、マリナはオレにキスをしてきた。

			「今のわたしは、パブロフのわんこ。」

			　つぶやいたマリナは、ぽうっとほっぺを赤くする。

			「好き好き病の………わんこ。」

			「荒野や風呂場で、したばっかなのに」

			「ノーカウント………。」

			　まったく、仕方ない子だ。

			　オレはやれやれと言いながら、要望通りにかわいがった。

			　楽しみが終わった。

			　ハンマーなどを片づけ忘れていたことを思いだし、ドアを使って裏庭に戻る。

			「はぐうぅ……」

			　先生がいた。

			　隅のほうでしゃがみ込み、地面にいじいじと魔法陣を描いていじけた。

			「助言をしても無視されるのでは、した意味がないではないかぁ……。少年の、ばかあぁ……」

			　エルフさん、四捨五入して三〇〇歳。

			　十四歳児に助言を無視されていじける。

			　パッと見るととてもひどいが、よくよく見るとすごくひどい。

			　ジュラ紀だったら恐竜が死んでる。

			「あの……先生」

			「はぐ……？」

			「先生のアドバイスがなかったら、ドアを作るって発想はなかったと思いますよ……？」

			（パアアアッ……！）

			　先生は、にわかに顔を輝かす。

			「フハハハハ、そっ、そうか。クールで凛(り)々(り)しいわたしのおかげで、すごい魔法を使えるようになったのか。フハハハハ、ハハ、ハ」

			　その笑声は、カラ元気に近かった。

			　それでも一応、元気は元気。よかったということにしておこう。

			　不意にそよ風が吹いた。

			　オレやマリナの背中や首筋を撫でて、リリーナ先生の髪を撫でる。

			「はぐ……？」

			　先生が、頬を赤くし鼻を摘まんだ。

			　オレとマリナを交互に見やる。

			　かわいいエルフの耳だけが、ぴこぴこと動いた。

			「どうかしましたか？　先生」

			「キミとマリナ嬢から、いやらしいにおいがしてきたのだが……」

			「ぽ………。」

			　オレが説明するより早く、マリナが腕に抱きついてきた。

			　体をぴたりと密着させて、顔をすりすりこすらせる。

			「まぁ、そういうことです」

			「うぐうぅ……！」

			　欲求不満のショタコンエルフさん《リリーナ先生》の顔が、みるみるウチに赤くなる。

			　オレは先生の手首を掴んで、にやりと笑った。

			「そういうことなら、しましょうか」

			「うぐっ?!」

			　オレは先生の手を引いた。

			　ドアをあけて寝室に繋ぎ、ベッドの上に押し倒す。

			「ままままっ、待つのだ！　少年！　このような明るい時分からこのようなことをするのは、常識と良識から言って――――」

			　なんかいろいろ暴れていたけど、押さえつけてヤッた。

		

	
		
			　

			レイン十四歳。盗賊に出会う。

			　

			　ごとごとごと。

			　馬車ならぬ鳥車にゆられて、オレたちは進む。

			　ククルーという、巨大な鳥が引く馬車と思えばあってる。

			　通っているのは、森よりは安全な草原ルートだ。

			「ちなみに学園って、入学試験とかありますか？」

			「入学は、キミの父上に推薦状を書いてもらったから大丈夫だ。手続きも、ク……クールで凛(り)々(り)しいわたしがしてやる」

			「ありがとうございます」

			「その代わり、特待試験は受けてもらう」

			「特待試験？」

			「入学のあとの待遇を決める試験だ。

			　入学費用や学費、寮の部屋のグレードなどにあつかいの差がでる」

			「具体的には、どのくらいですか？」

			「最高ランクに近づけば、学費は無料で寮の部屋も最高のものになる。逆に最低ランクだと、学費は城が買えるほどにかかり、まともな寮に住もうと思えば大金がかかる」

			「城が?!」

			「魔法の才に欠ける貴族が、ハクをつけるために入学することもあるからな」

			「そういう貴族からは、相応にいただくってことですか」

			「それのおかげで、平民も入れる――という側面もあるのでな……」

			「でも一方で、貴族の人が、威張りまくっちゃうこともありそうですね……」

			「校則上で、してはならんとなっているのだがな」

			「ルールが存在していることと、ルールが守られていることとは違うお話ですしね……」

			　地球でも、法律上はしてはいけない体罰とかが、当たり前にあったりしたしね。

			「…………」

			　先生が、頬を赤くしてオレを見つめた。

			「どうしたんですか？　先生」

			「キキキ、キミが年齢のわりに、妙に悟っているところがあると思ってな……」

			「ええっと……」

			「と……年相応にあどけない少年はもちろんいいが、不相応に賢い少年や、発展途上ながらも強くしなやかな筋肉を持っている少年も、それはそれで…………だな」

			「少年だったら、なんでもいいように聞こえるんですけど……」

			「はぐっ?!」

			　まったく自覚がなかったらしい。

			　ショタコンエルフ先生は、ハトがバリスタ《巨大弓》でも食らったかのような顔をした。

			「ななななっ、なんでもいいということはないぞっ?!

			　例えば……そうだな。

			　情けない姿であれば放っておけぬと思ってしまうし、小汚くしていれば洗ってやりたいと思うし…………ふわあっ?!」

			　考えれば考えるほど、思考が詰んでいったらしい。

			　先生は、自分自身に驚いた。

			　最後には、顔を両手でおおって認める。

			「少年には、すばらしい少年と、よりすばらしい少年の二種類しかいない……」

			　先生のショタコン属性《病気》には、筋金が入っていた。

			「ちなみに……オレが成長したらどうなりますか？」

			「少年が、成長したらか……」

			　先生は、オレを見つめて想像を始めた。

			　赤かった顔が、さらに赤らむ。

			「しょ……少年のころを知っている以上、ギャップでメロメロにされてしまう気がするな……」

			　しかもその筋金は、オリハルコンで作られていた。

			　そんなアホな話をしてると、先生の顔が急にシリアスになった。

			　エルフの耳が、ぴくぴく動く。

			「止めてくれ！」

			　鳥車の御者に、指示をだして止めさせる。

			「感じるか……？　少年」

			「はい……」

			　オレはマリナと先生を連れて、鳥車を降りる。

			　目の前にあるのは、茶色い道だ。

			　左右を五〇センチほどの、背の高い草原で挟まれた道だ。

			　絵画にすれば、のどかな風景。

			　しかし魔竜殺しの英雄である父さんに訓練を受けたオレに見せれば、殺気という名の黒い霧が充満しているようにしか見えない。

			「この世界での盗賊って、どういうあつかいになってます？」

			「基本的には、動物やモンスターと同じだな」

			「潜伏している人が、ただの狩人さんである可能性は？」

			「ないとは言わん」

			　先生は、短く言って続けた。

			「しかし道路の左右、百メール以内に潜伏していた場合、盗賊と誤認されても文句は言えないことになっている。ハンターギルドに所属してれば、真っ先に叩き込まれる決まりだ」

			「まともな狩人さんである可能性は、ほぼゼロっていうことですね」

			　ちなみにメールってのは、この世界での単位だ。

			　一メールで一メートルぐらいである。

			「ただ盗賊は、アジトを持っていることがある。懸賞金も、生け捕りにしたほうが高い」

			「なるほど」

			「それでは頼むぞ。レイン、マリナ」

			「先生は、戦わないんですか？」

			「わ……わたしが非力であることは、よく知っているであろう……？」

			　先生は、頬を赤らめて言った。

			　同時にそれは正論だった。

			　補助や回復はすごい先生だけど、単体の戦力としては微妙だ。

			　補助や回復を使用して、百の雑兵を一万の精兵に匹敵する軍団にすることはできる。

			　だけど先生ひとりだと、三、四人が精一杯だ。

			　自分に補助をかけるにも、強力な補助魔法はかなり体力を消費する。

			　軽い補助ならなんとかなるが、それを使って『三、四人は倒せる』である。

			　とにかくそういうわけだから、前線にだしてはいけない。

			「じゃあオレがでるから、マリナはサポートを頼むな」

			「うん。」

			　オレはゆっくり前にでた。

			　盗賊ではない可能性も、一応考えて叫ぶ。

			「何者だ?!　どうしてそこに隠れてるっ?!」

			　にわかに空気がざわついた。

			　草むらの奥でのひそひそ話が、風に乗って耳に届いた。

			（おっ……おい、どうする？　ラング）

			（気づかれたのは面食らったが……見ればまだガキじゃねぇか。魔力察知だけはお得意で、取り巻きやガールフレンドにいいところを見せようとしているだけのおぼっちゃまってところだろうよ）

			（生け捕りにすれば、いいお値段になりそうってことか……）

			（後ろに立っているエルフと嬢ちゃんも上玉。イザとなったら、アレもある）

			（だなぁ……）

			　舌舐めずりしていそうな声がして、草むらから男がでてきた。

		

	
		
			　

			レイン十四歳。盗賊を倒す。

			　

			「ひあああ！」

			　男は両の手をあげ、ヘタクソな演技で怯える。

			「あっしはただの、しがない狩人でございます。鳥や野兎を狙っていたでございます」

			「そうだったのか」

			　オレは騙された振りをして、剣をおろした。

			「へい、へい。おっしゃる通りでございます」

			　ラングは揉み手をしながら、オレのほうに寄ってきた。

			「それにしても、おぼっちゃま。潜んでいるあっしらをご発見なさるとは、すさまじい才能でございますなぁ」

			「名のある英雄に師事していたからな」

			「さようでございますか。そいつはすごい。と――ゆだんさせといて……バカめっ！」

			　男は、隠し持っていたナイフを振りあげてきた。

			　オレは素早くバックステップを踏んだ。

			　剣を抜き打ち斬撃一(いつ)閃(せん)。男のナイフを根本から飛ばす。

			　男はナイフを切られたことにも気づかずに、自身の右手を振りおろす。

			　スカッと外れる音がして、数秒。

			「なっ……?!」

			　男がナイフに気づいたところで、オレは男の腹を打った。

			　男の体が、どうっと倒れる。

			　それが合図となった。

			「野郎！」

			「半殺しにしろ！」

			　草むらの陰から、弓矢を構えたやつらがでてくる。

			　そういう態度を取られると、こっちとしても楽である。

			「ファイアーボールトッ！」

			　オレの手から、炎のように赤いイナズマが走った。

			「「「ぎゃあああああああああああああっ！」」」

			　盗賊たちに、炎の熱と電撃が同時に走る。

			　残ったやつらが矢を発するが、ファイアーボールで撃ち落とす。

			「アレだ！　アレを起動しろおぉ！」

			「「「おおっ！」」」

			　盗賊たちの声が響くと、地震が起きた。

			　地面がゆれて地響きが鳴り、とある一ヵ所が盛りあがる。

			　そして現れたのは、土で作られたドラゴン。

			　鑑定を使うと、こうなった。

			　

			　名前　ゴーレムドラゴン

			　レベル　１５８０

			　ＨＰ　　２０１２０／２０１２０

			　ＭＰ　　０／０

			　筋力　　２５５００

			　耐久　　２５５００

			　敏(びん)捷(しよう)　　５２００

			　魔力　　０

			　

			　一介の盗賊が使うとも思えない、なかなかのモンスターだ。

			　なにせ盗賊は、こんな感じだ。

			　

			　名前　ボッツ

			　職業　盗賊

			　レベル　23

			　ＨＰ　　１６０／１６０

			　ＭＰ　　０／０

			　筋力　　92

			　耐久　　90

			　敏(びん)捷(しよう)　　１２０

			　魔力　　０

			　

			「おらぁ！　行けっ！　行けえぇ！」

			〈Ｇｉｉｉｉｉｉｉ！〉

			　ゴーレムドラゴンが声をあげ、アシッドブレスを吐いてきた。

			　オレはサイドステップで回避する。

			　地面が紫に変色し、わずかにかすった草も枯れた。

			　直撃したら、ヤバそうだ。

			　が――。

			「アブソリュート………ゼロ。」

			　マリナが呪文を唱えると、一瞬で氷漬けになった。

			　オレや父さんほどではないが、マリナも相当チートな子である。

			「魔法剣――サンダーソード！」

			　オレは地を蹴り、鋭く跳ねた。斬撃一(いつ)閃(せん)。

		

	
		
			[image: p183.jpg]
		

	
		
			　ゴーレムドラゴンの首を、氷ごと飛ばす。

			　マリナの氷がどろりと溶ける。

			　ドラゴンは、泥の塊(かたまり)になった。

			「うっ……うわあああ！」

			「逃げろおぉ！」

			「退却！　退却だあぁ！」

			「置いてかないでくれえぇ！」

			　盗賊たちが驚(きよう)愕(がく)し、仲間を置いて逃げようとした。

			「ライトニング！」

			「アイス………ニードル。」

			　オレとマリナが魔法を放ち、盗賊の足を負傷させた。

			　余計な抵抗をできないように、荒縄で縛る。

			「いやはや、さすがだな」

			　先生がつぶやく。

			　なにかあった時の備えであろう。右手には、回復魔法が準備されてた。

			　もしもオレが負傷しても、一瞬で治ったに違いない。

			　先生はそれを消し、盗賊に近寄る。

			「ゆっ……許してくれぇ！　ほんの、ほんの出来心――――ぐぎゃあ！」

			　バギリと嫌な音が鳴る。

			　先生が、盗賊の右足の親指を踏んだのだ。

			「くだらん御託を聞く気はない。アジトの位置をすべて吐け」

			「いっ……言えば、見逃してくれるのか……？」

			「慈悲でよければ、くれてやろう」

			「わっ、わかった！　言う！　ここから二〇〇メール離れたところに、地下室が掘ってある！　奪った宝もほかのやつらも、その中だ！」

			「合言葉などはあるか？」

			「ハリス・パルス。バルスだ！」

			「そうか」

			「これで、見逃してくれるんだよなぁ……？」

			　盗賊が、下(げ)卑(び)た笑みを口元に浮かべた。

			　が――。

			「ぎゃああああああああああああああ！！！」

			　先生は、盗賊の足にナイフを刺した！

			「これで貴様は、しばらく動けん。わたしたちがアジトを潰してくるまでのあいだ、黙って罪を悔いていろ。その後、騎士団に引き渡してやる」

			「見逃してくれるんじゃなかったのか?!」

			「盗賊行為は法律上、その場で処断されても文句は言えん。それが騎士団に引き渡すだけでおしまいなのだ。慈悲と言わずなんと言う？」

			「それは……」

			「しかも襲撃は未遂だ。前科があれば罪人奴(ど)隷(れい)として、死よりも恐ろしい魔術や薬剤の実験台になるかもしれん。しかし前科がないのなら、ムチ打ちと労役で済む。充分、慈悲と言えるだろう」

			「ひぎいぃ、ぎいいっ……！」

			　どうやら前科があるらしい。盗賊の顔が、絶望に染まった。

			　前科があるなら、ますます自業自得だな。

			　御者の人に万が一のための剣を渡し、アジトへと向かった。

		

	
		
			　

			レイン十四歳。山賊のアジトを壊滅させる。

			　

			　二〇〇メートル先に進むと、それはあった。

			　草むらに覆われた、わずかな割れ目が地面についてる。

			　そうと言われて注視しないと、絶対にわからない入り口だ。

			「ふぅむ……」

			「どうかしたんですか？　先生」

			「先のドラゴンもそうであったが、一介の盗賊が使うにしては、高度すぎると思ってな……」

			「そこも含めて、聞く必要があるっていうことですか」

			「そうなるな」

			　オレは地面に手をかけた。

			　盗賊の言葉を思いだして、呪文を唱える。

			「バルス！」

			　微妙に足りない呪文だったが、地面はうまく開いてくれた。

			　焼かれたハマグリのように、口をパックリあけてくる。

			　オレはタンッと小さく跳ねる。

			　二メートルほど落下して着地。

			「おう、帰ったか…………いや、違う。侵入者――」

			「ファイアーボールト！」

			「ギャッ……！」

			　見張りらしき男はいたが、一瞬でやっつける。

			「さすがだな、少年」

			「ありがとうございます」

			　降りてきた先生に、礼を言った。

			　先生は、黙って地面に右手をつけた。

			「なにしてるんですか？」

			「魔力の流れと地の振動で、敵の気配を探ってる」

			「そんなこともできるんですか」

			「エルフだからな」

			　エルフすごい。

			「魔力らしい魔力は感じぬが、大きな振動は感じるな。鍛えた大人が、五〇人と三人。あとはおよそ三〇名が、狭い空間に密集している」

			「密集？」

			「尋常ではない密度から、一ヵ所に監禁と思われる」

			「土魔術師は？」

			「それらしい気配は感じん」

			「魔力を隠しているだけってことは？」

			「それはない。わたしのサーチから魔力を隠すには、わたし以上の力が必須だ」

			「そんな術師さんが作ったドラゴンなら、オレが一撃で倒すなんて無理……ってことですか」

			「流れの術師に作成を依頼した……という説が濃厚だろうな」

			　先生は、立ちあがって進んだ。

			　ところどころで立ち止まり、指を差して指示をだす。

			「そこの壁には、トラップがあるな」

			「マリナ」

			「うん。」

			　マリナがうなずき、手をかざす。

			　トラップは氷結し、効力をなくした。

			「………。」

			　マリナがじっと、熱っぽくオレを見てくる。

			「ほめて………ほしい。」

			「そっ……そうか」

			「ん………♪」

			　オレが頭を撫でてやると、マリナは満足そうにした。

			「ぐうぅ……」

			　先生も、ジト目でオレを見つめた。

			　でも要求らしい要求はなかったので、見なかったことにした。

			「もももっ、戻ったら、まとめてしてもらう…………からな」

			　しかしポツリとつぶやいたので、戻ったらまとめてしてあげることにした。

			　トラップをマリナに封じてもらい、見張りを魔法でやっつけながら進む。

			　先生は、曲がり角の手前にくるたび、地面に手をつけて音を探った。

			　それを何度かくり返していると、通路の奥から声が聞こえた。

			　オレの耳でもわかるぐらいの、下(げ)卑(び)た大きな声である。

			『ブヒュヒュヒュヒュ、今日も大量だったなぁ』

			『まったくですなぁ、ブヒュ』

			『オンナ……。オンナ……。ハァ、ハァ』

			『見て使う分にはいいが、触ったりはするんじゃねぇぞ？　売値が下がる』

			　声の先には、粗末な牢に閉じ込められている女の子たちがいた。

			　たまたまなのか、獣人にはそういう子が多いのか、ケモミミの子たちが多い。

			「……ゲスだな」

			「……ゲスですね」

			「………ゲス。」

			　先生のしかめ面に、オレとマリナが答えた。

			「しかし被害者がいるとなると、強い魔法は使いにくいな」

			「地下ですから、崩れる可能性もありますしね」

			　オレはアイテムボックスを起動した。

			　鞘(さや)のついた剣を取りだす。

			「それは？」

			「敵を制圧する用の、研いでない剣です」

			「無意味に殺したくないのはあるが、無理やりに生かすこともないのだぞ？」

			「難しいと思ったら、魔法をまとわせます」

			「なるほど……」

			　先生がうなずいたのを見計らい、マリナに言った。

			「マリナ」

			「うん。」

			　マリナはうなずき、詠唱を始める。

			　口をもにょもにょ動かして、ブリザードを放った。

			『『『ぐああああああああああああああ！！！』』』

			　氷風を受けた盗賊たちが、悲鳴をあげて凍りつく。

			　オレは一気に躍りでた！

			　氷風の軌道線上にいなかった盗賊に向かって、剣を振って振りまくる。

			　肩を殴って脇腹を払い、三人、四人とぶっ飛ばす。

			「ファイアボルト！」

			　捕らわれの少女たちに近づいた男のことは、紅いイカズチを放って焼いた。

			　九割近く片付くと、ボスらしき男が三人の取り巻きを連れて、部屋の隅にいるのが見えた。

			　その三人は、人間ではなくオークであった。

			「なっ……なかなか、やるじゃねぇか」

			　余裕を見せようとしているボスであったが、膝はガクガク笑ってた。

			　無理をしているのが、見るからにわかる。

			　オレは、ギン――と鋭く睨んで、圧力をかけた。

			「ブヒイィ……」

			　ボスはあっさり気絶する。

			「さすがだな……」

			「うん………。」

			　先生とマリナが、頬を染めてつぶやいた。

			　オレは持っていた剣をしまい、腰の剣に手をかけた。

			　しっかり研がれた、ちゃんと切れるやつである。

			「危険だから、下がってて」

			　牢の中の子たちに言って、抜き打ち際に斬撃を放つ。

			　牢の格子が、スパッと切れる。

			　だが女の子たちは、でてくる様子を見せなかった。

			　牢屋の中で、おどおどとしている。

			「どうしたの？」

			「ええっと……」

			　その時だった。

			「食らうぜなあぁ！」

			　牢の中から女の子が飛びだしてきた。

			　

			　腹部にトスリと、鋭い触感。

			　見てみると、ナイフがぶすりと刺さってた。

			（えっ……？）

			「ハハハハハ、バカめが、ぜなあっ！」

			　粗雑な服を着込んでた、捕らわれだったはずの女が距離を取る。

			　オレはそいつが自己紹介をするより早く、鑑定を使った。

			　

			　名前　カレン＝ロローシュ

			　種族　ウイングヒューマン

			　職業　盗賊

			　レベル　35

			　ＨＰ　　２４０／２４０

			　ＭＰ　　０／０

			　筋力　　１９２

			　耐久　　１６８

			　敏(びん)捷(しよう)　　１８８

			　魔力　　０

			　

			◆解説

			　オークス盗賊団の幹部。

			　捕らわれた少女に紛れ込み、救助にきた人間を騙し討つのが得意。

			　使用するナイフには、象をも三秒で昏(こん)倒(とう)させる麻(ま)痺(ひ)毒が塗られている。

			　処女。

			　

			「なるほど、ねぇ……」

			　オレはその場に、バタリと倒れた。

			　腹部から、血がドクドクと流れる。

			「少年！」

			「レイン！」

			「おおっとぉ」

			　リリーナ先生とマリナの声が響くが、カレンは手近な女の子を人質に取った。

			　オレの頭を踏んづけて言う。

			「急所はちゃんと外しているし、毒は死ぬようなものじゃないぜな！　みんなで奴(ど)隷(れい)になることはあっても、殺すことだけはしないぜなっ！　食べないものと恩人は、殺しちゃいけないのが常識だぜなっ！　これの意味、しっかりわかってほしいぜな！」

			　勝ち誇るカレンに、オレは言った。

			「わかるぜ？」

			「ぜなっ……?!」

			「つまりオマエは、バカだってことだろっ?!」

			　オレはカレンの足を払った。

			　鋭く転ばせ、馬乗りになる。

			　カレンは、信じられないものを見る目でオレを見つめた。

			「どうして……？」

			「回復魔法も使えるからな、オレ」

			「オマエは、魔法剣士だったはずだぜな……！」

			「魔法が使えて剣が使えて、回復魔法も使えるってだけだが？」

			「？？？」

			　カレンはなぜか、理解できていなかった。

			「キミの年齢で二属性の魔法をあつかえるだけでも、数万人にひとりいるかいないかの才能だからな。その上、剣も使えているなら、それ以上はない――と考えるのが、常識ではある」

			「なるほど……」

			　そして会話している隙を、カレンは逃してこなかった。

			　口からプッと針を吐く。

			　ただ今回は、オレもしっかり警戒している。

			　顔をスッと横にズラして、あっさりと回避した。

			「ぜなっ……?!」

			「オマエ……全然懲りてないみたいだな」

			　オレは正直ムカついた。

			　それと同時に、サディスティックな気持ちがでてきた。

			　カレンはすこし薄汚れているが、顔立ち自体は整っている。

			　髪は綺麗な、黒髪ロングだ。

			　頭の両脇についてるヴァルキリーっぽい羽も、ポイント高い。

			　オレはカレンをひっくり返した。

			　腹部はオレのヒザに乗せ、お尻をぺろんっと露出させる。

			「なにするぜなっ?!　なにするぜなあぁ?!」

			「この体勢ですることと言えば、ひとつだろ？」

			「なあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん！」

			　オレはカレンが大人しくなるまで、お尻ぺんぺんしてやった。

			「許してぜなぁ！　反省するぜな！　反省するぜなあぁぁ！！！」

			「そういうことは、人を刺す前に言おうな」

			「ぜなあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっ！！！」

			　おしおきが終わった。

			　休憩のつもりで地べたに座ると、マリナが静かに寄ってくる。

			　オレのことを見つめつつ、カレンにチラッと視線を送る。

			　そのほっぺたは、ほんのりと赤い。

			「悪いことしたのに、お尻ぺんぺんは………ずるい。」

			「ええっと……？」

			「わたしも………。されてないのに………。」

			「されたいのっ?!」

			「すこし………。」

			　マリナには、エム属性もあった。

			　しかもえっちだ。

			　ＮＨＫならぬ、ＭＨＫな女の子である。

			　Ｋがなにかは、ご想像にお任せします。

		

	
		
			　

			レイン十四歳。盗賊を理解する。

			　

			「あの……」

			「どうした？」

			　マリナと話をしていると、捕まっていた子が話しかけてきた。

			「わたくしたちは、どうすれば……」

			「家とかないの？」

			「もともと、ゆくあてがなかったもので……」

			「そういうことなら、公営の奴(ど)隷(れい)になってはどうだ？」

			「よろしいのですか……？」

			「わたしはそこそこ、顔が利く。ここにいる全員を推薦する程度なら、なんとかなるだろう」

			「「「ありがとうございます！！！」」」

			　捕まっていた子たちが、みんなそろって頭をさげた。

			　オレはリリーナに尋ねた。

			「公営の奴(ど)隷(れい)って、そんないいものなの？」

			「奴(ど)隷(れい)と言っても、いろいろといるからな。犯罪奴(ど)隷(れい)や違法奴(ど)隷(れい)にあるのは凄(せい)惨(さん)な末路だが、公営奴(ど)隷(れい)はその限りではない。雇い主が奴(ど)隷(れい)の生存権を危うくしてはならんし、性交渉を強制するのも違法だ」

			「おまけに毎日のパンと、寒さを凌(しの)ぐための衣類。住居も約束されていると言います！」

			「夢のようです！」

			「ドリームです！」

			　それが夢でドリームってあたり、けっこう格差があるらしいな。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そんなこんなで街へと向かう。

			　救助した子たちと、盗賊もいっしょだ。

			　盗賊は殺してもよいのだが、生け捕りのほうが報奨金は増える。

			　生きてさえいれば、奴(ど)隷(れい)にできるからである。

			　犯罪奴(ど)隷(れい)は自由に酷使できる分、消(しよう)耗(もう)が激しい。

			　だから需要は、地味に多い。

			　進行の速度は落ちた。

			　定期的に休憩を挟み、マリナと狩りや組み手をやった。

			　地形が変わらない程度に抑えた、軽い組み手だ。

			　しかし盗賊たちは震え、捕まっていた子たちは頬を染めた。

			　オレはもちろん、マリナのほうにも熱い視線が注がれている。

			『レイン様、お食事です』

			『マリナ様、どうぞ』

			　食事時にはそんな感じで、自主的に給仕をしてくれた。

			　もともと命の恩人なので、好感度はマックスだ。

			　盗賊の一部の縄を解き、働かせてみたりもした。

			　捕まっていた子たちと話をしてると、貧富の差ってのがけっこうあるとわかった。

			　だったら、盗賊の中にも、情状酌量の余地があるやつがいるかもしれない――と思ったのだ。

			　罰は罰で受けてもらうが、死刑同然の罪人奴(ど)隷(れい)から、長くて過酷だけど死にはしない労役程度に変えることができる。

			　八割近くはクズであったが、二割近くは、しっかりと働いた。

			　中でも、一番精力的だったのがカレンだ。

			「ぜなっ！　ぜなっ！　ぜなあぁ！」

			　薪(まき)割りは一生懸命にやるし、

			「お肉がほどよく煮えたぜなあぁ！」

			　食事も真面目に作ってる。

			　これは更生の余地があるのか。

			　それとも単なる演技なのか。

			　テストしてみることにした。

			「今日はちょっと、疲れたな」

			「そうなの………？」

			「長旅するのは、初めてだからなぁ」

			（………もそもそ。）

			　マリナがオレの後ろに回り、肩をもみもみ揉んできた。

			「きもちいい？」

			「うん」

			　そんな会話をやってから、テントの中に入ってもらう。

			　そしてオレはたき火の横で、カレンに言った。

			「ちょっと仮眠してるから、火の番頼むな」

			「わかったぜな！」

			　オレはもちろん、寝た振りだ。

			　手持ちの剣は、体から離れたところにある。

			　カレンの立場からすれば、オレを刺すことも逃げることもできる。

			　しかし反省してるなら、できてもやらない。

			　果たしてオレが待ってると、背中のほうで気配が動いた。

			　カレンだ。

			　オレにゆっくり、近づいてくる。

			　オレは右手に、魔力を込めた。

			　もしも剣を握ってくれば、すぐに反撃をする。

			　が――。

			（ふさ……）

			　カレンは、わずかにめくれていたオレの毛布を直しただけであった。

			　気配は遠のき、たき火の近くへと戻る。

			　さらにしばらく待ってみたが、カレンはまったく動かなかった。

			　時々薪(まき)に手を伸ばし、たき火の中に入れる程度だ。

			　オレはゆっくり、起きあがった。

			（……ぺこ）

			　カレンは無言で、会釈した。

			　オレはたき火の近くによって、小枝を折って中に放った。

			「なぁ」

			「ぜな？」

			「オマエさ、どうしてそんなに素直なの？」

			「負けたんだから、仕方ないぜな」

			「それだけ……？」

			「それ以外に、なにか要るぜな？」

			　想像以上に、頭の悪い理由であった。

			「オマエって、なんで盗賊やってたんだ？」

			「生まれた時から、そうだったからぜな」

			「え？」

			「鳥も魚も芋虫も、みんなナニカを食べて生きてるぜな。アタシはそういう世界に生まれて、そういうふうに生きていただけだぜな」

			「親とかは？」

			「気づいた時には、いなかったぜな」

			　確かに野生児だったりしたら、善悪とかの倫理観が育つはずはないな。

			　野生の動物って、同族だろうがナチュラルに殺すし。

			　例えばライオンである。

			　ナワバリ争いに勝利したライオンは、相手のナワバリにいた子ライオンを皆殺しにする。

			　残った大人のメスライオンは、自分の子どもを殺した相手と子どもを作る。

			　オスにとっては、『オレの子でないやつなど知らん！』。

			　メスにとっては、『弱い男の遺伝子なんて要らないわ！』となるわけである。

			　教育によって倫理観を植えつけなければ、そうなって当たり前なのである。

			　盗賊からはちょこちょこ話も聞いてたが、こういう育ちなのはカレンひとりだ。

			「それの割りには、普通に言葉とか話せてるんだな」

			「それは……変なおっさんに教わったぜな」

			「変なおっさん……？」

			「世界がどうたらとか言っているおっさんに、透明な飴玉みたいなの飲まされたぜな。そしたらなんか、言葉とかをしゃべれるようになったんだぜな」

			「よくわからないけど……すごい技術だな」

			「しゃべれるようになったアタシを見て、『進化の秘術に、また一歩近づいた』とか言ってたぜなね」

			「アースドラゴンとか、基地を掘ったのもそいつか？」

			「実験に付き合ってくれた『サービス』の『オモチャ』で、一日だけ使える魔法の杖みたいなのをもらったぜな」

			「サービスでオモチャか……」

			　リリーナが言うにはそこそこ力を持ったそれを、オモチャ感覚で作れる能力。

			　この世界には、父さん以外にもいろいろと非常識な人がいるようだ。

		

	
		
			　

			レイン十四歳。奴(ど)隷(れい)の女の子を手に入れる。

			　

			　そんな日々を送りつつ、目的の都市についた。

			　塀で囲まれた都市の横手にある、部外所に行く。

			　騎士団が運営しているという、犯罪者引き渡しのための部署だ。

			「わたしだ」

			「リリーナ様！」

			　リリーナが言うと、兵士はピシリと背筋を伸ばす。

			「今日の用件は、見ての通りだ」

			　先生は、縛られた盗賊たちを親指で示した。

			「この数を引き連れてくるとは、さすがですな……」

			「捕えたのは、わたしではないがな」

			「はい？」

			「敵は全員、少女と少年のふたりが倒した」

			　先生は、オレとマリナを紹介するかのように前にだした。

			　マリナは、人見知りをしてオレの後ろに隠れる。

			「ハハハハ。リリーナ様も、ご冗談を言うことがあるのですな」

			「冗談ではないぞ？　なにせこの少年は――」

			　先生は、間を溜めてから言った。

			「レリクスの息子だ」

			「なっ…………」

			　兵士さんが絶句する。

			「この年齢にして炎属性と雷属性の二種類の魔法を使いこなし、剣も一流の域に達し、自身限定であるが回復魔法も使用することができる」

			「物語の世界でしか、見たことがないようなお話ですが……」

			「だがしかし、レリクスの息子だ」

			「確かに、レリクス様のご子息でしたら、どんなありえないことをしていても納得ですな……」

			　騎士さんは驚くが、素性を鑑(かんが)みると理解する。

			　どうもうちの父さんは、世界のあちこちでウチの父さんマジでおかしい――略してＵＴＭＯをしてきたらしい。

			　それからリリーナは、手続きを始めた。

			　受けた被害や罪状などを、淡々と述べていく。

			　道中の道のりの話も入れて、『自分の思う適正な罪状』についても述べた。

			　騎士の人はリリーナのほかに、盗賊や、さらわれていた人たちにも話を聞いた。

			「この真偽結晶に誓って、真実であると言えるか？」

			　水晶玉のようなものを用意して、そんな誓約も入れさせる。

			「ウソを探知するアイテムですか？」

			「そうなるな」

			　先生はうなずいた。

			「ただし読み取っているのは、相手の感情だ。本気でカンチガイしている場合や、暗示魔法で信じ切っている場合には使えん」

			「でもこれだけの人数から確認を取れば、精度が高いと言えるわけですね」

			「本当に、キミは理解力が高いな」

			　話していると、騎士の人が書類をまとめた。

			　報奨金が渡される。

			　どさっと重い革袋には、金貨がたっぷり詰まってた。

			「全部で五八〇万ゴルドになります。ご確認ください」

			　捕まっていた子のひとりが叫んだ。

			「五八〇万?!」

			「そんなすごいの？」

			「一般奴(ど)隷(れい)の一ヶ月の給金が、八万ゴルドぐらいです……」

			「公営奴(ど)隷(れい)になりますと、十五万ゴルド近くになりますが……」

			「さすがは、レインさま……」

			「雲の上のお人……」

			　ほかの子たちも、頬を染めてつぶやいた。

			　気恥ずかしいが、悪い気はしない。

			　オレは、騎士の人に尋ねた。

			「ところで、ちょっといいですか」

			「はい？」

			「ええっと、ですね……」

			　耳打ちをする。

			「制度上は、できますが……」

			「じゃ、お願いします」

			「はい……」

			「なにを頼んでいたのだ？　少年」

			「待っていればわかると思います」

			　そう言って、じっと待つこと数充分。

			　少女は、オレの前に現れた。

			　奴(ど)隷(れい)の首輪を首につけた、黒髪の女の子。

			　オレの趣味で要請した、水兵(セーラー)の服を着ている。

			　そして頭の両脇に、白い羽。

			　ぜなっ子のカレンだ。
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			「軽く会話した感じ、悪い子じゃなかったからね。ケジメもあるから完全無罪ってわけには行かないけど、目の届くところで奴(ど)隷(れい)になってもらうことを考えた」

			「ふむ……」

			「もちろんカレンの意思もあるから、イヤって言えば拒絶できるようにもしたけど……」

			「負けたんだから、仕方ないぜな……」

			　ということらしかった。

			「よろしく、おねがいするぜな……」

			　カレンは静かに頭をさげた。

			　マリナが、腕にくっついてくる。

			（じ………。）と、なにも言わずにオレを見た。

			「どうした？　マリナ」

			「わたし………いちばん？」

			「それは当たり前だろ？」

			　オレはマリナを抱きしめて、頭と背中をやさしく撫でた。

			（ん………♪）

			　マリナはうれしそうに瞳を細め、オレのほっぺにキスをしてきた。

		

	
		
			　

			レイン十四歳。奴(ど)隷(れい)といっしょに食事する。

			　

			　カレンを奴(ど)隷(れい)にしたオレは、いろいろなアイテムをもらった。

			　しつけ用のムチや、繋いでおく用のクサリだ。

			　特にクサリは、魔力を込めれば電流めいた痛みを流せるらしい。

			「ムチの使用は任意ですが、クサリはつけておくようお願いします」

			「地味にハードだな」

			「なにせ罪人奴(ど)隷(れい)ですからね。見せしめの意味もあります」

			「なるほどな」

			　カレンはけっして、悪人ではない。

			　法律がないという野生のルールを、人間社会に持ち込んでしまっていただけの女の子だ。

			　しかし今後は、人間社会で生きてもらうことになる。

			　人間のルールに、従ってもらわないといけない。

			　カレンの首にクサリを繋いだ。

			　背後から、不意にキュウゥっと音が鳴る。

			　マリナであった。

			　マリナのおなかが、キュウゥっと鳴ってた。

			　マリナは耳まで赤くして、自身の腹部を腕で押さえた。

			「おなか………。すいた………。」

			「そっか」

			　オレは和やかな気持ちで、食事に行くことを提案した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　オレたちが向かったのは、そこそこ洒落たレストランだった。

			　開放的な空間で、清潔感もかなりある。

			　貴族ご用達の店なのか、きている客は身なりがよかった。

			「四名だ」

			　リリーナが店員さんに言った。

			　店員さんは、オレたち全体をチラと見つめる。

			「かしこまりました」

			　含んだようにうなずいて、オレたちを案内する。

			　椅子がみっつしかないテーブルの横に、手慣れた手つきでシーツを敷いた。

			「それでは、ご注文がお決まりになりましたら、こちらのベルを」

			　頭をさげて去っていく。

			　これはいったいどういうことか。察したオレは問いかける。

			「カレンの席って、その床であったりします？」

			「奴(ど)隷(れい)だからな」

			　そういうことなら仕方ない。

			　オレは椅子に座った。

			　マリナとリリーナも椅子に座って、カレンひとりは床である。

			「ぜなあぁ……」

			　カレンは涙目になっていたが、罪人奴(ど)隷(れい)だから仕方ない。

			　普通の奴(ど)隷(れい)なら考えるところだが、しばらくのあいだは、罰も必要だろう。

			　まぁ食べるものについては、それなりにいいものをあげよう。

			　オレはメニューを、パラりと開いた。

			　おいしそうな料理の絵たちが目に入る。

			「好きなものとかあるか？」

			「お肉が好き……ぜな」

			　カレンは、うなだれながらも答えた。

			「そうか」

			　オレは自分用にステーキを頼み、カレン用にミートステーキという名のハンバーグを注文してやった。奴(ど)隷(れい)用のメニューの中では、一番高価なやつである。

			　しかしメニューにも奴(ど)隷(れい)用があるあたり、完全に根付いてるんだな、奴(ど)隷(れい)文化。

			　料理が運ばれてきた。

			　オレにはステーキで、マリナはフルーツサンド。

			　リリーナは木の実と山菜をメインにしたスウィーツサラダだ。

			　そしてカレンのところにやってきたハンバーグは……。

			　

			　犬用の皿に入れられていた。

			　

			　スプーンがなければフォークもない。ただ皿があるだけである。

			「ぜなっ……?!」

			　戸惑うカレンは周囲を見渡す。

			　ほかの奴(ど)隷(れい)の姿を見つけ、愕(がく)然(ぜん)とする。

			　ほかの奴(ど)隷(れい)も、四つん這いで食べていたからだ。

			「ぜなあぁ……！」

			　カレンはためらっていたが、お肉の魅力には勝てなかったらしい。

			「んぐっ、んぐっ、んぐっ…………」

			　犬みたいな四つん這いで、ハンバーグを食べる。

			　ちょっと可哀想になる景色だが、犯罪者なのだから仕方ない。

			　犯罪者でなければ椅子に座らせているが、犯罪者なのだから仕方ない。

			　しかし悲痛だったのは、最初のほうだけであった。

			　食べ始めてから二分も経つと、カレンの体はご機嫌そうにふりふりゆられた。

			　スカートに包まれたお尻がかわいい。

			「おいしかったか？」

			「今まで食べてきたお肉の中で、いちばんの味だったぜな……」

			　陰(いん)鬱(うつ)につぶやいたカレンは、その場で頭を抱えてうずくまった。

			「奴(ど)隷(れい)用のお肉が一番おいしいって、今までのアタシはなんだったぜなあぁ～～～～～」

			　地球でも、金持ちの犬の食事は本当に豪華だ。

			　オレよりいいものを食べている犬もたくさんいた。

			　今のカレンは、そんな現実を突きつけられた時のオレと似ていた。

			「まぁとりあえず、口は拭けよ」

			　オレは白いフキンを取った。

			　カレンの口元を拭いてやる。

			「ぜなっ……」

			　カレンはキスされているかのように頬を染め、瞳も静かに閉じていた。

			「………レイン。」

			「なに？」

			　振り返るのと同時、マリナが指をオレのほっぺたにつけた。

			「ほっぺたに、ソース。」

			「つけたのマリナだよね?!」

			「ふきふきしたい。」

			　オレのツッコミをスルーして、マリナはフキンを用意していた。

			　仕方ない。

			　オレは黙って顔を差しだす。

			　ふき……。ふき……。ふき。

			　マリナは時間の流れを遅らせるかのように、ゆったりとした手つきで拭いた。

			　マリナの整った顔立ちを、至近距離で見つめることになる。

			　細長いまつ毛とか、桜色の唇とか、見ているだけでドキドキしてくる。

			　顔も熱くなってくる。

			　マリナも同様だったのか、顔を上気させてきた。

			「どっ……どうして赤くなるんだよ」

			「あなたがとてもかっこよくって、また好き好きに、なったから………。」

			　かわいい。

			　オレはマリナの手首を掴み、トイレに連れ込み三発やった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そんな生活をしてると、試験の日がやってきた。

			「わたしはちょっと私用があるから、一足先に行ってくる。キミたちは、八つ鐘の時間あたりで学園に向かうといい」

			「カレンは大丈夫ですか？」

			「首輪とクサリをつけているなら、一向に構わんよ」

			「そういう感じらしいけど、どうする？」

			　オレがクサリを鳴らして言うと、カレンは答えた。

			「離れるほうが、いやだぜな……」

			「そっか」

			「ぜな……」

			　カレンは目を伏せうなずいた。

			　オレのことが好きなわけじゃないが、嫌いでもない。

			　だからひとりぼっちはイヤ。

			　ここ数日で、そのぐらいの好感度にはなっていた。

			「それと前にも言ったと思うが、学園の生徒は貴族も平民も平等――ということになっている。キミの家の爵位は低いほうだが、一応気をつけてくれ」

			「はい」

			　オレは素直にうなずいた。

			　この発言は要するに、『相手がルールを守ってくれることを期待してはいけないが、こちらがルールを破ってもいけない』ということである。

		

	
		
			　

			レイン十四歳。バカ貴族を殴る。

			　

			　目的の学園についた。

			　魔法学園というだけあって、校門の手前からして神秘的だ。

			　イルミネーションのように輝く木の実のついた光の並木があったり、道端のゴミを掃除する、小さなマジックパペットがいたりする。

			　道を歩いている人たちも、いかにも魔法使いといった感じのローブを着ている。

			　見(み)惚(と)れながら歩いていると、背後に軽い衝撃がきた。

			「きゃっ！」

			　女の子であった。

			　ぶつかった衝撃で、本やペンが散らばった。

			「すすすす、すいません！」

			　メガネをかけた女の子は、謝りながら落し物を拾う。

			「手伝うよ」

			「だだだだ、大丈夫です！」

			「まぁ、気にしないで」

			　あらかた拾い終えた少女は、カバンの中身を確認していく。

			「そろってる？」

			「えっ、ええっと……」

			　しかし確認していた顔が、サアァ――っと青ざめた。

			「なにがないの？」

			「ブローチです！　お父さんが、『お守りに』って渡してくれた、大切なブローチです！」

			「大切なものなんだな？」

			「はいっ…………」

			　少女は、すでに泣きそうになっていた。

			　そういうことなら、見つかるまでは探してあげよう。

			　なんてふうに思っていると、ガラガラガラっと音がした。

			　馬車である。

			　グリフォンの紋章がついた豪華な馬車を、銀色のヨロイを身に着けた武装馬が引いていた。

			　しかも馬車の左右には、衛兵が十人はいた。

			（すげーな）

			　オレがぼんやり立ってると、少女が袖を引いてきた。

			「脇によけてください！」

			「えっ？」

			「あの紋章は、三大公爵のグリフィンベールさまの紋章です！　脇に平伏していなければ、切り捨てられても文句は言えません！」

			「この学園って、そういうのはナシなんじゃないの？」

			「規律的には、そうですが……」

			　本当に、『あるだけ』って感じのルールなんだな。

			　まぁいいや。

			　とにかくそういう話なら、よけておくだけよけておこう。

			　オレは馬車を横目で見つつ、道の端によけようとした。

			　しかしあることに気づいた瞬間、反射的に叫んでしまった。

			「とまれっ！！！」

			「何用だ？！」

			　先頭の衛兵が、オレに槍を向けてきた。

			　オレは馬車の車輪を指差す。

			「大切なブローチが、そこに落ちちゃったんですけど……」

			　指差す先には、蒼いブローチ。

			　それがもう、あとほんの二〇センチで踏まれるような位置にあった。

			「そういうことか……」

			　衛兵さんは、ブローチを拾いに行ってくれた。

			　いい人だ。

			　が――。

			「なに止まってんだよ！」

			　馬車の中から声がした。

			　ボーイッシュなショートカットの、金髪女が顔をだす。

			「こっ……、こちらのかたのブローチが、馬車の手前にあったと言うので……」

			「ふぅん……」

			　そいつは静かに降りてきた。

			　背丈は小さく目つきは釣り目で、華(きや)奢(しや)な体つきをしている。

			　そして穿いているのが…………。

			「ズボン……？」

			「なにジロジロ見てんだよ」

			「性別、どっちなのかなぁーって思って」

			　その刹(せつ)那(な)、少女の顔が色めきだった。

			　憤(ふん)怒(ぬ)めいて言ってくる。

			「ボクはオトコだぁ！　グランドル国・三大公家の一公・ミーユ＝ララ＝グリフィンベールって言えばわかるだろっ?!」

			「田舎育ちなものでして」

			「気をつけろよっ！　バカがっ！」

			「はい」

			　うなずきつつも、オレは鑑定を使用してみた。

			　

			　名前　ミーユ＝ララ＝グリフィンベール

			　種族　ヒューマン

			　レベル　48

			　ＨＰ　　２８０／２８０

			　ＭＰ　　４３０／４３０

			　筋力　　２４０

			　耐久　　１９０

			　敏(びん)捷(しよう)　　３２０

			　魔力　　４５０

			　

			　ゴミのようなステータスだな。

			　もっともそれは、オレや父さんを基準にした時のお話だ。

			　同い年の平均的な学生を基準にすれば、充分に強い。

			　実際、野次馬の人たちに鑑定を使うと、レベルが10から20前後で、パラメーターも１００前後の人が多い。

			　それでもオレの目からすると、ゴミのようなステータスである。

			　だからと言って、ケンカを売る必要もないだろう。

			「馬車を止めさせたのは悪かったけど、ブローチを回収したらすぐにどくから」

			「ブローチってのは……大切なものなのか？」

			「あの女の子の父さんが、合格祈願で作ってくれたらしいよ」

			「父さんが…………か」

			　ミーユの眼差しが、なぜか一瞬、険しくなった。

			　しかしすぐさまヘラリと笑い、衛兵さんから受け取った。

			　オレの横を素通りし、女の子のほうに行く。

			「大切なものなんだって？　これ」

			「はっ、はい……」

			　貴族のミーユが言うと、女の子は手を伸ばす。

			　ブローチが、女の子の手のひらに乗ろうとするが――。

			　

			　ミーユによって、砕かれた。

			　

			「あっ……」

			　ヒビの入ったブローチを、ミーユは踏みつける。

			　ぐりぐりと踏んで、粉々にした。

			「あああああああああああああああああああああああ！！！」

			　少女の悲鳴が響き渡ると、ミーユは激高した。

			　少女の顔を張り飛ばし、倒れた少女を何度も蹴飛ばす。

			「そんな理由で、ボクの馬車を止めることが許されるはずないだろうが！　ゴミッ！　クズッ！　ボケッ！」

			「申し訳ございません。申し訳ございません。申し訳…………」

			　ひどすぎるだろ、オイ。

			　これはさすがに、ブチ切れる。

			「オイ」

			「なんだ……うぎゃっ！」

			　ミーユが振り向くと同時に、顔面に拳を叩き込んだ。

			　胸倉を掴み、至近距離から叫んでやった。

			「クズなのもゴミなのも、テメェだろうがよぉ！」

			　ミーユは、異常なまでに震えて答える。

			「ボボボボ、ボクは、ささささ、三公…………だぞ？」

			「三公だろうが四公だろうが、やっちゃいけないコトってのがあるだろうが！」

			「ひいっ……！」

			　ミーユは、怯えた瞳でオレの顔の横を見た。

			　それは恐らく、衛兵への合図。

			　事実、神経を尖らせてみれば、槍を構える気配があった。

			　オレはミーユを放り投げ、腰の剣に手をかけた。

			　振り向き際に斬撃を放つ。

			　衛兵さんの槍が切れ、先端部分が飛んだ。ミーユの股の合間に刺さる。

			　ミーユの股間が、じわりと濡れる。
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			「ボッ……ボクんちの衛兵の槍は、ダマスカスで作られてるんだぞ……？」

			「そっちは武器が強くても、こっちはオレが強いんだよ」

			「殺せっ！　殺せっ！　殺せエェ―――――――――――！！！」

			　ミーユが、衛兵さんに指示をだす。

			　衛兵さんは、不承ながらも槍を構えた。

			　魔法を唱える人もいる。

			　戦うことになってしまったものの、ケガをさせるつもりはない。

			　雇い主はクズでも、衛兵さんはいい人だ。ブローチを拾ってくれたりもした。

			　オレは手前の衛兵さんの槍を飛ばすと、横手からきた槍をバックステップで回避した。

			　アイテムボックスを使用して、研がれていない剣をだす。

			　二刀流だ。

			　切れる剣で槍を切り、切れない剣で衛兵さんを殴って倒す。

			「唸る業火よ、我があるじの敵を焼け！　ファイアーボール！」

			　大げさな詠唱と共に、赤い火球が飛んできた。

			　三公の護衛と言えば、プロである。

			　学園に向かう程度なら精鋭をつけているとは限らないが、それでも一応プロである。

			　ゆえに放たれる魔法は、相当のものである。

			　はず――なんだけど。

			（しょぼいな）

			　

			　オレは剣でサクッと切った。

			　

			『なっ……?!』

			『魔法を……剣で…………?!』

			『魔法切りは、魔竜殺しの七英雄・レリクス＝カーティス様の神(しん)技(ぎ)だぞ?!』

			　魔法を切るのって、そんなすごい技術だったのか……。

			　レリクス＝カーティスことウチの父さんはすごい当たり前に使ってたから、初歩のスキルと思っていたぜっ！

			　しかしそうなると、長引かせるのはイジメだな。

			　オレはタトンと地を蹴って、魔術師たちの間を駆け抜けた。

			　一秒、二秒、三秒の間を置いて――。

			『がっ……、はぁ…………』

			　三人は倒れた。

			「ひっ、いっ、いっ…………」

			　腰を抜かしたままのミーユが、立てなくなったままもらす。

			　オレは近寄る。

			　奴(ど)隷(れい)用のムチをだし、威圧を込めて言った。

			「謝れ」

			「ひっ……？」

			「土下座して、ブローチを壊してごめんなさいって謝れ」

			「ブッ……ブローチを、壊して…………」

			「オレにじゃないっ！！！」

			　ピシッ！

			　奴(ど)隷(れい)用のムチで、ミーユの体を引っぱたく。

			「ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい…………」

			　すこしやりすぎな気もするが、こういうことは、中途半端が一番危ない。

			『アイツに手をだしたらヤバイ』と思わせるまでやるか、最初から抵抗しないかの二択だ。

			　半端に殴っておしまいにするのは、仕返しの動機と口実を与えるだけだ。

			　しかしコイツの暴(ぼう)虐(ぎやく)を見て、抵抗しないという選択肢を選ぶのは無理だ。

			「あの……」

			　被害者である少女が、静かに声をかけてきた。

			「もう、そのぐらいで……」

			「そうか」

			　一番の被害者であるこの子が言うなら、オレが続ける理由はないな。

			『手をだしたらヤバイ』と思わせるにも、充分だ。

			　震えて謝っている姿も、ちょっと哀れになってくる。

			　しゃがみ込み、肩をポンッと叩いて言った。

			「もうすんなよ」

			「ぐっ……」

			　ミーユは、歯を食い縛って去って行った。

			　遠巻きに見ていた野次馬たちから、歓声が沸いた。

			　どんだけ嫌われてたんだ、アイツ。

		

	
		
			　

			レイン十四歳。筆記試験を受ける。

			　

			　バカ貴族は撃退した。

			　しかし肝心のブローチは、砕かれたままである。

			「……」

			　メガネの少女は、涙目のままである。

			「ちょっといい？」

			「えっ……？」

			　オレは地にヒザをつき、砕かれた破片を拾い集めた。

			　汚れや小石をできるだけ排除。

			　残った破片を、親指サイズの小ビンに詰める。

			　軽く太陽に透かしてみると、キラキラと輝いた。

			「とまぁ……こんな感じでどうかな」

			　少女は小ビンをじっと見つめて、うっとりと見つめた。

			「ゴミとか完全に取れたわけじゃないから、細かい調整は専門の装飾屋さんとかにしてもらうって感じで……」

			　オレが言ったら、少女は叫んだ。

			「これがいい！　これがいいです！」

			　それはもう、食い入るように叫んだ。

			「そっ、そう……」

			「はいっ！」

			　宝物を抱くかのように胸に抱いて、頭をさげて走り去る。

			　マリナが声をかけてきた。

			「レイン。」

			「ん？」

			「ヒザ、汚れてる。」

			　マリナは地面にしゃがみこみ、オレの膝の汚れを払った。

			「今の………レイン。かっこ………よかった。」

			「ぜな……♪」

			　なぜかカレンも、マリナの横にぺたりとしゃがんだ。

			「………カレン？」

			「なんとなく、こうしたくなったぜなぁ……♪」

			「………わかる。」

			　ふたりともかわいい。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　試験会場についた。

			　自信はあっても緊張はなかった。

			　プロであるはずの衛兵さんを一(いつ)蹴(しゆう)できたのだ。

			　それなら単なる試験ごときで、つまずくこともないだろう。

			　トップクラスの成績を残せると思う。

			　というかそれでダメなようなら、リリーナがなにか言ってくるはずである。

			　が――。

			　

			　試験は筆記試験だった。

			　

			　用意されていた机の横にカレンを伏せさせ、試験官の到着を待つ。

			　羊皮紙の答案が配られて、解いてくださいと言われる。

			　

			　

			　問。

			　以下の問題文を読んで、（　　）の中を埋めよ。

			　魔法を放つ上で必要なのは、先天的な資質とイメージである。

			　放つ際には、詠唱を使う必要がある。特定の詠唱と口ずさんでイメージを補佐することで、先天的に備わる資質の力を引きだすのである。

			　

			　ライトニングを放つ際には、（　　）。

			　ファイアーボールを放つ際には、（　　）といった詠唱が必要となる。

			　

			　わかんねーよ！

			　詠唱だとか、使ったりとかしてないし！

			　ライトニングとか無詠唱で使えるし、ファイアーボールも無詠唱だ！

			　仕方ない。

			　オレは正直に書いた。

			　

			　・そんなレベルの魔法なら、無詠唱で使うのが基本だと思います。

			　

			　そこから先も、いろいろと問題を見た。

			　半分以上が、『わかんねーよ！』だった。

			『実戦魔法理論』とやらのテストらしいけど、まったく実戦的じゃない。

			　ただ答えられそうな設問も、いくつかあった。

			『戦士職の前衛ふたり、魔法職の後衛ひとりのパーティで進んでいると、ふたりの前衛とふたりの後衛のパーティと戦うことになった。この時の、前衛の役割を答えよ』

			　などである。

			　これはもう、さっきの戦いを踏まえて答えた。

			　即ち――。

			　

			『オレがひとりで全員を倒す』

			　

			　先の実戦を踏まえた完璧な答えであったのに、後日苦言をいただいた。

			『あなたについてはこれで正解とさせていただきますが、ほかのかたには言わないようにしてください……』

			『えっ？』

			『真似をされたら、困ります……』

			　試験には、歴史とかの問題もあった。

			　これはもう、完璧に終わってた。

			　国の成り立ちとか魔法学園設立の経緯とか、知っているはずがない。

			　と言っても、まったくの白紙ではなかった。

			『王都の東のヴィーグル山に現れた魔竜を討伐した、七英雄の名前をすべて答えよ』

			　この問いには、父さんとリリーナの名前を書けた。

			　っていうか父さんもリリーナも、国家トップクラスの学園の試験の問題にでるぐらいの人たちなんだな。

			　そのひとりを父親に持って、別のひとりと肉体関係を結んでいるオレって、何気にすごいんじゃないだろうか。

			　そんな感じで、歴史のテストはアレだった。

			　でもオレは、楽観していた。

			　もしも筆記が重要ならば、リリーナが勉強するよう言っているはずだ。

			　なのにスルーだったってことは、実技がよければどうでもいいんだろう。

			　なんてふうに思ってると、算術の試験が始まった。

			　王国でもっとも格調が高く、難しいとも言われている学園での算術だ。

			　いったい、いかほどのものか。

			　オレは答案をめくった。

			　

			　

			　問。

			　次の計算をしなさい。

			　65×８＝

			　71×４＝

			　81×９＝

			　１２１×１２１＝

			　７２５０×20＝

			　（以下略）

			　

			　小学生かよ！

			　なにかの間違いじゃないだろうかとも思ったが、そういうわけでもないらしい。

			（三ケタ……？）

			（四ケタもある……）

			（さすがレイボルト魔法学園……）

			（難しい……）

			　みたいな声も聞こえてくる。

			　マジかよ……。

			　だけど地球の日本でも、九九が貴族の教養って時代はあったしなぁ。

			　教育水準が低いとこなら、そんなものなのかもしれない。

			　貴族っぽいやつらは、わりと普通に解いてるし。

			　なんにせよ、これなら満点も容易い。

			　オレは答えを書きまくる。文章問題もあったが、やはり小学生レベルだった。

			　楽勝！

		

	
		
			　

			レイン十四歳。実技試験を受ける。

			　

			　筆記試験が終わった。

			　オレは、思い切り伸びをする。

			「終わったぜな……？」

			　伏せていたカレンが、顔をあげた。

			「なんで涙目になってんの？」

			「なんか……。みんな……。ぴりぴりとしてたぜな……」

			「なるほどね」

			　人によっては、受験は戦争だもんな。

			「まぁでも、ガマンしてて偉かったな」

			　オレはクッキーを取りだして、カレンの口元に差しだした。

			　カレンは地面に膝をついた姿勢で、オレの両膝に手をかけた。

			　あーん、して食べる。

			　しゃくしゃくしゃく、こくん。

			　咀(そ)嚼(しやく)したカレンは、涙目でつぶやく。

			「もう一個、ほしいぜなぁ……♪」

			「はいはい」

			　オレは、ふたつ目をくれてやった。

			　しゃくしゃくしゃく、こくん。

			　カレンは、咀(そ)嚼(しやく)して食べる。

			　頭の羽がぴこぴこゆれた。

			（………。）

			　マリナが静かに寄ってきた。

			　カレンの横にペタリと座り――。

			　口を、あーんとあけてくる。

			「そんなことしなくても、ほしいって言えば普通にあげるけど……」

			（………。）

			　マリナは無言で、ほっぺたを赤くした。

			「クッキーそのものよりも、この姿勢で食べることが重要ってこと……？」

			「うん………。」

			　マリナは小さくうなずいた。

			「この姿勢って、横から見るとオレの下半身にもにょもにょしてる的なアレなんだけど」

			「それが………。いい………♥」

			　ちょっとばかり、マリナの性癖が心配になる。

			　なんかそのうち、首輪をつけることを求めてきそう。

			　いや……待て。

			　それはそれで、むしろアリ……？

			　想像したらムラムラしてきた。

			　マリナはマリナで、それを感じ取ったらしい。

			（ぽ………。）と頬を赤く染め、オレの太ももを、くい、くいと引っ張った。

			『おねだり』の顔と仕草だ。

			　オレはマリナをトイレに連れ込み、三発やった。

			「あんっ………！」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　実技試験の会場についた。

			　コロシアム風の観客席もついた、広いところだ。

			　まず基礎試験として、用意された魔法に全力の魔法をぶつければよいらしい。

			　的の形は、真っ黒い壁である。

			「それでは、一番……アルバート＝アルロッテくん」

			「はい！」

			　快活そうな少年が、前にでた。

			『唸る業火よ。我が敵を焼けっ……！』

			　言葉のひとつひとつに力を込めて、手から放つは――。

			　

			『ファイアーボール！』

			　

			　ボゥンッと飛びだしたそれは、黒い壁に当たって消えた。

			　先生が言う。

			「二八〇デシベル…………か」

			「よっ……よしっ」

			　アルバートくんは、ぜいぜい言いながらも拳を握った。

			　しょぼいようにしか見えなかったけど、学生的には普通らしい。

			　というか合格の目安は、二五〇ぐらいらしい。

			　筆記との兼ね合いもあるらしいが、今ので合格ラインに行けるなら大丈夫だろう。

			　そして試験は進んでく。

			『唸る……旋風。我が敵を…………裂けっ！』

			『ウインドカッター！』

			　……しょぼい。

			『唸れ……氷弓。我が敵を…………射貫け！』

			『アイスニードル！』

			　……しょぼい。

			　単に威力がしょぼければ、ぜいぜい息があがってるのもしょぼい。

			「あの黒い壁も、全然壊せていないしなぁ」

			「あの壁の強度がわからないとは……。これだから田舎者は……」

			　オレがつぶやくと声がした。

			　まったく見知らぬ、貴族風の男であった。

			「あのブラックモノリスは、教官たちの魔力を送り込むことで、特殊な結界を表面に張り巡らせている。破壊はもちろん、ヒビを入れることさえ至難の業だ。ヒビですら、入れることができるのは、このマゴット＝オスマンを除けばもうひとり――――」

			　偉そうなマゴットは、タメを作った。

			　タメるからには、相当な実力者なのだろう。

			　オレはちょっぴり、期待して待った。

			　でてきた答えは――――。

			　

			「ミーユ＝グリフィンベール様ぐらいだ」

			　

			　えっ…………。

			「三公であるグリフィンベール家のご長男にして、英才と名高い才能の持ち主。魔竜殺しの七英雄には及ばずとも、それに準ずる才能はあるともっぱらの評判だ」

			　ええー…………。

			　ミーユって、さっきのバカ貴族だよね……？

			　あいつって、そんなすごいあつかいだったの……？

			　あいつレベルで、そんなすごいあつかいになるの……？

			　いや、まぁ。

			　アレだな、うん。

			　コイツのこの評判は、八百長とおべっかを含めてだよな。

			　あとは英才教育が半端ないから、普通の人よりは早熟ってだけだろうな、うん。

			　でないと終わりだ！　学園編！

			　そうこうしているうちに、マゴットとやらの出番がやってきた。

			「見ていろよ。田舎者」

			　フフンと笑ったマゴットは、大げさな仕草で魔力を集めた。

			「唸れ轟(ごう)音(おん)！　響け迅(じん)雷(らい)！　我が敵を薙(な)ぎ払え！　サンダーストーム！」

			　バリバリバリッ！

			　今までの受験者とは一線を画すイカズチの束が、ブラックモノリスに降り注ぐ。

			　手数のカタマリのような猛攻を受けた壁には、ピシ――とわずかにヒビが入った。

			　試験官が叫ぶ。

			『一五〇〇デシベル！』

			「「「おおお―――――――――！」」」

			　受験者たちから、歓声が沸いた。

			「ふぅー……」

			　息を吐いたマゴットは、やり遂げた顔で手を振った。

			「わかるかい？　田舎貴族くん。これが本当の貴族さ」

			　オレは思った。

			　

			　うぜー……。

			　

			　しかし構うのもめんどくさかったので、完全にスルーした。

			　それを委縮と受け取ったらしい。マゴットは、とても勝ち誇っていた。

			　そしてミーユの番がきた。

			　ほかのやつらとは違う雰囲気に、受験場がシン――と静まる。

			　仏頂面のミーユは、ほんの一瞬オレを見た。

			　しかしすぐさま目を逸らし、自身の魔力を高めてく。

			　詠唱のないまま、指を伸ばして――。

			「風よ穿てっ！　サイクロン・スナイプ！」

			　グオンッ！

			　緑色の魔力を帯びた竜巻が、モノリスに向かった！

			　大気を抉るかのように直進し、モノリスの中央にぶつかる！

			　轟(ごう)音(おん)が響いた。モノリスには、クモの巣状のヒビが入る。

			　マゴットの時よりも、大きな歓声が沸きあがった。

			「ニッ……二九〇〇デシベル！」

			　合格点の十倍である。

			　なんだかんだ言いながら、偉そうにするだけの実力はあるんだな。

			　他人事のように思っていると、ミーユは、またもオレをチラと見た。

			　その目には、対抗意識や敵意というより、懇(こん)願(がん)するかのような怯えがあった。

			　よくわからないやつだな。

			　そしていよいよ、オレの出番がやってきた。

			「キミは……レイン＝カーティスくんだね」

			「ああ、はい。そうです」

			「七英雄・レリクス様のご子息だそうだが、特別あつかいはしないからそのつもりでね」

			「はい」

			　オレは素直にうなずいた。

			「ちなみに使う魔法って、魔法剣じゃダメですか？」

			「魔法剣を使えるのかい……？」

			「はい」

			「それはすごい……けど、一応、魔法の試験なのでね…………」

			　試験官さんは気圧されていたが、かろうじて答えた。

			　そういうことなら仕方ない。

			　オレは魔力を溜めていく。

			　しかし魔力を溜め込むと、黒い壁が頼りなく見えた。

			　試験官さんも驚(きよう)愕(がく)に目を見開いて、わたわたと慌ててる。

			（これって、全力だしたら会場が壊れちゃうとかいうやつか？）

			　思ったオレは、加減して放つことにした。

			　出力は抑え、しかしモノリスを破壊できる程度のそれは意識して――。

			「ライトニング！」

			　放たれたイカズチは、一直線に突き進む。

			　どごおぉんっ！

			　それは鋭くモノリスを穿つと、会場の端にあるフェンスにまで激突した。

			　さらに巨大な穴をあけ、外が見えるようになった。

			「「「なっ、あっ、あっ…………」」」

			　空気が凍った。

			　試験官さんのひとりが、別の試験官さんに問いかけた。

			「すっ……数値は……？」

			　その試験官さんは、引きつって答えた。

			『にっ……、二億、八九〇〇万…………』

			『二億っ?!』

			『バカな！』

			『ありえん！』

			『故障じゃないのか?!』

			『しかし、破壊されたものを見ますと…………』

			『ぐっ……』

			『確かに……』

			『レリクスさまが、デモンストレーションで軽く放ってくださった時の数字は、いくらぐらいであったかな……？』

			『六億前後と、記憶してます……』

			『おれ……上から目線で、「英雄さんのご子息だからって、特別あつかいはしないからね」とか言っちゃったんですけど…………』

			『ばかだ……』

			『ばかだな……』

			　手加減って難しい！！！

			　

			　マリナも一億デシベルをだして、実技の試験は終わった。

		

	
		
			　

			バカ貴族ミーユ。入学式でもやらかす。

			　

			　試験の日から何日か経って、入学式の朝がきた。

			　すこし早めに家をでたオレたちは、屋台が並ぶ露店街を通り抜けて学園に向かった。

			　骨つき肉の屋台を見かけたカレンが、「ぜな……」と物欲しそうにつぶやく。

			　オレは無言で屋台に近寄り、骨つき肉を買った。

			「ぜな……?!」

			　カレンの瞳が、にわかに輝く。
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			　オレは肉をカレンに近づけ――――。

			　

			　自分で食った。

			　

			「うまいな、これ」

			（ぜなあぁ――――――――――――――――！！！）

			　声なき悲鳴が、響き渡った。

			「冗談だよ」

			　オレは一口食った残りを、カレンの口に入れてやった。

			（もぐもぐもぐ、こくん）

			　カレンは、咀(そ)嚼(しやく)して飲み込んだ。

			「うまいか？」

			「ぜなあぁ……♪」

			　カレンは、恍(こう)惚(こつ)にうなずいた。

			　オレはチラリと、マリナを見やった。

			　いつものパターンであるならば、ここで対抗してくるはずだ。

			　が――。

			　マリナは無言で、目を伏せていた。

			「食べないの？　マリナ」

			「太る………。」

			「えっ？」

			「食べものは、油断をすると………。太る………。」

			「気にしてるんだ…………」

			「………。」

			　マリナは、両の腕で身を隠してつぶやく。

			「太るのは………いいけど。あなたに、嫌われるのは………。」

			「まぁそん時は、オレも太るから大丈夫」

			「なぐさめになっていないと思う………。」

			　と言いつつも、マリナはオレにキスをしてきた。豊満なおっぱいが、オレの胸板に当たる。

			　改めて、学園へと向かう。

			　細かい手続きや初々しい生徒たちの合間を抜けて、用意された席につく。

			　壇上を見上げる、最前列の席だった。

			　椅子の横には、奴(ど)隷(れい)を置いておくためのスペースもある。

			　逆に席の後ろ側には、わりとビッシリである。

			「こういうところも、試験の結果ででてくる『待遇の差』ってやつか」

			　オレは奴(ど)隷(れい)用のスペースにカレンを伏せさせ、椅子に座った。

			「ん………♪」

			　マリナが、自分の椅子をオレの椅子にくっつけてきた。

			「いいのかな？　これ」

			　などと思ってあたりをチラりと見回すが、咎(とが)められたりはしなかった。

			　特待生すごい。

			　オレは椅子に座って待った。

			　学長らしき爺さんが壇上に現れて、お決まりのあいさつを始めた。

			（このへんは、どこの世界でもいっしょだな）

			　つまらないところとか、眠くなるところとかもいっしょだ。

			　眠れ、眠れ、睡眠♪

			　眠れ、眠れ、睡眠♪

			　そんな音波がすすってる。

			　まぶたが重くなっちゃうＹＯ！

			　オレ以外のほぼ全員もそんな感じだ。

			　実際に寝ている人もいた。

			　でもオレは、がんばって眠らないようにした。

			　そして待つこと十数分、学長のあいさつが終わった。

			『それでは続いて、首席特待生のあいさつです』

			　オレが呼ばれそうな響きだが、呼ばれるのはオレではない。

			　それについては、前の日に説明があった。

			　首席特待生は、試験全体の総合で判断される。

			　魔法理論のテストで一位なら十点、二位なら七点、三位なら……。

			　王国の歴史テストで一位なら十点、二位なら……。

			　算術問題のテストで一位なら……。

			　といった次第だ。

			　オレは実技と算術では圧倒的なトップだったが、それ以外の成績が今ひとつだった。

			　実技はぶっちぎりまくっていたが、一位はあくまで一位であって、一位以上の得点にはならない。

			　野球の試合で、１対０で勝っても33対４で勝っても一勝は一勝であるのと同じだ。

			（だから33対４は、けっして特別な数字ではない）

			　説明は、すごい低姿勢だった。

			　偉そうなヒゲの爺さんが三人並んで、土下座しそうな勢いであった。

			「首席特待生としてあいさつをすると、特典とかあるんですか？」

			「そういうものは、特には……」

			「普通の最上位特待生と、違いはありません……」

			「それならどうでもいいですよ。あいさつやらないで済む分、むしろ得です」

			「歴史ある、首席特待生の栄誉を……」

			「どうでもいい……？」

			「大切なのは、入ったあとにどうするか――ですしね」

			「さすがは、英雄様のご子息ですな……」

			　爺さんたちは、深々とうなずいた。

			　まぁ貴族とかいる世界だと、メンツとかうるさいんだろうな。

			　入学試験の段階で、拘りそうなやつ見たし。

			　なんてふうに思っていると、首席特待生とやらが、壇上に現れた。

			　メンツとかに拘りそうなバカ貴族代表の、ミーユ＝グリフィンベールであった。

			「「「わあぁ――――！！！」」」

			　ミーユが現れた刹(せつ)那(な)、一部の生徒から割れんばかりの歓声と拍手が巻き起こった。

			　服装を見ると、貴族っぽいやつが多い。

			　取り巻きパワー半端ないな。

			　歓声を受けたミーユは、オレのほうをチラと見た。

			　そしてニヤリと、口角をゆがめた。

			　明らかに、見下す目線であった。

			　コイツの中では、『勝った！』っていう意識なんだろうなぁ……。

			『本日は……ボクたちのためにこのような式を催していただき…………』

			　語られるあいさつは、なんの変哲もおもしろみもない、退屈なものだった。

			　マジでヤバい。

			　学園長のあいさつで死にかけていた脳細胞が、さらに昇天しようとしている。

			　打ち上げ花火でパチンパチンだ。

			　雨にも負けず風にも負けず、雪にも夏の暑さにも負けないオレであろうと、コイツの話の眠さには勝てない。

			　ゴジラ対チワワのごとき、圧倒的な絶望感だ。

			　それでも寝たらいけないよなぁ……と思いつつ、必死にこらえてがんばった。

			　すると――。

			「ふわ……」

			　

			　あくびでた。

			　

			　だけどそこまで大きくはなかった。

			　ミーユの取り巻きは別として、取り巻き以外はけっこうしている程度だ。

			　でもよりによって、ミーユが反応しやがった。

			　声を止め、あくびしたオレをガン見して、瞳を丸く見開きやがった。

			（そこはスルーしておけよ……）

			　そうすれば、魔法の言葉『気のせい』で済んだのに。

			　なのにミーユが反応してしまったせいで、オレがなにか言わないといけないような雰囲気になってる。

			　仕方ない。

			　オレは言った。

			「話が退屈すぎたんで、つい」

			　一瞬の静寂。

			　延々とした沈黙。

			　そして――。

			　

			　笑い。

			　

			　大きな笑いが、平民層と下級貴族から沸きあがっていた。

			　恥をかかされたミーユが、真っ赤になって震えて――。

			「笑ったやつ、前にでろっ！」

			　一喝。

			　笑い声を黙らせて叫ぶ。

			「そして『三公』のボクを、もう一度笑ってみろ！」

			　会場の空気が、オレがあくびをした時とは違う意味で凍りつく。

			　本当になにをするのかわからないといった、狂気めいた剣幕があった。

			　オレとマリナ以外の全員が、首筋に刀剣を突きつけられたかのような顔をしている。

			「くそがッ！」

			　ミーユは壇上の机を蹴り飛ばし、苛(いら)立(だ)ちながら去っていった。

		

	
		
			　

			生意気なミーユにおしおき編。

			　

			　入学式が終わったあとは、金色のカードを受け取った。

			「学生証と寮の部屋の鍵を兼ねた、スチューデントカードです。失くさないよう、気をつけてください」

			　さすが異世界。すごいカードだ。

			　オレは感嘆しながら受け取って、寮へと向かった。

			　六階建ての、大きな寮だ。

			　ホテルのロビーのような共同空間を抜ける。

			　エレベーターのような、狭くて四角い個室に入る。

			　話を聞いた限りだと、これを使って移動ができる。

			　しかしボタンなどがなかった。

			　普通のエレベーターであればボタンがある位置には、黒い板のようなものがあるだけだった。

			「ええっと……」

			「これは、こうやって使うんだよ」

			　声がして、黒い板のようなところに右手が置かれた。

			　黒い板が白く輝き、声の主は言った。

			「十階」

			　グォン――と軌道音が鳴り、ゆるやかに上昇していく。

			「昇降機も知らないとか、本当に田舎者だな」

			　ミーユだった。

			　壁を背にして腕組みをして、にやにや笑ってオレに言う。

			「それでよく、この学園に入ろうと思ったねぇ」

			　オレは思った。

			　うぜえぇー……。

			　五月の蠅(はえ)はうるさいが、生きているミーユはうざい。

			「なんかしろとは言わないからさ、せめて構わないでもらえるか？　呼吸もできれば、オレの前ではしないでほしい」

			「ボクは三公だぞっ?!」

			「知ってる」

			「オマエの家はどうなんだよっ！　昇降機も知らないってことは、どうせ田舎貴族だろっ?!」

			「まぁ……そうだな」

			「だったらもっと、ひざまずいて、かしずけよ！　家の格とか生まれの差とか、もっと強く感じろよ！」

			「でもこの学園は、そういうの禁止だろ？」

			「ぐっ……」

			　その通りだとは思ったらしい。ミーユは押し黙った。

			「だっ……だけど見ただろっ?!　三公のボクが前にでろって言ったら、笑っていたやつは黙る！　先生たちも処罰できない！　それが現実ってやつなんだよ！」

			「そう思うなら、それが通用する相手にやってくれ。最初からオマエに従う気マンマンの取り巻き相手にクダ巻いてるなら、オレもなんも言わねぇよ」

			「そんな勝手が許されると思ってるのか?!」

			　マジでうざい。

			　オレは段々、イライラしてきた。

			　壁にドンっと手を当てて、ミーユを威圧した。

			「ひっ……」

			　怯えるミーユに、至近距離から言ってやる。

			「次になにかゴチャゴチャ言ったら、言葉にできない目に遭わすぞ」

			　ミーユを威圧したつもりなのに、なぜかカレンが青ざめた。

			「いいいっ、言うこと聞いておくべきだぜなっ！」

			　ミーユの胸元を掴み、心の底から心配して言う。

			「レインは本当にやる男だぜなっ！　言ったことは本当に、やりまくる男だぜなっ！　だからここで引かないと、ミユっちは本当にやられまくるぜなっ！」

			　経験者カレンのすさまじい語りっぷりに、ミーユは青ざめた。

			　それでも貴族の意地からだろう。

			　カレンのことを突き飛ばす。

			「奴(ど)隷(れい)がボクに命令するなぁ！」

			「きゃっ！」

			　オレはカレンを抱き止めた。

			「大丈夫か？」

			「ケガとかは、ない…………ぜな」

			　カレンは突き飛ばされた衝撃よりも、邪険にされたことにショックを受けてた。

			　もう本当に、イライラがすごくなった。

			　エレベーターが、十階に止まる。

			　オレはミーユに無視をして、エレベーターを降りる。

			　よせばいいのに、ミーユは寄ってきた。

			「謝れよ！」

			「は？」

			「奴(ど)隷(れい)をけしかけてごめんなさい。生意気を言ってごめんなさい。そんなふうに謝れよ！　そうすれば、クツを舐めろとまでは言わないでやるよ！」

			「いや、オマエ…………何言ってんの？」

			　ミーユは、なぜか勝ち誇って笑う。

			「なんだかんだ偉そうに突っかかってるけど、オマエもほかと同じなんだろ？　本当はボクが怖いんだろう？　だから一生懸命脅しをかけて、『なにもしないでくださあぁい』って言ってるんだろ？　だったらいいよ。陰口だったら許してやるから、ボクそのものにはひざまずけ！！！」

			　あー……。

			　なるほど。

			「そういう解釈しちゃうわけね……」

			　一回シメなきゃわからないやつだな。

			　オレはミーユの手を引くと、オレの部屋に引っ張り込んだ。

			　ベッドの上に押し倒す。

			「きゃんっ！」

			　力で無理やり組み伏せて、服を脱がす作業に入った。

			「なななっ、なにするんだよっ！」

			「部屋に連れ込んですることなんて、エロいことに決まってるだろ？」

			「ボボボボッ、ボクはオトコだぞっ?!」

			「そういう話は聞いてるが……」

			　オレはミーユをじっと見つめた。

			　整った顔立ちに、なだらかな肩のライン。綺麗な瞳に、やわらかそうな唇。

			　体格も小柄だし……。

			　

			「問題はない」

			　

			「ひいいっ？！」

			　怯えるミーユの胸元に手をかけて、一息に裂いた。

			「キャアアアアアアアッ！！！」

			　悲鳴があがり、現れたのは――。

			　

			　真っ白なサラシ。
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			「ん？」

			　オレはサラシを、下に引っ張る。

			　おっぱいがでてきた。

			　それもかなりの大きさだ。試しに右のおっぱいを揉んで、左のおっぱいに吸いついた。

			　ぐにゅっ、ぐにゅっ、ぐにゅっ。

			　ちゅるっ、ちゅるっ。

			　本物だ。

			　それでも一応念のため、両の乳首を摘まんで引っ張る。

			「あああっ、あっ……。ああっ……！」

			　ミーユが甘い悲鳴をあげる。

			　一方のマリナは、自分がされた時のことを思いだしてしまったらしい。

			　自身の胸を、両腕で隠した。

			「えっち………。」

			　オレは指を離した。ミーユのズボンとパンツを一息におろす。

			　そこにあるのは真っ白なクレパス。

			　毛の一本も生えていない、純白でなだらかな丘だ。

			　オレは自分の頬をひっかき、爪が伸びていないことを確認した。

			　自分をいくらひっかいても痛くならないのが、相手の中に挿れる上での最低限の目安だ。

			　ミーユの中に指を入れ、くちゅくちゅといじった。

			「はあッ、あッ、あッ、ああッ……！」

			　指をねじ込んだまま、サディスティックに言ってやる。

			「やっぱりオマエ、オンナじゃねぇか」

			「ううっ……」

			　ミーユの顔が、屈辱にゆがんだ。

			　オレは自身のズボンをおろし、ミーユの大切なところにあてがう。

			「いやっ……」

			「やだっ……」

			「やめて……」

			「お願い……」

			　今までの傲(ごう)慢(まん)はどこへやら。

			　ミーユはすすり泣きを始めた。

			　ここまでくると気の毒だ。

			　オレは最後に、情けをかけた。

			「謝れよ」

			「えっ……？」

			「カレンにちゃんと謝って、オレの前にも顔ださない。この二点をちゃんとしたなら、特別に許してやるよ」

			「ふざけんなよっ！」

			　ミーユはキレた。

			「ボクは、ボクは三公だぞっ?!　それがどうして、奴(ど)隷(れい)に謝らないといけないんだよっ！　田舎貴族に、かしずかないといけないんだよっ！　そんなのゼッタイおかしいだろっ?!　ズルイだろっ?!　ズルイだろおぉ！！！」

			「謝らないなら、オマエが悪いなっ！」

			　オレは一気にぶち込んだ。

			「うあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっ！！！」

			　悲鳴をあげるミーユ相手に、たっぷりやった。

			　生意気な口を叩けなくなるまではもちろんのこと、叩けなくなってからもやった。

			　口にアナルも犯しまくって、精液を全身にぶっかけた。

			　大きな鏡を用意してからバックで犯し、自分がどんなにとろけたメス顔をしてるか見せつけてやったりもした。

			「ああっ、あっ、ああっ……！」

			　生意気でムカついたミーユだけど、体は素直でかわいかった。

			　ミーユの後は、マリナを丹念にかわいがり、カレンのこともかわいがった。

			　まぁカレンについては、処女はいただかない程度の愛撫だ。

			　本番以外で外堀を埋めて、自分からおねだりしてくるようになるまで調教したい。

			　そしてオレが満足すると、ミーユはベッドから降りた。

			「おっ……覚えてろよっ…………」

			「オマエこそ、やられたくなったらまた突っかかってこいよ」

			「この鬼畜野郎っ！」

			　ミーユは、オレに枕を投げつけてきた。

			　クソ生意気な態度だが、ほんのすこし前までは、オレにエロいことされて喘ぎまくっていた女だ。

			　その時の姿を思い返すと、腹は立たない。

			　むしろチンコが立ってくる。

			　ミーユは、過ちに気がついたらしい。

			　でも遅い。

			　オレはミーユを壁に押しつけて犯した。

			「くはっ、あっ、あぁんっ……！」

			　ミーユは、あくまでも喘いだ。

		

	
		
			　

			閑話　ミーユ＝グリフィンベールの事情。

			　

			「……くそっ」

			　レインに犯されたミーユは、最低限の衣服だけを身に着けて部屋に戻った。

			　ベッドの中に倒れこむ。

			　体にこびりついたレインのにおいが鼻孔に入った。

			　つい先刻の、凌(りよう)辱(じよく)を思いだす。

			　行為の残滓が幻(げん)滓(し)となって、みっつの穴を同時に責める。

			　レインの肉が、三本同時に入り込む。

			　しかしミーユは拒否するどころか、股間のワレメに指を伸ばした。

			　自身の胸も同時に揉んだ。

			「くそっ……、はっ、あっ……。くそっ……はっ、アアアッ！」

			　ひとりで達し、盛大に潮を吹く。

			「はあっ……、はあっ、はあっ……」

			　ベッドにうずまり、絶え絶えな息を吐く。

			　ミーユは、異常な親に育てられた。

			　三公の長男として、両親が自慢の種にできる技量や力を身につけることを強要された。

			　生まれ持った性別さえも、抑圧を受けた。

			『跡取りにふさわしいのは男子』という、根拠がなければ意味もない、古びた思想で抑圧された。

			　マナーをひとつ誤れば平手打ちが飛んでくる環境で、毎日の食事を食べていた時期もある。

			　連れて行かれたパーティで作り笑いを浮かべるたびに、自分の中がからっぽになっていくのを感じた。

			　いい子、できた子と言われるたびに、ミーユの心は死んでいった。

			　いい子という名の、アクセサリーになっていった。

			　どうしてこんなに痛いのか。

			　どうしてこんなに苦しいのか。

			　答えは、父母が与えてくれた。

			　

			　三公だから。

			　

			　だから痛みも叱(しつ)咤(た)も当然であり、休むことも遊ぶことも、同じくらいの年の子がしている女の子らしい格好もいけない。すべてはオマエが、三公だから。

			　それはミーユの深層心理に、深く深く刻み込まれた。

			　しかしミーユは、秀才だった。

			　年を取るにつれて、とある真理を理解した。

			　

			　父母は自分を、害することができない。

			　

			　跡取りである自分が女であると知れたら、家を保持する権利を失くす。

			　第二の継承権を持つ者に、移行されてしまう。

			　それをしっかり理解した。

			　単純な実力もあった。

			　レインやレリクスといった天才には敵わないものの、秀才ではあった。

			　英才教育も相まって、同年代ではほぼ敵なしになった。

			　父母にしても、パーティと飲食で肥えた豚と化している。

			　経緯はともかく濃厚なトレーニングを続けていたミーユとでは、比較になるはずがない。

			　ミーユの気づきと能力を感じ取った父母は、ミーユにしつけをすることはなくなった。愛情も与えず、半ば放置するようになった。

			　ミーユはゆがんだ。

			　自分が痛みを受け続けたのは、三公であるから。

			　自分が愛を受けなかったのは、三公であるから。

			　痛みも、辛さも、苦しみも、すべて自分が三公であるから。

			　だったら、あってもいいはずだ。

			　自分が三公として苦しんだ分、三公に劣る家柄の人間を苦しめる権利が。

			　自分がひとりさびしく涙を流しているころ、家族と楽しく笑い合っていた人間に、苦しみの一部を分けてやる権利が。

			　あったって――――いいはずだ。

			　それはゆがんだ認知であったが、ミーユにとっては真実だった。

			　そういう権利を持たなければ、軋んだ心は砕けていた。

			　誰よりも『三公』に苦しめられていたミーユが、誰よりも『三公』に縛られていた。

			　少女のブローチを砕いたのも、『父』からのプレゼントであったからだ。

			　誰よりも強い権利と物を持っているように見えたミーユは、誰よりもなにもなく、誰よりもからっぽであった。

			　三公の名を貶めることをするたび、復(ふく)讐(しゆう)をしたような気分にもなった。

			　そこにレインが現れた。

			　レインはミーユの『三公』を、これ以上はないような形で穢(けが)した。

			　しかしミーユからすると、それは無上の快楽だった。

			　謝ればやめると言われたのに謝らなかったのも、つまりはそういうことである。

			　穢されたかったのだ。

			　汚されたかったのだ。

			　自分を縛って苦しめた『三公』を、ズタズタの、ボロボロにしてほしかったのだ。

			　レインは、それをしてくれた。

			　しかしミーユに、自覚はない。

			　それでも、感じた。

			　形状しがたい憤(ふん)怒(ぬ)や嘆きが、消えていくことを感じた。

			　凌(りよう)辱(じよく)とも言えるはずのそれに、快楽を受けていることを感じた。

			　処女を奪われた刹(せつ)那(な)から絶頂に達し、最初から最後までずっと快楽に浸っていたことも覚えている。

			　こうして部屋に戻ったあとも、ひとりで何度も何度も何度もやって、絶頂に達してしまう程度には。

			　しかしひとしきり行為を終えると、慙(ざん)愧(き)の念が湧いてきた。

			　それは『三公』としての、ミーユではない。

			　三公の皮を手荒すぎる方法で剥がしてもらった、ひとりの少女としての想いだ。

			「ボクって、ひどいやつだよな……」

			　そう思ったら、行動せずにはいられなかった。

			　服を着て、部屋をでる。

			　まず向かったのは、教師たちがいるところだ。

			　謝罪をすると、恐縮された。

			　恐縮されると、申し訳なくなった。

			　自分がそれほどの力を、人に向けていたことを自覚した。

			　それから、いろんな人に頭をさげた。

			　学園は、貴族が多く集まっている。

			　ミーユが虐(しいた)げた家の者も多い。

			　父親を意味もなく足蹴にされた者や、親子そろって四つん這いになってパンを食べるように強制された者もいる。

			　ミーユは彼ら、彼女らのひとりひとりに謝罪を入れた。

			　謝罪を受けた者たちは、恐縮しながらミーユを許した。

			　ただそれは、許したから許したのではない。

			　ミーユの真意を疑う気持ち。

			　気持ちを図り間違えた際の処置のイメージ。

			　そもそも、思いだしたくもないという感覚。

			　それらすべてが、あわさった結果だ。

			　自分は許してもらえない。

			　心の底からすまないと思っても、それを信じてもらえない。

			　罪というのは、そういうものだ。

			　罰というのは、そういうものだ。

			　許されたいと思うことすら、相手に許してもらえない。

			　罪とは、罰とは、そういう性質のものなのだ。

			　謝罪をすれば許されるのが当然という傲(ごう)慢(まん)を、ミーユは持ち合わせていなかった。

			　ミーユは、自分がいかにひどい人間であったかを悟った。

			　泣きじゃくりながら道を歩き、白いドアをノックした。

			「どなた……ですか？」

			「ボク……」

			「ミミミミッ、ミーユさまっ?!」

			　それは自分がこの学園にきた直後、レインとの接点を持つきっかけになった少女だ。

			　大切なブローチを砕いた上に、暴力も加えた相手だ。

			「ごめん……、なさい…………」

			「えっ……いやっ、そのっ……」

			「ブローチ、くだいたり……。どげざ、させたり…………」

			「ととととっ、とにかく部屋にお入りくださいっ！」

			　少女――フェミルはミーユを部屋に入れ、紅茶をだした。

			　Ｃランクのフェミルの部屋は、六畳程度だ。

			　すこし狭いが、ひとりで過ごすには充分である。

			　ミーユは紅茶にも手をつけず、えぐえぐとすすり泣く。

			「ボク……ひどい。ほんとうに……さいっ、ていっ…………」

			「わたしのブローチを、砕いたりしたことですか……？」

			「うん……」

			　ミーユは、泣きじゃくりながらうなずいた。

			「わたしは別に、怒ってませんが……」

			「……ほんとに？」

			「貴族さまとは、そういうものであるという認識でしたので……」

			　きょとんとつぶやいたフェミルは、しかしすぐに失言であると思ったらしい。

			　慌てて言葉を補足した。

			「ああっ、ええっと、違います！

			　貴族さまとは、空の上のお人！

			　お空の天気とまったく同じく、雨を降らそうと雷を落とそうと、そういうものであると思うというだけのことですっ！」

			　謝罪のはずが、ますますひどい言いざまになっていた。

			　しかし事実だ。

			　ミーユはフェミルに土下座した。

			「ごめんなさあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁいっ！」

			「いいんですよ！　ほんと！　怒ってません！

			　わたし、ほんとに怒ってませんからっ！」

			「だけどボク。キミの、大事な……」

			「ブローチでしたら、レインさんになんとかしてもらいましたからっ！」

			「えっ……？」

			　フェミルはもじもじ恥らいながら、ブローチの破片が入った小ビンを見せる。

			「きらきらしていて、素敵です……」

			「ボクのこと、許してくれるの……？」

			「はい……」

			「ふええぇんっ…………！」

			　ミーユはまたも泣きじゃくる。

			「もう……三公さまが、泣かないでくださいよぅ」

			「ごめんなさい……。本当に、ごめんなさい…………」

			　フェミルはミーユを抱きしめた。

			　恨みを抱いていないのは、レインがミーユをボコボコにしたからでもある。

			　しかし抱きしめてまでやれるのは、フェミル自身の善性と言えた。

			　ミーユは至上のぬくもりを感じ、フェミルに深く感謝した。

			　レインについては、かなり複雑なものもあったが。

		

	
		
			ｋｔ60（ケーティーロクジュウ）
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